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特
需
/
遭
離
管
理
幅
蘂
訝
る
唾
罵
参
加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◎

鬱
ポ
…
ト

◎
ブ
◎
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

…
皆
さ
ん
と
共
に
快
適
な
道
づ
く
り
…

道
路
局
国
道
e
防
災
課

一
は
じ
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
土

交
通
省
が
直
轄
国
道
を
対
象
に
、
地
域
住
民
や
企
業
等
の

皆
さ
ん
に
よ
る
道
路
の
美
化
清
掃
等
の
活
動
に
対
し
て
、

支
援
を
行
い
、
皆
さ
ん
と
共
に
快
適
な
道
づ
く
り
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
道
路
を
慈
し
み
、
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
自
然
な
気
持
ち
を
形

あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

｢実
施
団
体
｣
(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
)
が
、

道
路
で
の
清
掃
や
美
化
活
動
を
行
な
う
こ
と
を

｢協
定
｣

で
確
認
し
、
そ
の

｢協
定
｣
の
内
容
に
従
っ
て
、
実
施
団

体
が
活
動
を
行
い
、
道
路
管
理
者
は
、
実
施
団
体
名
入
り

の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
道
路
脇
に
設
置
し
、
実
施
団
体
の
活

動
を
公
表
す
る
。
こ
う
し
た

｢み
ち
｣
を
き
れ
い
に
し
よ

グ
ル
ー
プ
や
企
業
の
人
た
ち
が
新
し
い
発
想
の
プ
ロ
グ
ラ

う
と
い
う
活
動
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
性
化

ム
に
賛
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
開
始
さ
れ
た

す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

(写
真
1
)。

二

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
□
グ
ラ

ム
の
原
型

日
本
の
直
轄
国
道
で
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･

サ
ポ
ー
ト
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
型
は
、
米
国
で
実
施
さ
れ

て
い
る
｢
ア
ダ
プ
ト

･
ア

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

で
あ
る
。
一
九
八
五
年
頃
、
米
国
テ
キ
サ
ス
州
交
通
局
に

よ
り
、
市
民
が

｢み
ち
｣
の
一
区
画
を
我
が
子
の
よ
う
に

面
倒
を
み
る
と
い
う
仕
組
み
が
始
め
ら
れ
た
。
当
時
ハ
イ

ウ
ェ
イ
の
散
乱
ご
み
の
清
掃
を
行
っ
て
い
た
州
の
交
通
局

が
、
毎
年
一
五
~
二
0
%
の
割
合
で
増
え
続
け
る
清
掃
費

用
に
困
り
、
市
民
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
市
民

1 タイラー ･シビタン ･クラブの活動　　
ブラクン　シ

'
‐

'
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当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
名
の
入
っ
た
サ
イ
ン
ボ

ー
ド
を
掲
げ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
地
味
な
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
を
勇

気
づ
け
、
そ
の
活
動
に
報
い
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
見
る
度
に
、
｢自
分
た
ち
の

町
を
自
分
た
ち
が
き
れ
い
に
し
て
い
る
｣
と
い
う
プ
ラ
イ

ド
が
芽
生
え
、
道
路
が
き
れ
い
に
な
る
に
従
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
復
活
す
る
と
い

う
副
次
的
な
効
果
も
生
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
誕
生
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う
活

動
は

｢
ア
ダ
プ
ト

･
ア

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
来
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

一
九
九
二
年
ま
で
に
ほ
ぼ
全
米
に
拡
大
し
、
そ
の
後
、
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
し
て
日
本
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

三

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
経
緯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
正
式
に

実
施
さ
れ
る
以
前
に
、
平
成
九
年
一
〇
月
愛
媛
県
今
治
市

内
の
一
般
国
道
一
九
六
号
を
対
象
に
し
、
さ
ら
に
平
成
一

〇
年
八
月
同
県
上
浮
穴
郡
久
万
町
の
一
般
国
道
三
三
号
を

追
加
し
、
併
せ
て

｢あ
い
ロ
ー
ド
｣
と
称
し
て
社
会
実
験

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
道
路
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上

に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。

平
成
三
一年
六
月
に
道
路
局
長
通
達
を
発
出
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
格
的
に
展
開

す
る
こ
と
と
し
た
。
当
初
は
、
四
国
地
方
を
中
心
に
活
動

が
拡
が
り
、
現
在
で
は
全
国
的
に
く
ま
な
く
展
開
さ
れ
る

に
至
り
、
平
成
一
五
年
三
月
末
現
在
、
全
国
で
実
施
団
体

数
五
四
人
団
体

(実
施
箇
所
数
九
九
三
箇
所
)
と
な
っ
て

い
る

(図
1

.
2
)
。

こ
の
中
に
は
、
全
国
展
開
し
て
い
る
企
業

(イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
)
と
の
協
定

(平
成
一
三
年
三
一月
)
や
直
轄
国

道
だ
け
で
な
く
県
道

･
市
道
も
含
め
、
地
域
全
体
を
面
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
愛
知
県
･
豊
田
市
･
ト
ヨ
タ
自
動
車

と
の
協
定

(平
成
一
四
年
八
月
)
等
も
含
ま
れ
る
。

簸

鰡
総
o
メ

ー
o
ほ
か#
濯
ず　　 　 　 　 　　　 　　

地方別の実施団体数
(全国展開している企業の数を除く)

図 2 地方別の実施団体数
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図 1 全国の実施団体数
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体
数
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四

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
仕
組
み

1

協
定
の
締
結

砕

実
施
団
体
は
、
実
施
区
域

･
活
動
内
容
を
決
め
た
後
、

沽

事
務
局
へ
活
動
希
望
の
申
し
込
み
書
類
を
提
出
す
る
。

｢実
施
団
体
｣
、
｢協
力
者
｣
と

｢道
路
管
理
者
｣
の
三
者

間
で
協
定
を
結
び
、
実
施
団
体
は
文
書
で
決
め
た
内
容
に

基
づ
き
清
掃
･
植
樹
管
理
等
を
行
う

(図
3
･
4
)。

基本要素

　　　　の



2

関
係
団
体
の
役
割

の

｢実
施
団
体
｣
(住
民
グ
ル
ー
プ
等
)

①
清
掃
活
動

実
施
区
域
内
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
の
清
掃
を
行

　
　
　

②
草
木
の
管
理

植
樹
帯
に
お
け
る
草
木
の
手
入
れ
等
を
行
う
。

②

協
力
者

(地
元
市
町
村
)

①
ご
み
の
処
理

市
町
村
に
よ
る
ご
み
の
定
期
収
集
と
処
分
を
行

ハ
ノ
o

･

蹴 る、合 * 追分のまちでブ□グラムが行わ
及 邁ているか確認し、申込嚼類鱸を入手す逓。 、

　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　

　活

②

｢実
施
団
体
｣
と
の
連
絡
窓
口

｢実
施
団
体
｣
と
の
対
応
を
よ
り
円
滑
に
行
う
た

め
、
連
絡
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

③
道
路
管
理
者

(国
道
事
務
所
、
出
張
所
)

①
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置

｢実
施
団
体
｣
名
入
り
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
実
施
区

域
内
の
道
路
脇
に
設
置
す
る
。
道
路
管
理
者

が
設
置
す
る
た
め
、占
用
許
可
等
の
必
要
は
な
い
。

た
だ
し
、
各
地
域
の
屋
外
広
告
物
条
例
等
に
抵
触

す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
従
う
必
要
が
あ
る
。

②
清
掃
用
具
の
貸
与
･支
給

清
掃
や
草
木
の
手
入
れ
に
使
用
す
る
道
具
等
を
貸

与
,
支
給
す
る
o

③
安
全
指
導

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
講
習
会
を
開
く

等
、
｢
実
施
団
体
｣
の
方
々
へ
安
全
指
導
を

行
う
。

④
保
険
加
入

｢実
施
団
体
｣
の
事
故
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
保
険

に
加
入
す
る
。

3

活
動
の
手
順

(図
5
)

五

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
□
グ
ラ

ム
の
現
状

全
国
で
実
施
し
て
い
る
団
体
数
は
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
現
在
五
四
人
団
体
で
あ
る
。
実
施
団
体
の
属
性
は
住

民
団
体
が
最
も
多
く
二
六
〇
団
体

(全
体
の
五
一
%
)
で

あ
り
、
次
い
で
｢企
業
｣
、
｢学
校
関
係
｣
と
な
っ
て
い
る
。

図 6 実施団体の属性
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っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得

前
と
現
在
と
を
比
較
し
た
場
合
、
概
ね
、
ゴ
ミ
が
減
少
し

た
。

こ
と
感
じ
、
首
各
こ
寸

親
し

ミ
曽
し
、
舌

こ

、

。
他

　
　
　

　
　

た
と
感
じ
、
道
路
に
対
す
る
親
し
み
が
増
し
、
活
動
に
対

乙　

し
て
満
足
し
て
い
る
と
回
答
を
得
た
。
ま
た
、

イ
ン
ポ

M

“
"

、
鑓

ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
る

し
て
満
足
し
て
い
る
と
回
答
を
得
た
o

ま
た
･

サ
イ
ン
ボ
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8 活動内容

域撮

0

0

0

0

0

0

図

図

実
施
団
体
数

実
施
団
体
数

活
動
頻
度
は

｢
一
カ
月
に
一
回
以
上
｣
の
活
動
が
約
半
数

と
な
っ
て
い
る
。
活
動
内
容
は
多
い
順
に

｢清
掃
｣
｢除

草
｣
｢花
の
管
理
｣
｢植
栽
の
管
理
｣
｢除
雪
｣
と
な
っ
て

は　
　

　　
　　
　
　
　

お
り
、
｢ト
ィ
レ
の
清
掃
｣
｢通
報
｣
等
の
活
動
も
行
っ
て

屹囃
磁
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鬘
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一
瀬
娩
費
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平
成
一
三
年
秋
に
実
施
団
体
一
九
五
団
体
に
対
し
て
行



ー
ド
の
設
置
が
、
活
動
の
励
み
と
な
り
、
｢ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
防
止
｣
効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
満
足
し
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い

て
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
が
非
常
に
重
要
で
か
つ
、
有
効
な
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
人
が
今
後
も

継
続
し
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、
活
動
を
長
く
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
実
施
団
体
か
ら
直
接
意
見
を
聞
き
、
実
施
団
体

と
の
協
働
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
共
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
一
三
年
度
に
全
国

二
一
箇
所
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
活
動
内
容
の
説

明
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果
の
他
、
支
援

･
要
望
･

改
善
点
や
今
後
の
展
開
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た

(図
中
･
日
)。

協力者 (市町村) に聞きました

　　　　　　　　　　　　　　

　　　
　
　
　
　
　　　　　

　
　

　

　

　

　

　
　
　　
　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　

　　

　
　
　

　
　
　

蝋

觴

擬
し
○̂
¥

七

お
わ
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
平
成
一
二
年
六
月
か
ら
本
格
実
施
と
な
っ
て
以
来
、

五
〇
〇
以
上
の
多
く
の
団
体
が
参
加
し
て
い
る
が
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
一
層
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成

一
五
年
五
月
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
定
し
た

(図
峻
)。

今
後
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
度
･
趣
旨
の
認
知
度
を
高

め
る
た
め
の
広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
道
路
管

理
者
と
道
路
利
用
者
･
住
民
等
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

形
成
し
な
が
ら
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
け
る
制
度
と

な
る
よ
う
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

考えていますか?

市町村の簾理している麓朧 ･その

噛 熟 他で、鬮犠のプ□グラムの導入を

　

　

一
の
を

…
を
入

+

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　　　

ブ
て

の
つ

　
　

　　

図

禰
ブ　

　
　
　

　
　　　　　12 ボランティア ･サポート ･プログラ

ムのロゴマーク



鎗
釀
釀釀
釀
釀釀
拶

特
黛
/
道
路
管
理
に
稀
け
る
住
民
参
加

除
雪
罐
子
供
た
ち
⑭
た
め
に

ー
冬
期
に
お
け
る
V
S
P
へ
の
取
組
み
ー

北
陸
地
方
整
備
局
金
沢
河
川
国
道
事
務
所

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
□
グ
ラ

ム

(V
S
P
)

地
域
や
企
業
の
皆
さ
ん
が
行
う
道
路
の
美
化

･
清
掃
、

花
壇
や
樹
木
の
手
入
れ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

し
、道
路
管
理
者
は
そ
の
活
動
に
必
要
な
用
具
の
支
給
や
、

実
施
団
体
名
と
活
動
の
内
容
を
記
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の

設
置
、
安
全
指
導
や
傷
害
保
険
へ
の
加
入
な
ど
を
支
援

(サ
ポ
ー
ト
)
す
る
制
度
で
す
。

二

V
S
P
の
仕
組
み

実
施
団
体
は
、
実
施
区
域
･
内
容
を
決
め
た
後
、
事
務

局
へ
活
動
の
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
。

実
施
団
体
は
、
道
路
管
理
者

･
協
力
者

(市
町
村
)
と

の
三
者
間
で
協
定
を
結
び
、
文
書
で
決
め
た
内
容
に
基
づ

活動開始美嚢鍼灘区朧する醸

協定琵離籍実篦団体の認定投げ･協

申込書中腿み割必要事項を臥し事務
提出 脉提出する。

図 1 V S P活動までの手順

き
清
掃

･
植
樹
管
理
な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

(図

1
)
。三

V
S
P
の
実
施
状
況

金
沢
河
川
国
道
事
務
所
管
内
で
は
、
こ
の
V
S
P
制
度

を
利
用
し
、
現
在
九
つ
の
実
施
団
体
と
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

写真 1

地下道の清掃

　

　　
　
　
　

　

　

　　　
　

管

鰭

膊

歩

　

　
　
　　



表 1 金沢河川国道事務所管内のV S P実施団体
(平成15年 5月 1日現在)

花 ･植栽の管理と除草

花の会つる者 五間堂町公民館老人会 サンクス鹿島バイパス店 押水町商工会書年部

路線名 ー於団指" 5 7号 ー鍵圃満8号 一鈴囲も首1 6 9号 一般回漕1 5 9号

人数 約5 0 0名 炙6 0衞 名2 0約 名○.･I約

蓚の管理･除草

繃 嬬 鯛協力者 紺潟 卿 蜘
宝旛団体 内目角婦人会 尾崎寿会･小竹長寿会･水白老入会

路線名 船回避1 5 9号 船岡猫1 5 9号

人数 約 1 3 0名 約 3 0名

活動内容 編 満掃
協力者 宇ノ気町 鹿島町

活
動
の
内
訳
は
、
｢花

･
植
栽
の
管
理
と
除
草
｣
が
四

団
体
、
｢歩
道
除
雪
｣
が
三
団
体
、
｢横
断
地
下
道
の
清
掃
｣

が
二
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
-
、
表
1
)。

四

冬
期
間
の
V
S
P

1

歩
道
除
雪
の
き
っ
か
け

津
幡
町
井
上
地
区
･
中
条
地
区
は
、
金
沢
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
近
年
人
口
が
急
増
し
て
い
る
地
域
で
、
新

ゞ ム̂｣べ報糯鼬T･
.二 ……

家嚇ゞ……
宇ノ気町内日角区"

…
仝
】

…
笂
…

異
数
…

ム̂｣べ報
号

一需-r‘""
伍
“二

…
…
“

什
報国遣1 5 9号 敏国道1 5 9号

人数 約1 l o名 名6 0約 名め約

活動内容 轄 鱈 鰡
協力者 津幡町 鱗 鮒ノ"宇

除雪証馬(往復) 約2, 7 k m mレハ3約 mし(L約

旧
の
地
域
住
民
が
同
居
し
て
い
る
地
域
で
す

(図
2
)。

津
幡
町
井
上
地
区
振
興
会
と
中
条
地
区
振
興
会
で
は
、

ま
た
、
同
地
区
の
国
道
沿
い
に
は
、
小
学
校
が
二
校
、

中
学
校
が
一
校
あ
り
、
従
来
か
ら
通
学
路
の
安
全
の
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
一
三
年

一
月
、
石
川
県
を
襲
っ
た
大
雪
に
よ
り
、

県
内
全
域
に
わ
た
り
交
通
が
マ
ヒ
し
、
車
道
除
雪
を
優
先

せ
ざ
る
得
な
い
集
中
豪
雪
で
あ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
歩

道
除
雪
ま
で
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
し
た

(写
真
2
)。

こ
の
大
雪
の
中
、
積
雪
に
よ
り
登
下
校
に
苦
労
す
る
児
童

た
ち
の
姿
を
見
た
人
々
の

｢子
供
た
ち
の
た
め
に
安
全
を

確
保
し
た
い
-
｣
と
い
う
強
い
思
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
一
三
年
一
二
月
に
両
振
興
会
が
そ
ろ
っ
て
、
V
S
P

の
実
施
団
体
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
北
陸
地
方
整
備
局
管
内
で
は
、
初
め
て
の

｢歩
道
除
雪
の
V
S
P
｣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

一般国道159号 (金沢市)

写真2 平成13年 1月の大雪の模様

薹

図2 参加地域と歩道除雪の位置図



2

歩
道
除
雪
に
向
け
て
の
準
備

協
定
締
結
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
決
ま
り

ま
し
た
。

【実
施
団
体
】

津
幡
町
井
上
地
区
振
興
会
、
津
幡
町
中
条
地
区
振
興
会

歩
道
除
雪
作
業
に
お
け
る
労
力
の
負
担

(写
真
3
)

小
型
除
雪
機
械
等
の
保
管
場
所
の
提
供

(写
真
4
)

歩
道
除
雪
に
お
け
る
歩
道
上
の
障
害
物
の
撤
去

小
型
除
雪
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
の
確
保
と
連
絡
網
の

確
立

･
歩
道
除
雪
に
お
け
る
除
排
雪
処
理
の
為
の
雪
捨
て
場

の
提
供

【道
路
管
理
者
霊

金
沢
河
川
国
道
事
務
所

･
小
型
除
雪
機
械
及
び
除
雪
用
具
の
提
供

･
小
型
除
雪
機
械
の
維
持
管
理
費
用
の
負
担

･
小
型
除
雪
機
械
の
運
搬
及
び
排
雪
等
で
実
施
団
体
で

は
実
施
困
難
な
作
業
の
サ
ポ
ー
ト

･
実
施
団
体
の
活
動
中
に
お
け
る
事
故
に
備
え
た
保
険

に
係
る
業
務

･
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置

(写
真
5
)

除
雪
用
旦
と̂
し
て
、

･
ヘ
ル
メ
ッ
ト

･
反
射
ベ
ス
ト

･
ス
コ
ッ
プ

･
軍
手

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す

(写
真
6
)。

【協
力
者
】

津
幡
町

･
実
施
団
体
と
金
沢
河
川
国
道
事
務
所
と
の
連
絡
調
整

･
小
型
除
雪
機
械
の
燃
料
費
の
負
担

3

小
型
除
雪
機
械
の
講
習
会
の
実
施

実
施
団
体
が
歩
道
除
雪
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

大
半
の
方
が
小
型
除
雪
機
械
の
操
作
経
験
に
乏
し
い
た

め
、
V
S
P
の
協
定
締
結
後
、
除
雪
機
械
の
操
作
や
安
全

写真5 サインボードの設置

写真6 除雪用具等のサポート



管
理
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
実
施
し
た
り
、
講
習
会
に
参

加
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
安
全
管
理
や
小
型
除
雪
機
械

の
操
作
に
つ
い
て
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
ビ
デ
オ
を
使
っ

た
講
習
会
を
実
施
し
、
除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
防
止
に
努

め
て
い
ま
す

(写
真
7
)。

4

歩
道
除
雪
の
実
施
状
況

実
施
団
体
は
、
お
お
む
ね
積
雪
が
一
五
皿
か
ら
二
0
m

と
な
っ
た
時
点
で
作
業
に
あ
た
り
ま
す
。

児
童
の
通
学
路
を
確
保
す
る
た
め
に
、
実
施
団
体
は
、

早
朝
の
暗
い
う
ち
か
ら
作
業
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

(写
真
8
)。

5

V
S
P
活
動
に
つ
い
て
の
感
想

歩
道
除
雪
実
施
団
体
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

【歩
道
除
雪
を
と
お
し
て
生
ま
れ
た
も
の
】

･
｢自
分
の
子
供
が
毎
日
利
用
す
る
歩
道
の
除
雪
を
行

う
こ
と
は
、
親
と
し
て
当
然
。｣

･
｢こ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
間
の
結
び
つ
き
が
よ
り

強
く
な
っ
た
。｣

･
｢子
供
た
ち
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
え
た
J

【除
雪
機
械
の
操
作
講
習
会
は
必
要
】

･
｢農
機
具
な
ど
の
操
作
経
験
も
な
く
、
除
雪
機
械
の

操
作
が
不
安
だ
っ
た
。
講
習
会
に
参
加
し
て
、
除
雪

機
械
を
見
て
･
さ
わ
っ
て
、
こ
れ
な
ら
わ
た
し
に
も

で
き
る
と
自
信
が
つ
い
た
。｣

【操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
ビ
デ
オ
も
一
役
】

･
｢除
雪
機
械
の
操
作
説
明
を
受
け
る
前
に
ビ
デ
オ
講

習
が
あ
り
、
大
変
分
か
り
や
す
か
っ
た
。｣

【V
S
P
は
よ
い
シ
ス
テ
ム
】

マニュアルビデオによる講習

写真7 講習会の実施

小型除雪機械の操作講習会

早朝の歩道除雪作業

zz 道行セ 2003,6

VS Pの歩道除雪のより確保された通学路
(一般国道159号津幡バイパス側道歩道部)

写真8 歩道除雪の実施状況



写真9 実施団体の皆さんとサインボード前で

･
｢市
町
村
が
連
絡
窓
口
で
、
国
土
交
通
省
か
ら
除
雪

機
械
の
貸
与
や
安
全
指
導
が
あ
り
、
実
に
い
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
ま
た
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
り
、
志
気

も
上
が
っ
た
。｣

五

今
後
の
歩
道
除
雪
の
在
り
方

現
在
の
除
雪
体
制
で
は
、
機
械
人
員
の
配
置
等
か
ら
全

て
の
歩
道
除
雪
を
行
う
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

金
沢
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
｢雪
み
ち
計
画
｣
及
び

歩
道
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
、
歩
道
除
雪
区
間
を
設
定
し

て
い
ま
す
が
、
実
施
区
間
以
外
に
お
い
て
も
沿
道
住
民
の

歩
道
除
雪
の
実
施
要
望
は
強
く
、
今
後
V
S
P
を
活
用
し

た
歩
道
除
雪
区
間
の
延
伸
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

V S Pに参画することで、 道路に対する
愛着が湧いてきます

　

　　

　　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

&を̂
総謎
就
急
ぎ
富
も
ン

六

お
わ
り
に

津
幡
町
井
上
地
区
振
興
会
･
中
条
地
区
振
興
会
と
平
成

一
三
年
一
二
月
に
歩
道
除
雪
に
関
す
る
V
S
P
の
協
定
締

結
以
来
二
シ
ー
ズ
ン
が
経
過
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
新
た
に
宇
ノ
気
町
内
日
角
区
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無

事
歩
道
除
雪
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
実
施
団
体
･
道
路
管
理
者
･
協
力
者
の
三
者

が
協
力
し
て
歩
道
除
雪
の
み
な
ら
ず
、
他
の
V
S
P
活
動

も
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

V
S
P
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
住
民
が
直
接
道
路
管
理

に
参
画
す
る
こ
と
で
、
道
路
管
理
を
始
め
と
し
た
道
路
行

政
に
対
す
る
意
識
向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
道
路
管

理
者
と
し
て
も
地
域
の
意
見
、
身
近
な
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

参
考歩

道
除
雪
に
お
け
る
V
S
P
活
動
で
は
、
小
型
除
雪
機
械

(安
全
対
策

型
)
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

除
雪
能
力

e
除
雪
幅

一
、
一
〇
〇
ミ
リ

◎
除
雪
高
さ

六
五
0
ミ
リ

@
投
雪
距
離

一
五
~
二
〇
メ
ー
ト
ル

◎
除
雪
能
力

一
五
O
t
/
h

e
最
大
出
力

ニ
ニ
P
S



鬘
釀
麗釀
釀
園釀
拶

構
築
/
道
路
管
理
に
お
け
る
住
民
参
加

『ふ
れ
謳
い
纒
鱸
』
…
寵
い
っ
轢
い
璽
醐
ー

ー
奈
半
利
中
学
校
の美
化
栽
培
部
の
取
組
み
-

高
知
県
奈
半
利
町
立
奈
半
利
中
学
校
教
頭

大
谷

岩
夫

一

は
じ
め
に

奈
半
利
町
は
、
高
知
市
か
ら
国
道
五
五
号
を
五
五
蹴
東

進

(室
戸
岬
側
)
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
人

口
は
約
四
、
二
〇
〇
人
、
面
積
は
二
八
･
三
頬
と
い
う

小
さ
な
田
舎
町
で
す

(図
1
)。

南
は
太
平
洋
を
望
み
、
だ
る
ま
夕
日
の
と
て
も
き
れ
い

な
と
こ
ろ
で
す

(写
真
1
)。
驚
く
こ
と
は
、
こ
の
小
さ

な
町
に
高
知
県
を
代
表
す
る
よ
う
な
大
き
な
港
(

!
)

が
二
つ
も
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
全
国
広
し
と
言
え
ど
も

こ
ん
な
町
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
港
に
は
、
世
界
の
マ
グ
ロ
漁
場
で
格
闘
し
て
き
た

漁
船
が
、
ド
ッ
ク
入
り
し
て
き
ま
す
。
船
体
を
手
入
れ
し

一
時
の
休
養
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
波
間
に
揺
ら
れ
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
つ
い

｢お
疲
れ
さ
ん
、
ま

た
頑
張
っ
て
こ
い
よ
｣
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

海
に
面
し
た
小
さ
な
町
、
奈
半
利
町
は
魚
介
類
の
お
い

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
海
の
幸
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
が
、

ま
た
嬉
し
い
と
こ
ろ
で
、
町
の
西
に
は
、
高
知
県
の
東
部

図 1 位置図 (高知県安芸郡奈半利町)

高知県ノ
ーノ

寝
、

へ~‐′

　　
　　

(安
芸
郡
)
で
は
一
番
大
き
な
奈
半
利
川
が
あ
り
、
鮎
、

う
な
ぎ
、
あ
め
ご
、
手
長
え
び
、
ゴ
リ
、
み
み
な
し
と
い

っ
た
ぐ
あ
い
に
、
川
の
幸
も
豊
富
で
す
。
清
流
四
万
十
川

の
幸
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
、
い
や
手
前
味
噌
で
は
あ
り
ま

写真 1 だるま夕日



す
が
、
勝
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す

(故
郷
を

思
う
気
持
ち
に
免
じ
て

!
)。

近
年
、こ
の
田
舎
町
に
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
J
R
ご
め
ん
･
な
は
り
線
が
開
通
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
線
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
住
民
の
熱
き
思

い
に
、
四
0
年
と
い
う
長
い
年
月
を
経
て
夢
が
実
現
し
た

線
な
の
で
す
。

二
一
世
紀
最
初
で
最
後
の
開
通
だ
と
言
わ
れ
、
そ
の
終

着
駅
と
し
て

｢奈
半
利
駅
｣
が
で
き
ま
し
た
。
駅
に
は
ア

ン
パ
ン
マ
ン
の
作
者

｢や
な
せ
た
か
し
｣
の
描
い
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー

｢な
は
り
こ
ち
ゃ
ん
｣
が
い
つ
も
笑
顔
で
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

列
車
に
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
の
列
車
や
ア
ン
パ
ン
マ

ン
や
駅
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
列
車
が
あ
り
、
乗
る

人
々
や
鉄
道
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阪
神
フ
ァ
ン
に
も
た
ま
ら
な
い
列
車
が
登
場
しラクター 痴

い

ツ
ち

き

コ
こ

　　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

写真 2 奈半利駅とマスコットキャ

て
い
ま
す
。
列
車
の
外
装
が
阪
神
の
カ
ラ
ー
で
あ
る
ト
ラ

の
縦
じ
ま
で
仕
上
が
っ
た
、
ま
さ
し
く

｢阪
神
列
車
｣
が

日
に
何
便
か
連
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
の
阪
神
フ
ァ
ン
の
皆
様
一
回
ぐ
ら
い
は
乗
っ
て
み
る

価
値
は
あ
り
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
強
い
星
野
阪
神
に

時
期
を
同
じ
く
連
行
し
、
進
む
姿
が
力
強
い
。
今
、
快
進

撃
を
続
け
る
阪
神
と
似
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
か
ら
阪
神
フ
ァ
ン
ま
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず

来
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

現
在
こ
の
よ
う
な
情
報
を
聞
き
、
全
国
か
ら

｢ご
め

ん
･
な
は
り
線
｣
に
乗
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
々
が
大
勢

い
る
よ
う
で
す
。

あ
と
一
つ
宣
伝
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
奈
半
利
町
に
は
町

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

｢子
ど
も
を
育
も
う
｣
と
い
う
取
組
み
で
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
ス
タ
!
ト
し
ま
し
た
。

町
は
、
廃
校
を
利
用
し

『生
活
体
験
学
校
』
と
い
う
学

校
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
生
活
体
験
学
校
の
あ
る
場
所
が
最
高
で
、
標
高
四

〇
0
m
に
位
置
し
、
町
中
心
部
か
ら
車
で
約
二
〇
分
ぐ
ら

い
の
山
の
中
に
あ
り
ま
す
。
人
里
離
れ
た
こ
の
場
所
は
、
米

ケ
岡
と
言
い
、
昔
か
ら
米
の
お
い
し
い
と
こ
ろ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
人
口
も
二
〇
人
を
き
り
、
高

齢
化
が
進
む
集
落
で
す
。
夜
に
な
る
と
、
｢シ
~
ン
｣
と
い

う
静
寂
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
最
近
で
は
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
ひ
と
時
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
学
校
の
主
な
取
組
み
は
、
こ
の
生
活
体
験
学
校
か

ら
小
学
校
に
通
う
と
い
う

｢通
学
合
宿
｣
を
行
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
親
元
を
離
れ
、
何
人
か
が
寝

食
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
や
状
況
を

考
え
た
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
子
ど
も
同
士
で
切
磋
琢

磨
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
、
生
活
そ
の
も
の
を
丸
ご
と
体
験
し
、
そ
こ
に
集
う

子
ど
も
た
ち
が
協
同
.
共
同
生
活
を
通
し
て
思
い
や
る
心

を
感
じ
た
り
、
責
任
や
協
調
の
心
を
養
っ
た
り
す
る
場
･

機
会
を
提
供
し
、
い
ろ
ん
な
人
々
が
関
わ
り
、
子
ど
も
を

育
も
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

人
口
四
、
二
0
0
人
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
こ
こ
の
生

活
体
験
学
校
の
利
用
者
数
は
、
年
間
二
、
0
0
0
人
を
は

る
か
に
超
え
る
と
い
う
か
ら
び
っ
く
り
し
ま
す
。
ち
な
み

に
一
般
客
も
利
用
で
き
る
よ
う
で
す
。

今
は

｢ホ
~
ホ
ケ
キ
ョ
｣
の
鴬
の
鳴
き
声
で
目
が
覚
め

る
。
な
ん
と
も
贅
沢
な
目
覚
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
も
な
い
自
分
の
呼
吸
が
耳
に
聞
こ
え
る
。
こ
ん
な
静
か

な
な
か
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ま
さ
に
天
上
の
癒
し
の
空
間
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
中
学
校
の
話
を
し
ま
す
。

奈
半
利
中
学
校
は
、
高
知
市
か
ら
来
る
と
奈
半
利
町
の

西
玄
関
口
に
あ
た
り
ま
す
。
奈
半
利
川
の
橋
を
渡
る
と
す



ぐ
右
手

(国
道
南
)
に
あ
り
ま
す
。
左
手

(国
道
北
)
に

は
国
土
交
通
省
奈
半
利
国
道
出
張
所
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

話
の
中
心
に
な
る
緑
地
帯

(花
壇
)
は
、
中
学
校
と
の
間

に
あ
り
ま
す
。

生
徒
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、現
在
八
九
名
で
す
。

教
職
員
数
は
、
一
五
名
と
い
う
学
校
で
す
。

こ
ん
な
小
さ
な
町
の
小
さ
な
中
学
校
で
す
が
、
こ
の
学

校
の
い
ろ
ん
な
取
組
み
が
高
知
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国

か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
取
組
み
の
一
つ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･

プ
ロ
グ
ラ
ム

｢ふ
れ
あ
い
海
道
｣
~
花
い
っ
ぱ
い
運
動
~

の
活
動
で
す

(写
真
3
)。

二

き
っ
か
け

奈
半
利
中
学
校
で
は
、
通
称

『三
者
会
』
と
い
う
取
組

写真 3 ふれあい海道サインボード

み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
三
者
と
は

｢生
徒

･
保

護
者

･
教
職
員
｣
の
こ
と
で
、
こ
の
会
は
、
三
者
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
た
ち
の
意
見
や
要
求
を
出
し
合
い
自
分
た
ち
の

学
校
を
創
造
し
て
行
こ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。
今
年
で

六
回
を
数
え
定
着
し
た
取
組
み
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
と
か
美
化
活
動
と
い
っ
た
こ
と
が
話
し
の
テ

ー
マ
に
な
っ
た
の
は
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
三
者
会

で
し
た
。
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
に
は
、
服
装
規
定
に
つ
い

て
と
か
、
班
学
習
･
教
え
合
い
学
習
に
つ
い
て
な
ど
と
い

っ
た
な
か
で
、
清
掃
活
動

翁
工き
缶

･
ゴ
ミ
拾
い
)
の
こ

と
が
生
徒
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
で
す

(写
真
4
)。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

トス　　

　

　

以
前
、
奈
半
利
中
学
校
で
は
、
廃
品
回
収

(新
聞
紙
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
空
き
瓶
等
)
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
も
定
着
し
、
毎
年
そ
の
時
期
に
な
る
と
、
新
聞
紙
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
廃
品
を
準
備
し
て
く
れ
て
い
る
家
庭

が
多
く
あ
る
よ
う
な
取
組
み
に
ま
で
発
展
･
浸
透
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
廃
品
の
換
金
率
が
悪
く
な
っ
た
り

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
廃
品
回
収
を
止
め
て
し
ま
っ
た

(理
由
は
他
に
も
あ
る
だ
ろ
う
が
)、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

町
の
声
に
は
、
｢せ
っ
か
く
定
着
し
た
取
組
み
に
な
っ

て
い
る
の
に

!

残
念
こ
と
か
、
｢今
年
は
中
学
校
か

ら
廃
品
回
収
を
す
る
と
い
う
お
便
り
が
こ
ん
が
、
ど
う
し

た
が
や
ろ
う
。
い
っ
や
る
が
や
ろ
う
。｣
と
い
い
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
廃
品
を
準
備
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
も
大
勢

い
た
り
!

、
と
い
っ
た
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。
事
実
、

廃
品
回
収
を
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
は
、
保
護
者
や
町

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
の
生

徒
自
身
の
思
い
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
当
時

を
知
る
先
生
は
今
は
こ
の
学
校
に
い
な
い
、
そ
ん
な
昔
の

お
話
で
す
。

し
か
し
、
び
っ
く
り
仰
天
。
ま
さ
か
、
生
徒
た
ち
が
勤

労
奉
仕
的
な
活
動
を
提
案
す
る
と
は
、
考
え
も
し
な
か
っ

た
、
と
い
う
の
が
本
音
の
思
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
三
者
会

に
参
加
し
て
い
た
大
人
の
反
応
を
み
て
い
る
と
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

こ
の
提
案
に
は
、
生
徒
全
員
一
致
で

｢賛
成
｣
と
な
っ
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た
こ
と
に
も
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
定
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ

グ
ラ
ム

｢ふ
れ
あ
い
海
道
｣
~
花
い
っ
ぱ
い
運
動
~
へ
と

発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

(写
真
5
)。

初
年
度

(
一
九
九
人
年
)
は
、
空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
、
町
内
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
よ
く
耳
に
し
た
言
葉
で

｢隣
町
は
、
花
い
っ

ぱ
い
。
奈
半
利
町
は
、
草
い
っ
ぱ
い
｣
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す

(今
は
も
う
死
語
に
な
っ
て
い
ま
す
)。
こ
の
言

葉
は
、
国
道
の
緑
地
帯
を
指
し
た
言
葉
で
、
隣
町

(田
野

町
)
の
国
道
花
壇
に
は
、
い
つ
も
き
れ
い
な
花
が
あ
り
、

き
ち
ん
と
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
道
を
通
る
た

び
に
季
節
の
花
々
を
見
、
心
を
癒
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

こ
の
言
葉
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
生
徒
た
ち
か
ら
、

｢緑
地
帯
に
花
を
植
え
て
き
れ
い
に
し
た
い
｣
と
い
う
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
校
長
先
生
は
、
建
設
省

(当
時
)
奈
半
利
国
道

出
張
所
へ
行
き
、説
明
し
承
諾
を
得
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

益
々
本
題
に
近
づ
い
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。三

草
と
の
格
闘

何
年
も
の
間
、
人
の
手
の
入
っ
て
い
な
い
花
壇
。
そ
れ

は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
表
面
の
草
は
、

鎌
で
刈
れ
ば
よ
い
、
が
な
か
な
か
の
代
物
。
草
に
も
年
季

と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
か
な
か
年
季
の
入

っ
た
草
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
は
人
海
戦
術
、

生
徒
･
教
職
員
の
頭
数
勝
負
で
す
。
何
と
か
年
季
の
入
っ

た
草
と
の
勝
負
に
は
勝
っ
た
!

と
ひ
と
ま
ず
今
日
の
作

業
は
お
し
ま
い
。

同
じ
目
的
･
課
題
に
向
か
っ
て
と
も
に
汗
を
流
す
と
い

う
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

四

敵
は
、
土
の
中

何
年
も
の
間
、
人
の
手
の
入
っ
て
い
な
い
花
壇
。
表
面

は
す
っ
か
り
草
刈
が
で
き
た
状
態
。
花
を
植
え
る
に
は
、

や
っ
ぱ
り
土
づ
く
り
が
重
要
!

当
時
の
校
長
先
生
は
、
剣
道
の
達
人
。

校
長
先
生
が
、
夏
の
炎
天
下
の
中
で
、
竹
刀
を
つ
る
は

し
に
持
ち
替
え
て
地
面
に
一
撃
。
｢こ
り
や
硬
い
｣
と
言

い
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
汗
だ
く
だ
く
に
な
り
な
が
ら
格
闘

し
て
い
た
が
、
お
手
上
げ
状
態
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
チ

ガ
ヤ
の
草
の
根
が
ハ
ビ
コ
リ
、
お
ま
け
に
地
面
は
ガ
チ
ガ

チ
に
固
ま
っ
た
状
態
の
花
壇
で
あ
っ
た
。
こ
り
ゃ
な
ん
ぼ

力
が
あ
っ
て
も
、
剣
道
の
達
人
で
も
無
理
じ
ゃ
。
と
半
ば

諦
め
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
へ
教
育
長
(現

奈
半
利
町
長
)

が
登
場
し
た
。

校
長
先
生
が
、
つ
る
は
し
で
花
壇
を
耕
し
て
い
る
の
を

通
り
す
が
り
に
見
て
、
様
子
を
見
に
来
た
の
だ
と
言
う
。

し
か
し
、
服
装
は
既
に
、
タ
オ
ル
を
ベ
ル
ト
か
ら
ぶ
ら
下

げ
、
作
業
着
を
着
て
い
た
。
｢奈
半
利
は
、
草
い
っ
ぱ
い

(高
知
の
方
言
で
、
草
ぼ
う
ぼ
う
)｣
と
い
う
汚
名
を
中
学

校
が
返
上
し
て
く
れ
ゆ
う
。と
い
う
思
い
か
ら
の
参
加
だ
。

い
っ
し
ょ
に
つ
る
は
し
を
持
っ
て
地
面
を
掘
り
返
す
が
な

か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
。

教
育
長
は
、
一
ヵ
月
前
ま
で
役
場
の
建
設
課
長
を
し
て

い
た
。
そ
の
時
の
血
が
騒
い
だ
の
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
そ

の
場
か
ら
居
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
役
場
か
ら
建
設

課
の
職
員
、
教
育
委
員
会
の
職
員
、
そ
し
て
ユ
ン
ボ
が
来

た
。
機
械
が
入
り
、
生
徒
、
地
域
の
人
々
な
ど
の
協
力
に

よ
り
、
ど
ん
ど
ん
土
が
掘
り
返
さ
れ
、
チ
ガ
ヤ
の
根
が
引

き
抜
か
れ
て
い
く
。
太
陽
は
西
に
だ
ん
だ
ん
と
傾
い
て
い

く
な
か
で
、
そ
の
光
は
赤
み
を
お
び
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
汗

を
赤
く
映
し
出
し
て
い
た
。
今
で
も
そ
れ
は
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
光
景
と
し
て
ま
ぶ
た
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。



見
る
見
る
う
ち
に
草
の
根
が
な
く
な
り
、
花
壇
ら
し
く
な

っ
て
い
く
。

機
械
を
操
作
し
て
い
る
人
が
、
｢わ
し
ら
あ
も
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
を
し
て
、
町
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
せ
な
あ
い

か
ん
。
そ
ん
な
年
齢

(と
し
)
に
な
っ
て
き
た
。｣
と
言

っ
て
い
た
。
そ
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
機
械
も

無
償
で
提
供
し
て
く
れ
て
、
土
ま
で
も
入
れ
て
く
れ
た
。

な
ん
と
も
感
動
的
な
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。

四

清
掃
活
動
か
ら
美
化
活
動
へ
…美
化
栽
培

部
の
取
組
み

空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
、
町
内
の
公
園
な
ど
の
草
刈
、

空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
へ
と
活
動
が
広
が
り
、
挙
句
の
果
て

に
は
、
町
の
一
斉
清
掃
ま
で
を
も
巻
き
込
み
、
同
じ
日
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
町
内
美
化
活
動
。
今
で
は
、
保
護
者

や
婦
人
会

･
老
人
会
な
ど
各
種
団
体
に
も
声
が
け
を
し
、

大
々
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
花
の
苗
を
育
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
栽
し
希
望

が
あ
れ
ば
そ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
家
ま
で
届
け
、
花
を
育
て

て
も
ら
う

｢花
の
里
親
制
度
｣
と
い
う
取
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

地
味
な
美
化
栽
培
部
が
一
躍
有
名
に
な
り
、
う
ち
の
学

校
に
は

｢美
化
活
動
｣
が
あ
る
と
生
徒
も
や
る
気
で
頑
張

っ
て
い
ま
す

(写
真
6
)。

写真 6 活動風景

五

国
道
花
壇
の
美
化
…花
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
人
々
の
輪
が
広
が
る
活
動
へ

一
九
九
八
年
の
夏
以
来
、
国
道
花
壇
の
美
化
は
、
美
化

活
動
の
一
環
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

担
当
は
、
美
化
栽
培
部
の
六
名
と
教
職
員
四
名
が
日
々

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
で
は
、
年
二
回
の

町
内
美
化
活
動
を
行
い
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
快
い

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

奈
半
利
中
に
は
、
花
を
愛
す
る
生
徒
、
教
職
員
が
い
っ

ぱ
い
い
ま
す
。

花
壇
の
絵
を
書
き
ど
ん
な
花
壇
に
す
る
か
、
ど
ん
な
花

を
植
え
る
か
な
ど
と
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
話
し
合
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
食
べ
る
実
の
な
る
植
物
を
植
え

て
収
穫
を
楽
し
ん
だ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

作
業
を
し
て
い
る
と

｢
こ
の
花
き
れ
い
な
ね
え
｣
｢頑

張
っ
ち
ゅ
う
ね
え
｣
な
ど
と
地
域
の
人
が
声
を
か
け
て
く

れ
ま
す
。
暑
い
な
か
で
の
作
業
も
頑
張
れ
る
。
そ
ん
な
気

持
ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。

六

お
わ
り
に

｢草
い
っ
ぱ
い
｣
の
時
の
花
壇
に
は
、
空
き
缶
や
タ
バ

コ
、
お
菓
子
の
袋
な
ど
も
の
す
ご
い
量
の
投
げ
捨
て
た
ゴ

ミ
が
あ
り
ま
し
た
。
花
壇
を
作
っ
て
い
る
最
初
の
頃
は
、

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
通
る
人
々
の
心
に
何
ら
か
の
変

化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
誠
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
｢き
れ
い
な
｣
と
思

え
る
気
持
ち
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
植
栽
し
た
苗
が
成
長
し
て



き
た
な
と
思
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
ら
、
気
が
付
く
と

引
き
抜
か
れ
持
ち
去
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

写真フ 美化活動の取組みの成果

誉
を

　
　　　
　
　

　　　　

　
　
　

し
た
。
で
も
き
っ
と
そ
の
持
ち
去
っ
た
人
も
き
れ
い
な
花

が
好
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
言
言
っ
て
く
れ
た

　　　　　　　　
　　　　　　　 　　

　

図 2 ふれあい海道マスコット
｢あいか｣

ム
ノみなこ

の
美
化
活
動
の
取
組
み
は
、
場
所
が
国
道
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
も
の
す
ご
く
人
目
に
付
き
ま
す
。
奈
半
利
町

の
西
玄
関
と
い
う
こ
と
か
ら
、
い
つ
も

｢花
い
っ
ぱ
い
｣

で
迎
え
た
い
そ
ん
な
気
持
ち
で
い
ま
す
。

こ
の
活
動
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
た
生
徒
た
ち

の
発
想
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
も
気
軽
に
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
き
、
支
援
し
て
く
だ
さ
る
国
土
交
通
省
の

所
長
さ
ん
始
め
、
職
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す

(国
道
五
五
号
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー

ト
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
愛
称

｢ふ
れ
あ
い
海
道
｣
は
、
花
が

い
っ
ぱ
い
咲
き
、
み
ん
な
が

｢お
は
よ
う
｣
と
挨
拶
し
あ

え
る
所
は
、
ふ
れ
あ
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
良
い
場
所
!

こ
の
道
が
そ
ん
な
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
奈
半
利
中
学
校
の
生
徒
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
国
土

交
通
省
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。)

最
後
に
、
高
知
市
か
ら
徳
島
市
ま
で
続
く
国
道
五
五
号

沿
線
の
人
々
が
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
通
し
、
心
と
心
が

ふ
れ
あ
う
活
動
が
、
今
後
も
永
遠
に
続
き
、
輪
が
広
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



は
じ
め
に

蟯
簾
/
道
路
轡
理
に
蘂
け
る
住
民
参
加

糧
た
ち
●
■
週
繭
を
舵
で
い
っ
願
い
に

-
特
定
非
営
利
活
動
法
人
花
つ
ぼ
み
と
の
連
携
…

近
畿
地
方
整
備
局
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
建
設
専
門
官

東
田

宏
幸

と
い
う
活
動
が
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
市
民
に
大
き
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。

写真 2 田辺パイパ
スのわ穿かな

パ
な
花
月

イ
か
も
朝

パ
誹
ス
で

辺
わ

一
U

田
の
べ
と

ス
ス
壇

写
真
1

N
P
0

｢花
つ
ぼ

み
｣
の
呼
び
か
け
で
、
多

く
の
自
治
会
が
自
分
た
ち

で
街
づ
く
り

現
在
、
近
畿
地
方
整
備
局
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
と

｢花
つ
ぼ
み
｣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ

ラ
ム

(以
下
V
S
P
)
で
は
、
国
道
四
二
号
の
田
辺
バ
イ

パ
ス
を
含
む
約
六
m
の
区
間
で
美
化
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
各
所
で
住
民
自
治
会
、
沿
道
企
業
、
学
校
な
ど
一

五
の
団
体
が
作
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

(写
真
1
~
3
)。

国
道
四
二
号
は
、
紀
南
地
方
の
町
を
つ
な
ぎ
、
梅
や
備

長
炭
な
ど
の
地
域
産
業
や
生
活
に
必
要
な
道
路
と
し
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

道
路
は

｢街
の
顔
｣
と
な
る
貴
重
な
空
間
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

こ
の
よ
う
な

｢街
の
顔
｣
と
な
る
公
共
空
間
を
大
事
に

し
て
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
街
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

写真 3 沿道の企業や店舗の従業員の方々も活動に加わり、
道路は花いっぱいに

　　 　　　　　 　　　　　



二

私
た
ち
の
街
、
田
辺

和
歌
山
県
田
辺
市
は
、
大
阪
の
中
心
地
か
ら
車
で
約
二

時
間
半
の
場
所
に
位
置
し
、和
歌
山
県
第
二
の
都
市
で
す
。

武
蔵
坊
弁
慶
や
植
物
･
民
俗
学
の
研
究
で
有
名
な
南
方
熊

楠
な
ど
の
生
誕
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す

(写
真

4
)。
周
辺
に
は
白
浜
温
泉
な
ど
も
あ
り
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
四
二
号
は
渋

滞
が
甚
だ
し
く
、
京
阪
神
か
ら
の
観
光
客
に
は
あ
ま
り
よ

い
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
田
辺
市
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
の

先
駆
け
と
な
っ
た
貴
重
な
生
態
系
が
存
在
す
る
天
神
崎
が

あ
る
街
で
す
。
こ
う
し
た
歴
史
か
ら
も
、
住
民
運
動
に
よ

る
大
き
な
流
れ
を
生
む
土
壌
を
持
っ
て
い
る
街
で
あ
る
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

写真4 観光客を田辺バイパスの法面に描
かれた ｢弁慶くん｣ がお出迎え

る興　
　
　　
　

滲
多辯
“

　
　　
　
　　　

　
　
　

　
　　　

　

　　
　
　　

写真 5 道路の未供用部分いっぱいに並んだチューリップ

三

国
道
を
花
い
っ
ぱ
い
に

今
か
ら
三
〇
年
前
の
一
九
八
三
年
、
｢自
分
た
ち
の
田

辺
市
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
｣
と
三

人
の
花
好
き

仲
間
が
集
ま
っ
て
、
市
内
の
公
園
や
道
沿
い
の
空
き
地
に

花
を
植
え
る
奉
仕
活
動
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り

｢花
つ
ぼ
み
会
｣
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
花
を
育
て
る
共
同

作
業
を
通
し
て
、
親
睦
を
深
め
互
い
に
育
み
合
う

｢街
の

花
人
｣
を
め
ざ
し
、
親
愛
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

｢花
つ
ぼ
み
｣
が
田
辺
市
民
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
平
成
元
年
当
時
、
二
車
線
で
供
用
さ
れ
て
い

た
国
道
四
二
号
田
辺
バ
イ
パ
ス
の
残
り
の
未
供
用
部
分
で

あ
る
道
路
予
定
地
を
、
春
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
秋
に
は

コ
ス
モ
ス
と
四
季
折
々
の
花
で
沿
道
い
っ
ぱ
い
に
美
し
く

彩
り
、
田
辺
バ
イ
パ
ス
を
花
の
道
に
し
た
こ
と
で
す

(写

真
5
)。

当
時
は
、
V
S
P
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
市
民
団
体
と

道
路
管
理
者
が
直
接
手
を
結
ぶ
こ
と
に
は
制
約
が
あ
り
、

市
が
道
路
を
占
用
す
る
こ
と
で
、
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
沿
線
の
住
民
の
方
や

京
阪
神
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
に
、
親
し
み
と
潤
い
を
与

え
る
花
で
美
し
い
道
路
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。四

｢街
の
一花
ズ
ハ｣
を
め
ざ
し
て

発
足
当
初
は
少
人
数
の
地
道
な
活
動
で
し
た
が
、
そ
の

後
、
企
業
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
地
元
新
聞
社
そ
し
て

地
域
住
民
の
後
押
し
が
あ
り
、
今
日
で
は
作
業
に
従
事
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
年
間
延
べ
三
、
O
O
〇
人
に
至
り
、

田
辺
市
域
に
根
付
い
た
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(N

P
O
)
｢花
つ
ぼ
み
｣
と
な
り
、
｢街
の
花
人
｣
と
し
て
魅

力
あ
る
地
域
の
創
造
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
の
活
性
化
に

寄
与
し
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

道行セ 2003.6 2 Z



五

交
流
の
輪
を
大
切
に
し
て

現
在
の

｢花
つ
ぼ
み
｣
の
活
動
内
容
は
、
定
期
的
に
機

関
紙
を
発
行
し
た
り
、
毎
年

｢花
ま
つ
り
｣
を
開
催
し
て

活
動
の
理
念
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
参
加
者

を
募
集
し
た
り
、
美
化
活
動
以
外
の
N
P
0
と
の
意
見
交

換
を
頻
繁
に
行
い
交
流
す
る
こ
と
で
、
市
民
活
動
の
意
義

や
活
動
の
気
運
を
高
め
て
い
ま
す
。

｢花
つ
ぼ
み
｣
発
足
二
〇
周
年
を
迎
え
て
、
｢花
と
街
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
を
自
ら
が
企
画
し
開
催
さ
れ
ま
し
た

(写
真
6
)。
県
下
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
活
動
団
体
が
数

多
く
参
加
し
、
そ
の
席
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

｢花
つ
ぼ

み
｣
理
事
長
の
古
守
一
晶
氏
は
、
｢花
を
通
し
て
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
た
い
。
｣
と
、
そ
し
て

｢ま
だ
ま
だ
活
動
は
こ
れ
か
ら
。
今
後
は
行
政
も
含
め
い

ろ
ん
な
団
体
と
交
流
を
深
め
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
行
い
た
い
。｣
と
語
っ
て
い
ま
す
。

六

最
後
に

小
学
校
の
通
学
路
に
あ
る

｢花
つ
ぼ
み
｣
の
原
点
と
も

い
え
る
田
辺
市
三
角
公
園

(写
真
7
)
で
、
い
っ
ぱ
い
の

花
を
バ
ッ
ク
に
入
学
の
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
｢街
の
花
人
｣
の
初
心
が
田
辺
市
民
に
定
着
し
て
い

る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

誰
も
ポ
イ
捨
て
を
し
な
け
れ
ば
、
ゴ
ミ
を
拾
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
が
責
任
と
モ
ラ
ル
を
守
れ
ば
、
こ
う

い
っ
た
活
動
は
必
要
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

ま
で
、
｢花
つ
ぼ
み
｣
の
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、
住

民
の
意
識
が
高
ま
り
、
住
民
が
求
め
る
街
が
田
辺
市
に
築

か
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

写真 6 ボランティア活動の輪が紀南地方で広が
りをみせている

~
劣
柁念ほ 璽 立2O周年記愈 も .~

2 0周年記念イベント~　 　 　 　　　　　　　　

写真7 ｢花つぼみ｣ 発足の原点の田辺市三角公園
花いっぱいの街を誇らしく登校



特
簾
/
道
路
管
理
に
隧
捗
る
住
民
参
加

地
鰄
⑭
竃
さ
ん
と
藁
に

企
業
理
念
と
連
携
し
た
道
路
管
理
を
目
指
し
て

歩
道
及
び
植
樹
帯
、
道
路
予
定
地
に
お
け
る
清
掃
、
除
草

ン
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
道
路
区
域
内
に
設

の
実
施
と
花
壇
に
お
け
る
花
の
管
理
を
実
施
し
て
い
ま

置
す
る
こ
と
と
し
、
道
路
管
理
者
の
設
置
物
と
し
て
取
り

す
。
そ
の
他
、
側
道
や
法
面
等
の
安
全
な
箇
所
で
の
清
掃
、

扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
企
業
名
が
サ
イ
ン
ボ
ー

除
草
の
実
施
や
地
域
特
性
に
よ
り
、
除
雪
を
行
っ
て
い
る

ド
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
実
施
団
体

団
体
も
あ
り
ま
す
。

と
し
て
扱
い
企
業
広
告
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
持
た
せ
て

な
お
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
支
援
の
一
環
で
あ
る
サ
イ

い
な
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

関
東
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
管
理
課

一
関
東
地
方
整
備
局
に
お
け
る
｢ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
取
組

み
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
管
内
で
は
、
｢ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
(以
下

｢プ
ロ
グ

ラ
ム
｣
と
す
る
)
と
し
て
五
二
団
体
が
九
六
ヵ
所
で
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す

(平
成
一
五
年
五
月
現
在
)
。
実
施

団
体
は
、
住
民
団
体
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
大

半
は
既
存
の
道
路
愛
護
団
体
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
移
行

で
す

(図
1
)。

活
動
頻
度
に
つ
い
て
は
、
実
施
団
体
の
状
況
に
よ
り
、

毎
日
か
ら
一
ヵ
月
に
一
回
程
度
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。活

動
内
容
、
区
域
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
団
体
が

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　

　
　

　　
　　　　　　　　　
　
　

　

　
　

　
　　　　　　　

醸
糯
-

関
体

　

　

　
　
　

　
図 1 関東地方整備局管内の実施

二

企
業

(イ
オ
ン
株
式
会
社
)
の
｢ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
へ
の

参
加

環
境
保
全
活
動
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、
積
極
的
に
社

会
貢
献
を
行
う
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
中
、
美
化
清
掃

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
店
舗
が
所
属
す
る
企
業

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
も
、
民
間
企
業
の
ブ
ロ
グ



ラ
ム
の
活
動
と
し
て
、
平
成
一
三
年
一
二
月
二
五
日
に
関

東
地
方
整
備
局
長
と
イ
オ
ン
株
式
会
社
取
締
役
社
長
に
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

イ
オ
ン
株
式
会
社
は

｢地
域
社
会
に
貢
献
す
る
｣
と
い

う
企
業
理
念
の
も
と
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
や
環
境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

民
間
企
業
と
し
て
全
社
的
に
行
う
活
動
と
し
て
は
、
イ

オ
ン
株
式
会
社
が
初
め
て
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

　　　　　　　　　 　　

　 　　　　　　鶴 (
, り に

イオン㈱ 実施店舖 熟鯆
　　　

　　　　 　

施区域内の 護国道事務所

端

　
　　　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

イオン㈱との協定の仕組み

表 1 実施店舗一覧

N o.
店 舗 名 担当事務所名

･11-
ジャスコ藤沢店 横浜国道事務所

リム ジャスコ秦野店 横浜国道事務所

リリ ジャスコ大和鶴間店 横浜国道事務所

4▲ マックスバリュ木更津太田店 千葉国道事務所

rh) イオン株式会社本社 千葉国道事務所

hD 和ぐるめ野田店 千葉国道事務所

7I
ジャスコ宇都宮店 宇都宮国道事務所

×̂〕
ジャスコ諏訪店

蹴巍QJ マックスバリュ松本村井店 鱗緘m マックスバリュ長野東店

纖鞠u ジャスコ水戸店 蹴麗獄12 ジャスコ石岡店 蹴醸廟13 ジャスコ下市店

蹴国廟14 ジャスコ笠間店

絲
国廟15 ジャスコ成田店

蹴饑16 イオン品川シーサイドションピングセンター 蹴彌“ ジャスコ北戸田店 噺纜箱

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
社
会
貢
献
活
動
が
更
に

活
発
化
し
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
益
々
意
義
の
あ
る
も
の

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

協
定
締
結
に
関
し
て
は
、
従
来
、
｢道
路
管
理
者
｣
、

｢実
施
団
体
｣、
｢協
力
者

(自
治
体
)｣
に
よ
る

｢三
者
協

力
型
｣
に
よ
り
、
各
団
体
と
個
別
に
協
定
を
締
結
す
る
方

式
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

｢実
施
団
体
｣
と

｢道
路
管
理
者
｣
間
の
み
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
す
る
店
舗
が
所
属
す
る
企
業
の
本
社
と
一
括
し
て
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
、
｢協
力
者

(自
治
体
)｣
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
ゴ
ミ
の
収
集
及
び
連
絡
窓
口
を
企
業
側
に
て
行

い
、
傘
下
の
店
舗
を
一
元
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
む

と
い
う
も
の
で
す

(図
2
)
。

今
回
、
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
道
路
清
掃
に
関
す
る
取
組

み
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
致
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
関
東
地
方
整
備
局
管
内
で
は
現
在
一
七
店
舗
が
参
加

し
、
毎
月
一
回

(
三

日
の

｢イ
オ
ン
･
デ
ー
｣
)
清
掃

美
化
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
(平
成
一
五
年
五
月
現
在
)

(表
1
)。

三

｢イ
オ
ン
･
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
｣
始
動
を

サ
ポ
ー
ト

平
成
一
四
年
一
月
=

日

(金
)
に
は
、
｢イ
オ
ン

･

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
｣
と
称
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
締

結
後
、
第
一
回
目
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
国



実
施
場
所

写真 2 清掃活動前の集合状況
一
般
国
道
一
四
号

千
葉
県
千
せ

区
幕
張
地
先

一
般
国
道
三
五
七
号

千
葉
県

区
ひ
び
野
地
先

国
土
交
通
省

二
〇
名

イ
オ
ン
株
式
会
社

約
八
〇
〇
名

写真 3 清掃活動状況

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川

千
葉
県
千
葉
市
美
浜

参
加
人
員

四

実
施
店
舗
の
声

関
東
地
方
整
備
局
管
内
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
実
施
し

て
い
る
店
舗
の
中
か
ら
、
五
店
舗
に
活
動
状
況
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

イ
オ
ン
株
式
会
社
本
社

(千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
)

(写
真
5
)

土
交
通
省
の
職
員
も
参
加
し
、
合
同
に
よ
る
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

実
施
日
時
…平
成
一
四
年
一
月
三

日

(金
)

写真4 サインボード

午
前
八
時
0
0
分
5
午
前
九
時
0
0
分

イ
オ
ン
株
式
会
社
本
社
で
は
、
一
般
国
道
一
四
号
の
上

写真5 清掃活動実施状況
(イオン㈱本社)

下
線
の
歩
道
約
九
〇
0
m
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。毎
回
八
〇
〇
人
規
模
の
大
人
数
で
行
っ
て
い
る
の
で
、

行
う
た
び
に
道
路
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感

出
来
ま
す
。

そ
の
中
で
、
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
自
転
車
と
い
う
類
の

目
立
つ
も
の
は
、ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
よ
う
な
小
さ
な
も
の
は
、
い
く
ら
清

掃
を
し
て
も
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
、
地
元
の
自
治
会
の

方
々
か
ら
賛
同
を
受
け
、
毎
回
一
〇
人
く
ら
い
の
方
が
、

実
際
に
一
緒
に
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
幕
張
新
都
心
の
各
企
業
様
の
中
か
ら
も
、
い

く
つ
か
の
企
業
様
の
賛
同
を
受
け
、
ご
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
活
動
が
社
会
的
に
も
支
持
さ

れ
て
い
る
と
強
く
実
感
し
て
い
ま
す

(イ
オ
ン
株
式
会
社

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

･
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部

木
下
氏
)。

　
　

　
　

　
　　　　　

清

、

国土資産翁髓廳地方艶粥局
〆千簾国道工事事彌所
　　　　　　 　　 　　 写真 1 イオン㈱岡田社長挨拶



イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(東
京
都
品
川
区
)
(写
真
6
･
7
)

イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
般
国
道
一
五
号
の
上
･
下
線
の
歩
道
約
八
五
0
m

の
清
掃
活
動
を

一
〇
0
~

-
五
〇
人
で
実
施
し
て
い
ま

す
。活

動
参
加
者

(社
員
)
か
ら
は
、
｢青
物
横
丁
駅
付
近

写真 7 店舗入口のステッカー
(イオン品川シーサ
ヨツピングセンター)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“た鰯は、国土交逓寶が震籠する

ボランチが･り癩キトヴロタラ国泌瀕し$

臘銘の麓職翼E活飜馨を行ってし療養

の
歩
道
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
、
道
路

が
汚
れ
て
い
る
の
で
、
歩
行
者
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
驚

く
ば
か
り
で
す
。｣
、
｢地
域
の
方
が

『イ
オ
ン
の
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
す
』
の
声
を
か
け
、
賞
賛
し
て
く
れ
る
の
で
、

励
み
に
な
る
。｣
、
｢地
域
の
方
が

『集
め
た
ゴ
ミ
を
イ
オ

ン
の
店
ま
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
か
、
ご
苦
労

様
で
す
』
と
労
っ
て
く
れ
る
尋

等
の
声
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
一
緒
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
く

と
の
声
も
い
た
だ
き
、
今
後
、
積
極
的
に
街
の
美
化
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

(イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
副
店
長

小
須
田
氏
)。

写真 8 清掃活動前の集合状況 (ジャスコ

写真 9 サインボード (ジャスコ成田店)

ジ
ャ
ス
コ
成
田
店

(千
葉
県
成
田
市
)

写̂
真
8
･
9
)

ジ
ャ
ス
コ
成
田
店
で
は
、
一
般
国
道
五
一
号
の
上
下
線

の
歩
道
約
ベ

ー
四
0
m
の
区
間
の
清
掃
活
動
を
五
〇
人

規
模
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
の

量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
が
、
タ
イ
ヤ
や

ホ
イ
ー
ル
ま
で
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
い
て
い

ま
す
。

地
域
の
方
々
に
声
を
か
け
て
、
街
ぐ
る
み
で
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

(ジ
ャ
ス
コ
成
田
店
副
店
長

飯
塚
氏
)。

ジ
ャ
ス
コ
秦
野
店

(神
奈
川
県
秦
野
市
)
(写
真
龍
･
=
)

ジ
ャ
ス
コ
秦
野
店
で
は
、開
店
前
の
時
間
を
利
用
し
て
、

店
舗
周
辺
の
一
般
国
道
二
四
六
号
の
下
り
線
の
歩
道
約
六

〇
0
m
の
ゴ
ミ
収
集
や
植
樹
帯
の
清
掃
活
動
を
従
業
員
七

0
~
八
〇
人
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

月
一
回
の
清
掃
活
動
で
す
が
、
毎
回

｢な
ぜ
、
こ
ん
な清掃活動前の集合状況 (ジャスコ　

　

　

　

　
　
　

　

　

写



の
歩
道
約
一
、
六
〇
0
m
を
開
店
一
時
間
前
に
従
業
員
四

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
例
と
し
て
、
初
め
て
一
括
し
て
協

"

○
~
五
○
人
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前
か

定
を
締
結
し
ま
し
た
イ
オ
ン
株
式
会
社
を
ご
紹
介
し
ま
し

ら
も
個
人
レ
ベ
ル
で
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
た
の

た
が
、
今
後
も
地
域
住
民
団
体
だ
け
で
な
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

00

で
す
が
、
二
〇
〇
一
年
八
月
二
一
日
に
ジ
ャ
ス
コ
株
式
会

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
地
域
社
会
に
幅
広
く
展
開
し
て
い
る

セ

社
か
ら
ィ
オ
ン
株
式
会
社
に
社
名
変
更
し
た
機
会
に
7

企
業
の
積
極
的
な
参
加
に
ょ
り
･

官
民
-
体
と
な
っ
た
道

断

オ
ン
宣
言
｣
を
行
い
、
毎
月
一
一
日
を

｢イ
オ
ン
･
デ
ー
｣

路
管
理
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
定
め

｢ク
リ
ー
ン
&
グ
リ
ー
ン
活
動
｣
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
｣
と
驚
く
ば
か
り
で

す
。
特
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
多
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。

車
の
中
に
灰
皿
が
あ
る
の
に
と
思
う
の
で
す
が
!
。ま
た
、

灰
皿
の
中
身
を
捨
て
た
と
思
う
ゴ
ミ
も
あ
る
の
で
、
マ
ナ

ー
の
悪
さ
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。

ひ
と
り
一
人
が
自
分
の
道
と
し
て
の
認
識
を
持
ち
、
街

並
み
の
環
境
美
化
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す

(ジ
ャ
ス
コ
秦
野
店
副
店
長

池
田

氏
)。

写真1 1 清掃活動を終えて (ジャスコ秦野店)

清
掃
活
動
を
し
て
い
て
最
近
気
づ
き
ま
し
た
が
、
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
が
増
え
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
歩
道
が
マ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
車
道
の
路
肩
に
ゴ
ミ
が
た

ま
り
や
す
く
、
そ
の
ゴ
ミ
を
取
る
た
め
に
つ
い
つ
い
車
道

に
出
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
注
意
し
な
が
ら
街
の
美
化
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す

(ジ
ャ
ス
コ
宇
都
宮
店
店
長

木
戸
氏
)。

五

お
わ
り
に

ジ
ャ
ス
コ
宇
都
宮
店

(栃
木
県
宇
都
宮
市
)

ジ
ャ
ス
コ
宇
都
宮
店
で
は
一
般
国
道
四
号
の
上
･
下
線

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
直
轄
管
理
区
間

の
道
路
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
中
で
は
街
作
り
の
重
要
な

要
素
と
な
り
、
地
域
住
民
の
参
画
を
得
た
道
路
管
理
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
道
地
域
住
民
の
皆
様
に
慈
し
ん

で
い
た
だ
け
る
道
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
住
民
等

の
団
体
が
行
う
道
路
の
清
掃
や
植
樹
管
理
に
つ
い
て
支
援

を
行
う
施
策
と
し
て

｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト
･
プ

ロ
グ
ラ
ム
｣
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
地
域
住
民
団
体
以
外
の
民
間
企
業
が
全
社
的
に



特
集
/
道
路
轡
理
肥
満
捗
る
住
民
参
加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
@
サ
ポ
ー
ト
ブ
□
グ
ラ
ム

新
た
檄
贓
組
み
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部

　

　
　
　

東
北
地
方
整
備
局
管
内
の
事
務
所
で
は
、
道
路
が
常
時

良
好
な
状
態
が
保
た
れ
る
よ
う
、
約
六
五
蛔
に
一
箇
所
の

出
張
所
を
設
け
、
日
々

｢道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣
を
実
施
し

道
路
の
異
常
発
見
に
努
め
て
い
る
。

近
年
、
道
路
管
理
レ
ベ
ル
に
対
す
る
地
域
の
方
々
の
ニ

ー
ズ
が
高
度
化

(多
様
化
、
二
四
時
間
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
等
)
し
、
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
主
体
と
し
た
道
路
情

報
収
集
に
は
限
界
が
あ
り
、
民
間
の
方
々
と
の
協
働
に
よ

る

｢公
と
私
の
パ
J
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｣
体
制
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
る
。

一
般
か
ら
の
情
報
収
集
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
二
年
二
月
か
ら

｢道
の
相
談
室
｣
を
設
け

(前
身
の
道

路
-
-
0
番
は
平
成
六
年

一
月
か
ら
)
、
情
報
提
供
の
窓

口
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
利
用
者
か
ら
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

特
に
道
路
情
報
収
集
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
く
仕

組
み
と
し
て
、
平
成
一
四
年
度
に

｢
ロ
ー
ド
･
セ
ー
フ
テ

ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(固
定
型
の
情
報
拠
点
)｣
と

｢
ロ
ー

ド
･
レ
ポ
ー
タ
ー

(移
動
型
の
情
報
収
集
)｣
を
創
設
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
｢道
の
相
談
室
｣
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

｢
ロ
ー
ド

.
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
｢
ロ
ー
ド

,
レ

ポ
ー
タ
ー
｣
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か

な
道
路
管
理
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

□
ー
ド

･
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(R
S
S
)

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
二
四
時
間
営
業
で
、
か

つ
、
国
道
の
要
所
要
所
に
あ
る

(東
北
地
整
管
内
で
は
、

七
〇
〇
店
舗
余
り

(三
･
三
如
に
一
店
舗
))
こ
と
か
ら
、

道
路
管
理
者
に
と
っ
て
は
道
路
固
定
の
情
報
拠
点
と
し
て

期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て
は
、
よ

り
情
報
を
通
報
し
や
す
い
環
境
と
す
べ
く
試
み
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
東
北
地
方
整
備
局
で
は

｢
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
｣
を
道
路
の
異
常
に
関
す
る
情
報

や
道
路
管
理
者
か
ら
の
現
地
状
況
の
問
合
せ
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

『
ロ
ー
ド

･
セ
ー
フ
テ
ィ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
位
置
付
け
、
そ
の
制
度
を
平
成
一
四

年
九
月
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
全
店
舗

(直

轄
国
道
沿
い
)
の
半
数
以
上
と
協
定
を
締
結
し
活
動
を
開

始
し
て
い
る
。
今
後
と
も
継
続
し
て
拡
大
推
進
を
図
る
も

28 道行セ 2003.6



の
で
あ
る

(図
1
)。

【活
動
内
容
】

①
道
路
の
異
常
情
報
等
を
報
告

②
道
路
管
理
者
か
ら
の
簡
単
な
問
合
せ
へ
の
対
応

③
道
路
管
理
者
は
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
側
か
ら
の
問
合
せ
に

対
応

【平
成
一
五
年
五
月
八
日
現
在
の
協
定
締
結
店
舗
数
】

①
サ
ー
ク
ル
K

三
九
店
舗

②
サ
ン
ク
ス

三
人
店
舗

③
ヤ
マ
ザ
キ
デ
ィ
リ
ー
ス
ト
ア
系

二
六
店
舗

(デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
)

④
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

(イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
)

九
店
舗

⑤
オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
ト

三
店
舗

店舗入口に掲示するステッカーイメージ

⑥
ス
パ
ー
、
ホ
ッ
ト
ス
パ
ー

⑦
ロ
ー
ソ
ン

⑧
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン

⑨
マ
ジ
カ
ル
マ
マ

⑩
セ
ー
ブ
オ
ン

⑪
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

二
店
舗

一
三
四
店
舗

一
五
〇
店
舗

四
店
舗

ニ
ニ
店
舗

七
〇
店
舗

　　　　　 　　 　　　 　 　 　　　　
『0｣F･し煮÷ク-はランテ"“者-》ブログうぶ｣◎宅腔の巽艶について,く′!%(はアr式瓶儲｣という℃)と蟹土交禮緘寮土般乃隷鶏＼〉工帯事彫焉仇#下□【尋摯団露Jという‘)と符.汲のとおり縊楚を琺琵すも

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　 　　　　　　　
実運搬5艘孵す好餌;夢のは溶睨 鶴錢しt疋ぬ&

　　ぞ　　雛威　　　　

に遠舶下さい。

圏薄癩覊露群濶縊審議歯証曰封三 能 二′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
い讓漸。艦憲寵種馳鬘澗礎薹漉漸。

釀
"岬ひろげようみんなが道のポうン“ 錮
　　図

全

四
九
七
店
舗

“

三

□
-
ド

･
レ
ポ
ー
タ
ー

｢
ロ
ー
ド
.
レ
ポ
ー
タ
ー
｣
と
は
、
道
路
に
関
す
る
的

確
か
つ
迅
速
な
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
道
路
を
日

頃
利
用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
の
目
で
見
て
い
た
だ
く
こ
と

道行セ 2003.6

を
目
的
に
、
国
民
の
皆
様
の
中
か
ら
特
に
協

力
者
を
募
っ
て
道
路
の
情
報

(移
動
型
)
を

収
集
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
平
成
一
四

年
六
月
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る

(図
2
)。

【平
成
一
五
年
五
月
末
現
在
の
実
施
数
】

①
鐙
東
北
建
設
協
会

(二
四
四
名
)

②
個
人

四
名

③
タ
ク
シ
ー
会
社

一
四
社
(二
一
九
名
)

◎

『道
の
相
談
室
』
と
は

｢道
の
相
談
室
｣
は
、
広
く

一
般
国
民
の

皆
様
か
ら
道
路
に
関
す
る
異
常
の
通
報
な
ど

(相
談

･
意
見

･
苦
情

･
質
問
等
)
を
受
け

付
け
る
仕
組
み
で
あ
り
、
き
め
細
や
か
な
管

理
等

(計
画
･
調
査
な
ど
)
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
一
二
年
二
月
に
開
設
し

て
い
る

(図
3
)。



　 　

ん
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蠣北『麗の報釀鬘｣濃轢簾孃鐺
　　　　　　　　　　　　

趨酋布梼襲区三鰡副9霊避難
TEL飼a国会2国2171

図 3

表 1 事務所への依頼 ･指示

平成14年7月31日 所長会議 (ロード ･セーフティステーションの施策)

平成14年8月26日
道管課長会議 (ロード ･セーフティステーションの
実施)
※ ｢協定締結の取り組みを指示｣

表 2 協定の締結

協定の締結をした工事事務所

平成14年 9月 青森工事 (サンクスと締結)

平成14年10月 青森工事 (ミニストップ、 オレンジハートと締結)

平成14年10月 青森工事 (デイリーヤマザキ、イレブンジャックと締結)

平成14年10月 能代工事 (デイリーヤマザキと締結)

平成14年11月 湯沢工事 (スバ一と締結)

平成14年11月 秋田工事 (デイリーヤマザキと締結)

平成14年11月 湯沢工事 (デイリーヤマザキと締結)

平成14年12月 青森工事 (サークルK と締結)

平成14年12月 岩手工事 (サークルK と締結)

平成14年12月 三陸工事 (サークルK と締結)

平成14年12月 秋田工事 (サークルK と締結)

平成14年12月 湯沢工事 (サークルK と締結)

平成14年12月 能代工事 (サークルK と締結) ノ

平成14年12月 秋田工事 (サンクスと締結)

平成14年12月 湯沢工事 (サンクスと締結)

平成14年12月 能代工事 (サンクスと締結)

平成14年12月 酒田工事 (サンクスと締結)

平成15年 2月 本局 (ローソンと締結 : 12事務所分)

平成15年 2月 山形工事 (ホットスバ一と締結)

平成15年 2月 本局 (セブンイレブンと締結 : 7事務所分)

平成15年 3月 本局 (セーブオンと締結 : 3 事務所分) 主管 :山形工事

平成15年 5月 本局 (ファミリーマートと締結 : 7 事務所分)

現 在
本局 ･事務所 (リトルスター、 キャメルマート、スバ‐他と協
議中)

※6事務所一括して

締結

※3事務所連携して

締結

四

取
組
み
経
過

(表
1
.
2
)
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$
活
用
事
例
紹
介
5

【平
成
一
五
年
三
月
七
~
八
日
大
雪
時
に
、
R
S
S
で
国

道
一
〇
四
号
の
交
通
情
報
収
集
】

三
陸
沖
で
急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響
で
三
月
七

日
夜
か
ら
八
日
夜
ま
で
降
り
続
い
た
大
雪
に
よ
り
、
青
森

県
内
地
方
を
中
心
に
幹
線
道
路
は
渋
滞
と
な
っ
た
。ま
た
、

八
日
九
時

一
五
分
~
九
日
九
時
五
〇
分
八
戸
自
動
車
道

(安
代
J
C
T
~
八
戸
北
I
C
)
が
吹
雪
の
た
め
上
下
線

と
も
通
行
止
め
と
な
り
、
大
型
車
が
一
般
国
道
一
〇
四
号

に
集
中
し
た
。

さ
ら
に
、
チ
ェ
ー
ン
未
着
の
ト
レ
ー
ラ
ー
等
が
数
箇
所

で
走
行
不
能
と
な
り
通
行
の
障
害
と
な
り
、
大
渋
滞
と
な

っ
た
。

青
森
工
事
事
務
所
で
は
、
九
日
0
時
か
ら
、
国
道
一
0

四
号
を
規
制
す
る
こ
と
で
一
般
車
両
の
進
入
制
限
及
び
渋

滞
車
両
の
排
除
を
行
っ
た
上
で
、
集
中
的
に
ト
レ
ー
ラ
ー

牽
引
、
除
雪
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
間
、
一
〇
四
号
内
の

各
区
間
の
交
通
状
況
に
つ
い
て
、
一
〇
四
号
各
所
に
点
在

す
る
ロ
ー
ド

･
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
コ
ン
ビ
ニ
)

の
三
店
舗
を
活
用
し
、交
通
状
況
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

へ
R
s
s
の
協
力
に
よ
り
得
ら
れ
た
情

報
〉
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　　図

り
線

(八
戸
方
面
)

渋
滞
。
下
り
線

(三

戸
方
面
)
動
い
て
い

る
o

(
一
二
k
付
近
R
S

S
)
上
下
線
と
も
通

行
車
両
な
し
。
付
近

で
の
渋
滞
は
解
消
さ

e
二
時
三
三
分

　
　
　
　
　

孃
榊
朧

れ
た
。

(
一
0
k
付
近
R
s
s
)
上
り
線
の

み
渋
滞
中
。
八
戸
方
向
に
交
通
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
情
報
収
集
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
道
路
交
通

状
況
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
交
通
渋
滞
等

に
よ
り
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
及
び
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
活
用
出
来
る
生
情
報
と
し
て
、
貴
重
な
情
報
で
あ
っ

た
と
言
え
る
o

今
後
、今
回
と
同
様
に
現
地
確
認
が
困
難
な
ケ
ー
ス
や
、

迅
速
な
情
報
が
必
要
な
際
に
、
有
効
な
情
報
収
集
手
段
と

し
て
更
な
る
活
用
が
期
待
出
来
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

東奥日報夕刊(平成15年 3月1 1日) る

榊
讓
鰡
騨
榊
騨
膿
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-
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改
善
と

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
…

道
路
局
企
画
課
道
路
事
業
分
析
評
価
室

一
道
路
行
政
に
お
け
る
評
価
の
体
系
と
導
入

の
経
緯

行
政
に
お
け
る
評
価
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
平
成
一
四

年
四
月
に

｢行
政
評
価
法

(行
政
機
関
の
行
う
政
策
の
評

価
に
関
す
る
法
律
)｣
が
施
行
さ
れ
、
平
成
一
四
年
度
よ

り
、
新
規
施
策
や
個
々
の
公
共
事
業
、
研
究
開
発
等
に
対

す
る
様
々
な
評
価
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
平
成
五
年

よ
り
、
有
識
者
に
よ
る

｢道
路
投
資
の
評
価
に
関
す
る
指

針
検
討
委
員
会
｣
を
設
置
し
、
個
別
の
事
業
に
対
す
る
評

価
の
手
法
に
関
す
る
検
討
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
を
受
け

て
平
成
人
年
度
に
は

｢費
用
便
益
分
析
｣
を
用
い
た
新
規

事
業
採
択
時
評
価
を
試
行
的
に
開
始
し
、
平
成
一
○
年
度

か
ら
は
、
新
規
事
業
採
択
時
評
価
の
本
格
実
施
を
始
め
る

と
と
も
に
、
再
評
価
制
度
も
導
入
し
て
い
る
。
平
成
二

年
度
に
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
事
後
評
価
を
試
行
的
に

導
入
し
、
平
成
一
三
年
度
に
は
直
轄
区
間
に
お
い
て
事
後

評
価
を
本
格
的
に
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
規
採
択

時
評
価
か
ら
事
後
評
価
ま
で
の
一
貫
し
た
事
業
評
価
シ
ス

テ
ム
が
完
成
し
、
例
え
ば
平
成
一
三
年
度
に
は
、
新
規
事

業
採
択
時
評
価
、
再
評
価
、
事
後
評
価
あ
わ
せ
て
約
三
五

〇
件
の
事
業
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

一
方
、
個
別
の
事
業
で
は
な
く
、
道
路
行
政
全
般
に
関

し
て
も
、
平
成
五
年
に
策
定
さ
れ
た

｢第
u
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
｣
よ
り
、
指
標
を
用
い
た
業
績
目
標
を
提
示

す
る
な
ど
、
｢評
価
｣
の
概
念
を
導
入
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
成
一
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣

で
も
指
標
を
用
い
た
業
績
目
標
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
平

成
三
一年
以
降
は
業
績
の
達
成
度
を
測
定
し
、
｢交
通
安

全
対
策
｣
や

｢渋
滞
対
策
｣
と
い
っ
た
、
｢施
策
｣
毎
の

成
果
に
対
す
る
評
価

(｢施
策
評
価
｣
)
を
行
っ
て
い
る

(図
1
)。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
行
政
は
、
他
の
公
共
事
業
に
先
駆

け
て
、
｢評
価
｣
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
平
成

一
五
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
、
個
別
の
事
業
評
価
と
施

策
評
価
を
車
の
両
輪
と
す
る
い
わ
ば
フ
ル
セ
ッ
ト
の
評
価

シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
、
予
算
編
成
や
毎
年
の
事
業
執
行

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

(図
2
)。

二

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改
善

新
規
事
業
採
択
時
評
価
等
の
、
個
別
事
業
の
評
価
シ
ス

テ
ム
は
、
社
会
的
に
有
意
義
な
事
業
の
実
施
を
促
し
、
一

方
で
無
駄
な
事
業
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
と
的
確
な
対
応
、
効
率
的
な
施
策
展
開
と
事
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H 5 、米国番藏府活麗戒漿継 嗣 l波濾残韓鰤諏籠年計圈で ｢道路投資の評価に関する
で (G P R A )制定 指樽を用いた漿皺目標を提示 研究会｣を設置

H 6

^

、

H フ
、

H B
新規採択時鱈価の

試行開始

H 9
総理大臣｢再評価ツステ妃導入を指示

公共事禦関係6省庁 道路溝憲衾建踵 r騨錮システム｣ 導入を提言
｢再評価源弘｣導入を決定

H 10
、胛舗噂雲纏難く事競評価システム係)を般紐

中央箱崎機改革基本法で 節綾次撹議離繃五箇年計囲で 新規採択時評価･再評価を
、 駿策翻倒を位置付甘 権攪を問い廃棄繃目柵を鎚示 本格裏地

H 11 事後評価の
試行開始

H 12 五萬年計圏の中間年斑において
指繃の禦錮潮定を奏覧

H 13
^茨『行政襖灘が行う政策の騨瀰に開する法律｣(政策評価法)公布 五輔鮮爵圃の指棚の 直轄事業について

教將の效餓辞鐵｢棚準的ガイド労ン｣策定 ^ 禦嶺瑚建を整地 事後評価を本格葵地

鰍策鮮錮法｣施行 社会饑事曲鰤蕎離会
｢アウトカム指棚に基づく行政運営｣ への転繰を答申

年廣

H 14 ^
、

図 1 道路行政における 信平価｣ をめぐる経緯

-
-
轆釀群
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谷
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一
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着工準備 / 事業の実施 /> 供用 ~ >
　

　
　　

　
　　

新規事 採択時 事業途中段階 事業兀了後

　　　　　 　 　　　 　
　
　　

鞆規採択時、費用便益比を含む 事鞭採択後、 事稟完了後、事簾の効果等の評価を裏地
客観的評価指裸を用いた評価を ① 5年間経過して未着工 (平成11年度より試行、
裏地 ② 10年間経過して錘總中 平成13年11月より直轄事葉で実施)
(平成9年度予算より試行、 等の事祭を対象にした評価を実施
平成= 年度予算より実施) (平成= 年度予算より奏聽)

　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

施策の企画･立案 施策の藥施

　
l匪薹童霊園証

★
L｢禦績測定｣l

新規施策について必要性、有効性等をチェック 目指す目標を具体的な指標で明示し、
その達成度を測定

lrブ日ゲ総評価=
ノ

実施中の施搬について、掘り下げた分析･評価を築地

図 2 道路行政における評価の体系

　　　 　　　　　　 　　



業
執
行
を
可
能
と
し
、
こ
れ
ま
で
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
社
会
情
勢
や
国
民
意
識
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
昨
今
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
継
続

的
な
改
善
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
国
土
交
通

省
で
は
、
よ
り
一
層
効
率
的
か
つ
透
明
性
の
高
い
道
路
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
一
月
二
三
日
に

｢道

路
事
業
評
価
手
法
検
討
委
員
会
｣
(委
員
長
…
森
地
茂

東
京
大
学
教
授
)
(以
後

｢事
業
評
価
委
員
会
｣
と
い
う
。)

を
設
置
し
、
道
路
事
業
の
評
価
手
法
に
関
す
る
審
議
を
重

ね
て
き
て
い
る
。

事
業
評
価
委
員
会
の
位
置
づ
け
と
検
討
事
項

国
土
交
通
省
で
は
、
省
全
体
と
し
て
の
統
一
的
な
事
業

評
価
手
法
を
検
討
す
る
た
め
、
｢公
共
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
研
究
会
｣
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本
委
員
会
は
そ
の

下
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
道
路
事
業
の
評
価
手
法
に
関
す
る

審
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

(図
3
)。

委
員
会
で
は
、
事
業
評
価
に
関
す
る
現
行
の
費
用
便
益

分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル

(案
)
及
び
客
観
的
評
価
指
標

(案
)

の
改
定
、
事
後
評
価
手
法
の
策
定
、
公
共
事
業
評
価
シ
ス

テ
ム
研
究
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
総
合
評
価
手
法

に
関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
実
施
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

評
価
手
法
で
は
正
当
な
評
価
が
困
難
で
あ
っ
た
事
業

(連

続
立
体
交
差
事
業
等
)
に
つ
い
て
の
事
業
評
価
手
法
の
検

討
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
経
緯
を

(省全体)

図 3 道路事業評価手法検討委員会の位置づけ

｢国土交通省所管公共事業の新規事業採択時
評価実施要領｣(平成13年7月6日国土交通事

務次官通達)第5の1の規定に基づいて設置。
･道路事業に関する評価システムの向上に資

(道路事業)

｢国土交通省所管公共事業の新規事業採択時
評価実施要領｣(平成13年7月6日国土交通事

務次官通達)第5の3の規定に基づいて設置。
･国土交通省全体の公共事業評価システムの
向上に資するもの

図
4
に
示
す
。

三

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入

1

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
基
づ
く
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

行
政
評
価
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、政
府
全
体
と
し
て
、

国
民
的
視
点
に
立
っ
た
、
成
果
を
重
視
し
た
行
政
へ
の
転

換
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2
0

l 第1回 I改定案 改定方針
(Hlm .23)

I 第2回 l修正案 改定

(Hl5.3.3)

l 第3回 - 承認 鵡
(H倦み,25)

l 第4回 l意見照 憲讓
(H15.5粉 結果

,

l 第5回 ー
とりまとも とりまと

(H155.29)

図4 事業評価委員会の審議経緯

て,僻
め

い

評
い

つ

後
つ

に

事
に

0
2

(平
成
一
四
年
六
月
三
五
日
閣
議
決
定
)｣
に
お
い

て
も
、
｢計
画
策
定
の
重
点
を
、
そ
の
分
野
の
特
性
を
踏

ま
え
つ
つ
、
従
来
の

｢事
業
量
｣
か
ら
計
画
に
よ
っ
て
達

成
す
る
こ
と
を
目
指
す
成
果
に
す
べ
き
｣と
さ
れ
る
な
ど
、

特
に
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
果
を
重
視
し
た
行
政
運

営
へ
の
転
換
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
様
の
ニ
ー
ズ
に
い
ち
早
く
直
面
し
た
欧
米
諸
国
に
お

い
て
は
既
に
、
民
間
の
経
営
手
法
等
を
取
り
入
れ
た
、
い
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図 5 米英の道路行政におけるマネジメントシステム

わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー

･
パ
ブ
リ
ッ
ク

･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
わ

れ
る
一
連
の
行
政
改
革
を
実
施
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
米

国
や
英
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
成
果
を
表

す
指
標
で
あ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
等
を
用
い
て
政
策
目
標

を
設
定
し
、
毎
年
度
、
業
績
を
分
析
、

評
価
し
、
以
後
の
施
策
、
事
業
に
反
映

す
る
制
度
を
、
道
路
行
政
も
含
む
、
政
府

全
体
と
し
て
導
入
し
て
い
る
(図
5
)。

現
在
、
道
路
行
政
に
お
い
て
も
、
同

様
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
し
く
み
の

導
入
を
検
討
し
て
お
り
、
以
下
、
検
討

中
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
述
べ
る
。

2

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
目
標

の
設
定

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
は
、
渋
滞
に
よ

る
時
間
の
ロ
ス
を
合
計
し
た

｢渋
滞
損

失
時
間
｣
や
、
一
台
の
自
動
車
が
一
億
如

走
る
間
に
事
故
に
遭
う
確
率
を
表
す

｢死
傷
事
故
率
｣
な
ど
の
ア
ウ
ト
カ
ム
(成

果
)
を
表
す
指
標
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
道
路
行
政
に
お
け
る
各
施
策
に

つ
い
て
、
道
路
利
用
者
の
立
場
か
ら
見

た
成
果
が
定
量
的
に
明
ら
か
に
な
る
。

例
え
ば
、
名
古
屋
都
市
圏
の
渋
滞
状

況
を

｢渋
滞
損
失
時
間
｣
を
用
い
て
三

次
元
グ
ラ
フ
で
表
し
た

｢渋
滞
3
D
マ

ッ
プ
｣
を
図
6
に
示
す
。
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図 6 名古屋都市圏の渋滞3 Dマップ



ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に

た
の
か
｣
と
か
、
｢
一
台
の
車
が
一
億
蝿
走
る
間
に
事
故

は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
て
、
道

に
遭
う
確
率
が
ど
れ
く
ら
い
減
っ
た
の
か
｣
と
い
っ
た
よ

路
整
備
に
よ
る
成
果
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。目
標
値
は
、

う
に
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
生
活
実
感
に
あ
っ
た

全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
地
方
や
近
畿
地
方
と
い
っ
た
地

国
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

方
ご
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
都
道
府
県
ご
と
や
国
道
事
務

ま
た
、
こ
れ
ら
達
成
度
は
、
予
想
通
り
で
あ
っ
た
か
ど

所
ご
と
に
も
設
定
す
る
。
次
に
、
各
地
の
国
道
事
務
所
や

う
か
、
予
想
と
舵
離
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
原
因
は
何
か

地
方
整
備
局
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
目
標
に
見
合
っ
た
形

と
い
っ
た
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
は
翌
年
度
の
予
算
の

で
、
行
う
べ
き
施
策
、
事
業
を
選
定
す
る
。
例
え
ば
、
渋

配
分
や
施
策
、
事
業
の
展
開
方
針
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

滞
を
表
す
指
標
の
業
績
が
あ
る
都
市
圏
で
悪
く
、
大
幅
な

な
る
。
こ
こ
ま
で
の
流
れ
の
概
略
を
図
7
に
示
す
。

改
善
が
必
要
な
場
合
は
、
立
体
交
差
化
や
バ
イ
パ
ス
の
整

達
成
度
に
つ
い
て
は
毎
年
度
測
定
し
、
｢達
成
度
報
告

備
な
ど
に
重
点
を
絞
っ
た
計
画
を
作
り
、
必
要
な
予
算
要

書

(仮
称
)｣
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

求
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
そ
の
達
成

等
を
通
じ
、
一
般
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

路
整
備
に
よ
る
成
果
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。目
標
値
は
、

全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
地
方
や
近
畿
地
方
と
い
っ
た
地

方
ご
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
都
道
府
県
ご
と
や
国
道
事
務

所
ご
と
に
も
設
定
す
る
。
次
に
、
各
地
の
国
道
事
務
所
や

地
方
整
備
局
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
目
標
に
見
合
っ
た
形

で
、
行
う
べ
き
施
策
、
事
業
を
選
定
す
る
。
例
え
ば
、
渋

滞
を
表
す
指
標
の
業
績
が
あ
る
都
市
圏
で
悪
く
、
大
幅
な

改
善
が
必
要
な
場
合
は
、
立
体
交
差
化
や
バ
イ
パ
ス
の
整

備
な
ど
に
重
点
を
絞
っ
た
計
画
を
作
り
、
必
要
な
予
算
要

求
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
そ
の
達
成

に
向
け
た
施
策
、
事
業
と
と
も
に
、
｢業
績
計
画
書

(仮

称
)｣
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
、
一
般
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

3

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
達
成
度
の
評
価

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

と
、
必
要
な
費
用
を
勘
案
し
、
｢現
状
の
数
値
が
著
し
く

低
い
｣
｢施
策
が
効
率
的
で
目
標
達
成
の
可
能
性
が
高
い
｣

等
の
条
件
を
満
た
す
事
業
に
予
算
が
優
先
的
に
配
分
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
事
業
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
て
計
測
し
、
道
路
事
業
の
達
成

度
を
測
定
す
る
。
そ
れ
ら
の
達
成
度
は
、
例
え
ば

｢
一
年

に
渋
滞
に
よ
っ
て
損
し
て
い
る
時
間
が
ど
れ
く
ら
い
減
っ

4

道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
実
践
に
移
す
に

あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
に

｢道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
会
｣
(委
員
長

…古
川
俊
一

筑
波
大
学
教
授
)

を
設
置
し
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
基
づ
く
道
路
行
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
道
路
行
政
に
お
け
る
評
価
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
評
価
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
情
報
や
、
委
員
会
、
研
究
会
の
資
料
及

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　
　
　　
　
　
　

　

　

　
　

　
　

ア
ウ
ト
カ
ム
日
観
察

ネジメントシステムの流れ (平成15年度の場合)

I
-

〉 與鮠 〆 事後評価ノ目檄饒設定

15達成度報告書く仮称)

｢
平
成
‐五錘
予
算
慶
裂
求
一

姥

び
議
事
録
、
評
価
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
道

路
I
R
サ
イ
ト

(け
口
℃
"
"
"
"
賢
三
桝
o
｣せ
き
pe
さ

に
掲

載
し
、
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い
る
の
で
、
参
考
と
さ
れ

た
い
。



榊
遭
喚
嘩
特
腫
に
詢
捗
る
重
量
鞠

醐
迷
麺
薹
竃
事
業
の
実
脆
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

構
造
改
革
特
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
四
年
度
に
実
施

と
が
重
要
で
す
が
、
全
国
的
な
規
制
改
革
の
実
施
は
、

2

特
区
推
進
の
た
め
の
取
組
み
方
針

さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
提
案
募
集
を
経
て
、
現

>
々
な

情
に
よ
り
准

ミ
遅
い
ト
'
ミ

リ
ま

。

寸
X

佳

こ
ノ

こ
っ

ま
、
、

こ

在
、
約
ニ
ー0
件
の
事
業
が
特
区
に
お
い
て
講
じ
る
こ
と

が
可
能
な
規
制
の
特
例
措
置
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
一
一
七
件
の
特
区
計
画
が
、

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
制
の
特
例
措
置
の
中
か
ら
、

｢重
量
物
輸
送
効
率
化
事
業
｣
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

構
造
改
革
特
区
と
ば

1

構
造
改
革
特
区
の
目
的

現
下
の
我
が
国
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
、

規
制
改
革
を
通
じ
た
構
造
改
革
を
行
い
、
民
間
活
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
等
に
よ
り
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

様
々
な
事
情
に
よ
り
進
展
が
遅
い
分
野
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
規
制
の
特
例
を
導

入
す
る
特
定
の
区
域
を
設
け
、
地
域
が
自
発
性
を
も
っ
て

構
造
改
革
を
進
め
る
目
的
で
、
構
造
改
革
特
区

(以
下
本

稿
で
は

｢特
区
｣
と
略
し
ま
す
。)
が
導
入
さ
れ
た
も
の

で
す
。

特
区
の
導
入
に
よ
り
、
次
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

特
定
地
域
に
お
け
る
構
造
改
革
の
成
功
事
例
が
全

国
的
な
規
制
改
革
へ
と
波
及
し
、
我
が
国
全
体
の
経

済
の
活
性
化
を
実
現

②

地
域
特
性
が
顕
在
化
し
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
産

業
の
集
積
や
新
規
産
業
の
創
出
等
が
行
わ
れ
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
実
現

特
区
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
主
に
、
次
の
方
針
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
針

に
基
づ
き
、
特
区
の
実
施
に
関
す
る
手
続
等
を
定
め
た

｢構
造
改
革
特
別
区
域
法
｣
(平
成
一
四
年
法
律
第
一
八
九

号
)、
特
区
に
よ
る
構
造
改
革
の
推
進
の
基
本
方
針
を
定

め
た

｢構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
｣
(平
成
一
五
年

一
月
閣
議
決
定
)
が
制
定
等
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

地
方
公
共
団
体
や
民
間
の

｢知
恵
と
工
夫
の
競
争

に
よ
る
活
性
化
｣

｢規
制
は
全
国
一
律
｣
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
規
制
を
認
め
る
よ
う
発
想
を
転

換
す
る
こ
と
で
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
等

が
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
制
度
を
立
案
し
、
地
方

が
お
互
い
に
競
争
し
て
い
く
中
で
経
済
社
会
の
活
力



を
弓
き
出
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②

｢自
助
と
自
立
の
精
神
｣
の
尊
重

特
区
に
お
け
る
事
業
と
、
規
制
の
特
例
措
置
の
実

施
に
よ
り
生
じ
る
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

は
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
に
対
応
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
区
に
お
い
て
は
、
従
来
型
の
財
政
措
置

は
講
じ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③

可
能
な
限
り
幅
広
い
規
制
を
対
象

特
例
措
置
を
設
け
る
対
象
は
、
可
能
な
限
り
幅
広

い
規
制
を
対
象
と
し
、
ま
た
、
特
例
措
置
を
設
け
る

こ
と
が
可
能
な
規
制
は
、
リ
ス
ト
と
し
て
明
示
し
、

地
方
公
共
団
体
が
特
区
の
立
案
を
行
う
際
に
、
そ
の

中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

④

評
価
の
実
施

特
区
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
規
制
の
特
例
措
置
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
期
間
後
に
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

二

重
量
物
輸
送
効
率
化
事
業
の
概
要

1

車
両
の
総
重
量
制
限

道
路
は
、
道
路
構
造
令
に
お
い
て
、
一
定
の
車
両
を
想

定
し
、
当
該
車
両
が
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
で
き
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、車
両
制
限
令
に
お
い
て
は
、

道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
幅
、
重
量
、
高
さ
等
の
最
高
限

度
を
定
め
、
こ
の
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
を
制

限
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
車
両
の
総
重
量
に
つ
い
て
は
、
橋
、
高
架

の
道
路
等
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び

道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
道
路
に
あ
っ
て
は
二
五
ト
ン
以

下
で
車
両
の
軸
距
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
値
、
そ
の
他
の

道
路
に
あ
っ
て
は
二
〇
ト
ン

(バ
ン
型
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

連
結
車
等
に
つ
い
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
に
あ
っ
て
は

三
六
ト
ン
以
下
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
っ
て
は
二
七
ト
ン

以
下
で
、
車
両
の
軸
距
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
値
)
を
最

高
限
度
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
道
路
管
理
者
は
、
車
両
の
構
造
又
は
積
載
す
る

貨
物
が
特
殊
で
あ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

必
要
な
条
件
を
附
し
て
、
車
両
制
限
令
で
定
め
る
車
両
諸

元
の
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
を
許
可
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
)

2

特
区
に
お
け
る
規
制
の
緩
和

平
成
一
四
年
七
･
八
月
に
行
わ
れ
た
特
区
の
第
一
次
提

案
募
集
に
お
い
て
は
、
石
狩
市

(北
海
道
)
か
ら
、
車
両

の
総
重
量
制
限
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。日

本
の
国
土
は
、
急
峻
か
つ
河
川
数
が
多
い
と
い
う
地

形
的
特
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
道
路
上
に
は
多
数

の
橋
梁
等
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
、
車
両
制

限
令
で
定
め
る
総
重
量
の
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通

行
許
可
に
当
た
っ
て
は
当
該
車
両
の
通
行
経
路
上
の
橋
梁

等
に
つ
い
て
個
々
に
許
可
限
度
量
を
算
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
石
狩
市
か
ら
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
特
定
の
地
域
内
に
あ
っ
て
は
、
車
両
の
通

行
経
路
上
に
橋
梁
等
が
存
在
し
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

車
両
の
総
重
量
制
限
に
つ
い
て
特
例
措
置
を
認
め
る
こ
と

と
し
、
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
に
お
い
て
、
｢重

量
物
輸
送
効
率
化
事
業
｣
の
名
称
で
、
特
区
に
お
い
て
講

じ
る
こ
と
が
で
き
る
規
制
の
特
例
措
置
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

3

特
例
措
置
の
内
容

(表
参
照
)

規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
は
、
｢橋
、
高
架
の
道
路
等

を
含
ま
な
い
経
路
を
通
行
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、
当
該

車
両
の
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
行
う
に
当
た
り
、
総
重
量

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
許
可
の
限
度
値
を
超
え
て
許
可
さ

れ
る
｣
と
い
う
も
の
で
す
。
(た
だ
し
、
軸
重
は

一
0
ト

ン
以
内
)

ま
た
、
特
例
措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、

通
常
を
超
え
る
道
路
の
維
持
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

の
費
用
の
負
担
や
、
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
車
両
の

通
行
状
況
の
報
告
等
の
道
路
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
の

措
置
が
、
協
定
の
締
結
又
は
特
殊
車
両
通
行
許
可
時
の
条

件
と
し
て
定
め
ら
れ
、
当
該
措
置
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る

と
道
路
管
理
者
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。



要 緩 け 凖
と 和 る に な 構造改革特別区域基準方針 別表 1 (抄)な 認 事 お お
り 定 業 い 、 番号 1205

表魔済諺籍産議の名称 議遜物輸送効率化事業

特輻曝箏 特例措置を謝容 (球道鱗叢霊獺灘群箋
措楚れ薹 蘇簗我等の名称及 ぼ基準緩和醐廟瓶繊
置 っ て は 車交通局長通達)

の て い 、 (1) 許可車両の許可限度重量-

適 は る 道 定める方法lこより算定する。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
纏湾肇 定

を ;を輸送す 殺 ができ
る 重 ･ 両

② 以下略こ 量 ′、 の

番号 1205

特定事藥の名称 重量物輸送効率化事業
措置区分 通達

特例措置を講ずべ
き法令等の名称及
ぴ条項

(1) 特殊車両通行許可限度算定要領について (昭和 5 3 年 1 2月 1日付
け道路交通管理課長通達) 等
(2) 基準緩和自動車の認定要領について (平成 9 年 9月 1 9 日付け自動
車交通局長通達)

特例措置を講ずべ
き法令等の現行親
定

(1) 許可車両の許可限度重量は、 ｢特殊車両通行許可限度算定要領｣ に
定める方法により算定する。
(2) 基準緩和の認定の申請は、 次の各号のいずれかに該当する自動車に
ついて、 使用者を特定して行うことができる。
① 長大又は超重量で分割不可能な単体物品 (以下、 単に ｢物品｣ とい
う。 ) を輸送することができる構造を有する自動車 (けん引自動車を除
く。 )
② 以下略

特例措置の内容

(1) 実施主体が道路法第4 7 条の 2 の規定に基づく特殊車両通行許可申
請を行った際に、 橋 ･高架の道路その他これらに類する構造の道路を含
まない経路で通行し、 軸重が車両制限令第 3条第 1項に規定する値を超
えない車両で、 かつ、 例えば、 車両総重量規制の緩和を受けた車両の通
行により、 各道路管理者が通常業務として実施する舗装の維持、 修繕そ
の他の管理を超える措置が必要となった場合等には、 必要に応じて特区
計画を作成する地方公共団体又は実施主体が当該超過分に係る費用を負
担すること、 車両の運行状況を道路管理者に報告する等の道路を適切に
管理するための措置が、 例えば、 各道路管理者と構造改革特区域計画を
作成する地方公共団体又は実施主体との間で道路の管理に関する協定を
締結すること又は措置の実施を特殊車両通行許可の条件とすること等に
より、 構造改革特区域計画を作成する地方公共団体又は実施主体の責任
において確実に実施されると各道路管理者が判断する場合は、 各道路管
理者は、 特殊車両通行許可を行うに当たり、 総重量の許可限度重量につ
いては ｢特殊車両通行許可限度算定要領｣ に現在定める値を超えて許可
することとする。
(2) 従前、 長大又は超重量で分割不可能な単体物品を輸送する場合に道
路運送車両の保全基準第4 条に規定する車両総重量にかかる特例を受け
ることができたが、 特区内においてはこれに限らず、 特殊車両通行許可
に係る上記の特例措置による特殊車両通行許可を受けることが確実であ
ることを道路管理者により確認された車両は、 車両総重量にかかる当該
基準の特例を受けることができることとする。

同意の要件 特になし

特例措置に伴い必
要となる手続き

特になし

る 制 の
特 に 眼 総
例 当 さ
措 た れ 量
置 っ て は
の て い 、

適 は る 道
用 、 こ 路
を 車 と 運
受 両 か 送
け 総 ら 車
る 重 、 両
こ 量 特 の
と の 区 保
が 基 に 安
必 凖 お 基

① 乳重
4

項 る 量 事
　　　　　　
　 　　　　　　　
は 窯

。 業 (

重 ≦主
は 別

　　
　 　　

　 　　
送 法 の )
効 第 流

　 　 　
　 　 　

認 事
⑥

は 行 区
④

て 業 意 意 特 法
③

準 を 計
②

し 域
定 業 特 基 三 う な 計 上 特 い の の を 例 内 第 規 へ 及 画 内 特 ま 計
を 者 区 準 ヶ ま お 画 記 区 ま 場 回 要 措 閤 四 制 の ぼ の 閣 区 す 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連 ゞ が 認 内 期 定 定 @ の ) 特 行 、 内 大 九 例 を と が 大 の 成
月り 道 認 定 と 間 の し を 認 に い 国 容 臣 項 指 審 等 特 臣 審 し

　　　　　　　　　
を 和 送 請 特 め 事 同 同 の 区 請

を
実
施
す
る
こ
と
を
内
容
に
含
む
構
造
改
革
特
別
区



道
路
管
理
者
に
申
請
し
ま
す
。

地
方
運
輸
局
長
は
、
道
路
管
理
者
が
特
殊
車
両
通

行
許
可
を
行
う
こ
と
を
条
件
に
、
道
路
管
理
者
は
、

地
方
公
共
団
体
等
の
責
任
で
費
用
負
担
等
の
道
路
を

適
切
に
管
理
す
る
た
め
の
措
置
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
、
協
定
又
は
特
殊
車
両
通
行
許
可
時
の
条
件
等
と

し
て
定
め
、
認
定

･
許
可
し
ま
す
。

⑥

特
区
の
実
施

規
制
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
車
両
が
通
行

し
ま
す
。

三

石
狩
湾
新
酒
地
域
に
お
け
る
事
業
の
実
施

1

特
区
計
画
の
認
定

構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
よ
る
特
区
計
画
の
認
定
及
び

規
制
の
特
例
措
置
の
実
施
に
関
す
る
規
定
は
、
平
成
一
五

年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
特

区
計
画
の
認
定
申
請
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
を
受
け
て
、
同
四
日
付
け
で
、
石
狩
湾
新
港
管
理
組
合
、

小
樽
市
、
石
狩
市
の
連
名
で
、
重
要
港
湾
で
あ
る

｢石
狩

湾
新
港
｣
背
後
の
石
狩
湾
新
港
地
域
内

(別
図
2
参
昭
巴

に
お
い
て
重
量
物
輸
送
効
率
化
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を

内
容
と
す
る
特
区
計
画
の
認
定
が
申
請
さ
れ
、
国
土
交
通

m

大
臣
の
同
意
を
経
て
、
同
二
一
日
付
け
で
内
閣
総
理
大
臣

.

の
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
o

し　　

l 道路管理者 l l 地方運輸局 l l 藥施主体 l l地方公共団体ll 国 l

轡h
鰯奥行
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｣別図 1 重量物輸送効率化事業の実施フロー



2

今
後
の
予
定

特
区
に
お
け
る
重
量
物
輸
送
効
率
化
事
業
の
実
施
に
向

け
て
、
現
在
、
石
狩
湾
新
港
管
理
組
合
等
と
、
事
業
の
実

施
に
関
係
す
る
道
路
管
理
者
と
の
間
で
、
道
路
を
適
切
に

管
理
す
る
た
め
の
措
置
の
内
容
･
実
施
方
法
等
に
つ
い
て

調
整
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
民
間
事
業
者
等
か
ら
基
準
緩
和
認
定
･特
殊

車
両
通
行
許
可
申
請
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
現
在
行
わ
れ

て
い
る
調
整
の
結
果
を
踏
ま
え
て
認
定

･
許
可
さ
れ
た
後

に
、
規
制
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
車

両
が
通
行
す
る
こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

別図 2 - 1 石狩湾新港地域の位置図
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別図 2 - 2 石狩湾新港地域の平面図
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一

道
路
緑
化
に
つ
い
て

道
路
緑
化
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代
に
は
道
路
の
両

側
に
果
樹
を
植
栽
す
る
よ
う
に
、
と
の
太
政
官
符
が
す
で

に
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
全
国
で
道
路

改
修
に
あ
わ
せ
た
並
木
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、
今
日
で
も

日
光
街
道
の
杉
並
木
な
ど
素
晴
ら
し
い
並
木
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
お
け
る
豊
富
な
緑
は
、
歩
道
に
木
陰
を

も
た
ら
し
、
生
活
す
る
人
や
通
行
す
る
人
に
潤
い
と
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

こ
の
よ
う
に
街
路
樹
は
歴
史
的
に
も
日
本
人
に
と
っ
て

身
近
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
特
に
都
市
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
存
在
で
す
。

一
一
緑
化
に
対
す
る
道
路
の
取
組
み

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
な
ど
大
気
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減

す
る

『緑
』
を
道
路
空
間
の
主
要
構
成
要
素
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
、
の
り
面
や
植
樹
帯
、
中
央
分
離
帯

等
の
道
路
空
間
に
お
い
て
、
時
間
と
と
も
に
成
長
し
空
間

を
豊
か
な
も
の
と
す
る
良
質
な
緑
を
積
極
的
に
構
築
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
三
年
七
月
に
は
道
路
構
造
令
を
改

正
し
、
原
則
と
し
て
植
樹
帯
を
設
置
す
る
べ
き
道
路
の
対

象
範
囲
を
、
都
市
内
の
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路

(第
四

自
転
車

歩
行
者
道

植
樹
帯

車
道

植
樹
帯

自
転
車

歩
行
者
道

歩
道

車
道

歩
道

図

改正後

{ 獄道鞠こも原別として }植樹帯を設置

道路構造令改正前

ぐ車線道鞠こー繃 帯がなり道路が多い



種
第
一
級
の
道
路
)
か
ら
都
市
内
の
幹
線
道
路

(第
四
種

第
一
級
及
び
第
二
級
の
道
路
)
に
拡
大
し
ま
し
た
(図
1
)。

ま
た
、
平
成
三
一年
度
よ
り
｢道
路
緑
化
モ
デ
ル
事
業
｣

と
し
て
、
全
国
約
六
〇
ヵ
所
の
新
規
供
用
道
路
又
は
既
供

用
道
路
を
選
定
し
、
道
路
緑
化
計
画

(樹
種
、
配
置
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
)
を
策
定
し
、
道
路
の
緑
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
森
林
等
の
自
然
環
境
の
豊
か
な
地
域
の

道
路
の
り
面
等
に
お
い
て
、
ポ
ッ
ト
苗
工
法
な
ど
に
よ
り

樹
木
を
植
栽
す
る

｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

三

街
路
樹
の
管
理
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
お
い
て
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
都
市
内
の
街
路
樹
の
管
理
に
あ
た
っ
て

は
、①

交
通
安
全
の
確
保
(標
識
や
信
号
の
視
認
性
確
保
、

建
築
限
界
の
確
保
)

②

沿
道
環
境
の
確
保

(病
害
虫
の
発
生
防
止
、
枝
葉

の
沿
道
民
地
へ
の
侵
入
防
止
)

③

街
路
樹
の
良
好
な
育
成

(美
観

･
形
状
の
維
持
、

台
風
等
に
よ
る
倒
木
防
止
)

な
ど
の
理
由
か
ら
適
切
な
時
期
、
方
法
等
に
よ
り
、
必
要

な
剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
倒
木
の
防
止
等
の

理
由
か
ら
大
き
く
刈
り
込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

街
路
樹
を
剪
定
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
方
々
か
ら

｢街

路
樹
が
丸
裸
に
さ
れ
て
い
る
｣
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

一
方
、
剪
定
を
し
な
い
で
い
る
と

｢看
板
が
見
え
な
い
｣

｢町
が
暗
く
な
る
｣
｢落
葉
が
邪
魔
だ
｣
と
い
っ
た
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

四

緑
陰
道
路
プ
□
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

枝
葉
を
極
力
剪
定
せ
ず
、
自
然
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
態

で
枝
葉
を
広
げ
た
街
路
樹
を
有
す
る
緑
陰
道
路
は
、
地
域

の
方
々
に
う
る
お
い
を
与
え
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た

親
し
み
が
持
て
る
都
市
の
顔
と
し
て
誇
れ
る
空
間
で
す
。

緑
陰
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
空
間
を
創

造
す
る
た
め
に
、
街
路
樹
を
剪
定
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
る
地
区
を
募
り
、
市
民
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
街
路
樹
を
極
力
剪
定
し
な
い
管
理
に
つ
い
て
試

行
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

街
路
樹
を
剪
定
し
な
い
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
様
々
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
住
民
と
道
路
管
理
者
が
協
力

し
て
街
路
樹
や
道
路
清
掃
等
の
緑
陰
道
路
管
理
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
街
路
樹
の
補
植
や
新
た

な
植
樹
帯
整
備
等
に
つ
い
て
の
緑
陰
道
路
整
備
計
画
も
策

定
し
ま
す
。
こ
の
際
、
地
域
住
民
と
道
路
管
理
者
で
協
定

を
結
ぶ
な
ど
整
備
や
管
理
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
え
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
緑
陰
道
路
を
形
成
し
ま
す
。

の

緑
陰
道
路
管
理
計
画

街
路
樹
を
剪
定
し
な
い
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
標
識
や
看

板
等
の
遮
蔽
や
枝
葉
の
沿
道
民
地
へ
の
侵
入
な
ど
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
住
民
と
道
路
管
理
者
と
協
力
し

て
次
の
項
目
を
中
心
に
街
路
樹
の
維
持
管
理
方
法
等
に
関

す
る
緑
陰
道
路
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
町
会
、
商
店

街
や
小
中
学
校
な
ど
が
維
持
管
理
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
は
、関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
決
め
ま
す
。

･
安
全
対
策

(点
検
の
内
容

･
頻
度
等
)

.
落
葉
へ
の
対
策

(清
掃
内
容
･
頻
度
等
)

･
看
板
、
標
識
、
信
号
機
へ
の
対
策

(視
認
性
の
確
保
、

剪
定
の
内
容
等
)

･
電
線
、
建
築
物
等
へ
の
対
策

(剪
定
の
内
容
等
)

･
そ
の
他

(緑
陰
道
路
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
P
R

等
)

②

緑
陰
道
路
整
備
計
画

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
併
せ
て
、
街
路
樹
の
種
類

の
変
更
、
街
路
樹
の
補
植
、
植
樹
帯
の
新
た
な
整
備

(道

路
幅
員
の
構
成
の
見
直
し
等
を
含
む
)
な
ど
緑
陰
道
路
の

整
備
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
沿

道
住
民
と
道
路
管
理
者
等
に
よ
り
緑
陰
道
路
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

③

事
業
の
実
施

緑
陰
道
路
管
理
計
画
や
緑
陰
道
路
整
備
計
画
に
基
づ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
沿
っ
て
、
緑
陰
道
路
形
成

の
た
め
の
街
路
樹
管
理
や
道
路
清
掃
等
の
事
業
を
実
施
し



ま
す
。
こ
の
際
、
円
滑
に
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
必
要

に
応
じ
て
、
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
会
の
設
置
、
あ
る
い

は
協
定
の
締
結
等
を
行
い
ま
す
。

3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
･
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

緑
陰
道
路
の
形
成
に
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
緑
陰
道
路
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
街
路
樹
を
剪
定
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
地
区
を
募
っ
て
、
試
行
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。平

成
一
五
年
三
月
一
七
日
よ
り
五
月
三
〇
日
ま
で
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
地
区
の
市
民
団
体
や
道

路
管
理
者
か
ら
応
募
を
受
け
付
け
、
こ
れ
ま
で
に
表
1
の

二
五
地
区
を
緑
陰
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
･
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
五
地
区
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【経
緯
】

三
月
一
七
日

申
請
受
付
を
開
始

三
月
三
一
日

第
一
次
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
一
三
地
区

を
指
定

四
月

三
日

道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
、
小
泉
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
紹
介

五
月

七
日

第
二
次
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
八
地
区
を

指
定

五
月
三
〇
日

募
集
締
め
切
り

表 1 緑陰道路プロジェクトモデル地区一覧

地区名 路線名 主な木の種類

札幌市中央区 国道 36号 ノンレニ レ

登別市中登別地区 (道)洞爺登別線 サクラ

仙台都心地区 国道4号等 10路線 トウカエデ
、

シラカシ
、

ケヤキ等

福島市北中央地区 国道 13号 ケヤキ
、 ハナミズキ

宇都宮市本町地区 (主)宇都宮向田線 トチノキ

前橋市本町地区 国道50号 ケヤキ
金沢市都心地区 国道 157 号等 6路線 ケヤキ ･ イチョウ

新潟市東大通 2丁目地区 国道 7号 イチョウ

中野区松が丘 ･ 荒井地区 (中野通り) 特例都道鮫洲犬山線 サクラ

東京都表参道地区 特例都道赤坂杉並線第
413号

ケヤキ

千代田区霞が関1丁目地区 国道1号 トチノキ

神奈川県横須賀市馬堀海岸地区 国道16号 フェニ ック ス

静岡県三島市谷田地区 号随 ツマロク
ノ

岐阜県岐阜市本郷通ケヤキ並木地区 線町金捕 キヤケ
滋賀県草津市野路西部地区 線廳

獨暮計的箱
田

定面計繊衿未定

大阪市中央区 号第麗 ウヨチイ
‘

大阪市港区桜通り 轢獲れ仕湖柿 ラク
ノ

ザト
ーサノシヨノイ〆ソ

紙園新道地区 号54釀 等-フクサキノスク
向洋町地区 線麒

ヤイ
.

コセタメ

山口県下関市唐戸地区 号QV顫 キヤケ
西条市飯岡地区 号u醸 キヤケ
北九州市八幡駅前地区 線動停八踝 キヤケ
福岡市中央区赤坂地区 号202離 キヤケ
宮崎都心地区

線QJ燃,皺踝 キノスク

沖縄県糸満市潮崎町地灰 号331麗 等ルマュ"ンガ

44 道牙〒セ 20036



六
月

九
日

第
三
次
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
四
地
区
を

指
定

の

栃
木
県
宇
都
宮
市
本
町
地
区

本
地
区
は
、
宇
都
宮
市
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ

る
大
通
り
と
県
庁
の
間
に
あ
り
、
文
化
施
設
や
公
共
施
設

が
集
中
す
る
県
都
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
道
は
県
内
で
も
最
大
規
模
の
幅
員
を
有
し
、
路
面

に
自
然
石
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
道
に
植
え
ら
れ
て

い
る
街
路
樹
の

｢ト
チ
ノ
キ
｣
(写
真
1
)
は
、
樹
齢
七

0
~
八
〇
年
に
達
し
、
県
都
の

｢
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
｣
と

し
て
、
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
真
夏
に

は
、
｢ト
チ
ノ
キ
｣
の
大
葉
が
歩
道
を
覆
い
、
歩
行
者
に

爽
や
か
な
緑
風
や
緑
陰
を
提
供
す
る
な
ど
、
県
民
に
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

｢ト
チ
ノ
キ
｣
は
、
広
葉
落
葉
樹
で
、
大
き
な
掌
状
の

複
葉
の
葉
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
名
前
に
よ
り
古
く
か
ら

郷
土
の
木
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
五
月
頃
に
は
白
や

ピ
ン
ク
の
優
雅
な
花
を
咲
か
せ
、
昭
和
四
一
年
に
栃
木
県

の
県
木
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢ト
チ
ノ
キ
｣
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
木
の
特
徴
で

あ
る
雄
大
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
鐙
絮剪
定
の
管
理
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
、
地
域
住
民
等
と
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
高
度
な
維
持
管
理
を
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
東
京
都
表
参
道
地
区

本
地
区
は
、延
長
約
一
蹴
の
広
幅
員
の
道
路
を
中
心
に
、

外
国
の
ブ
ラ
ン
ド
店
も
立
ち
並
び
、
特
徴
あ
る
街
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

表
参
道
ケ
ヤ
キ
並
木

(写
真
2
)
は
大
正
一
〇
年

(
一

九
二
一
年
)
に
明
治
神
宮
の
表
参
道
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
第
二
次
大
戦
の
空
襲
で
多
く
が
失
わ
れ
、
戦
後
に

植
栽
さ
れ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
通
り

と
原
宿
駅
の
間
に
は
当
初
の
も
の
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
京
を
代
表
す
る
景
観
を
守
り
、
育
て
て
い
く
た

め
、
地
域
有
志
に
よ
る
歩
道

･
植
え
込
み
の
清
掃
活
動
や

行
政
に
よ
る
樹
木
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
植
栽
環
境
改

善
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

③

大
阪
市
港
区
桜
通
り

大
阪
市
港
区
弁
天
三
丁
目
か
ら
磯
路
三
丁
目
ま
で
の
当

該
区
間
は
、
昭
和
四
三
年
に
整
備
さ
れ
、
地
元
の
強
い
意

向
か
ら
サ
ク
ラ
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
地
元
の

周
辺
町
会
が
中
心
と
な
っ
て
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
お

り
、
通
称

〃桜
通
り
"
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

(写

真
3
)。

春
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
少
し
時
期
が
遅
れ
て
サ
ト
ザ

ク
ラ
が
開
花
し
、
電
照
ボ
ン
ポ
リ
な
ど
の
装
飾
な
ど
も
地

域
の
市
民
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
、
地
域
の
名
所
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
の
街
路
植
栽
は
、
害
虫
発
生
な
ど
の
苦
情
発
生

要
素
が
多
く
沿
道
市
民
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
い
の
で
す

が
、
"桜
通
り
“
で
は
、
沿
道
の
市
民
が
街
路
樹
愛
護
の 写真2 表参道のケヤキ並木

写真 1 本町地区のトチノキ
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組
織
を
結
成
し
て
積
極
的
な
サ
ク
ラ
の
育
成
管
理
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
良
好
な
サ
ク
ラ
の
街
路
樹
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
良
好
な
管
理
お
よ
び
整
備
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
市
民
団
体
と
大
阪
市
と
役
割
分
担
の
も
と
で
、
さ
ら

に
良
好
な
維
持
管
理
と
樹
木
育
成
を
行
っ
て
い
き
、
華
や

か
な
桜
が
伸
び
や
か
に
育
つ
、
地
域
の
名
所
と
な
る
道
路

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

@

山
口
県
下
関
市
唐
戸
地
区
･
向
洋
町
地
区

下
関
市
の
一
般
国
道
九
号
、
唐
戸
~
竹
崎
町

(L
=

一
.
八
踊
)
は
、
｢武
蔵
｣
と
小
次
郎
の
戦
い
の
場
と
な

写真3 大阪市港区桜通り

っ
た
巌
流
島
に
も
近
く
、
｢都
市
の
再
生
｣
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
地
域
で
す

(写
真
4
)。
当
区
間
は
、
平

成

一
四
年
度
よ
り

｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
ロ
ー
ド
｣
と
し
て

下
関
景
観
協
議
会
に
よ
り

季
節
の
花
の
植
え
付
け
、
草

取
り
、
水
や
り
な
ど
が
行
わ
れ
｢下
関
花
い
っ
ぱ
い
計
画
｣

を
継
続
発
展
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

向
洋
町
地
区

(写
真
5
)
に
は
市
の
都
市
景
観
賃
も
受

賞
し
た
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
並
木
が
あ
り
、
周
辺
は

運
動

公
園
や
病
院
、
学
校
が
あ
り
、
普
段
よ
り
散
歩
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
す
る
市
民
が
多
い
街
路
で
す
。
隣
接
す
る
学
校
等
と

協
力
し
な
が
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
自
然
樹
形
を
活
か
し
て

大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

回

宮
崎
都
心
地
区

宮
崎
都
心
地
区
で
は
県
庁
前
の
橘
通
東
地
区
、
宮
崎
駅

前
の
高
千
穂
通
地
区
、
宮
崎
大
学
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る

学
園
木
花
台
地
区
の
三
ヵ
所
が
緑
陰
道
路
と
し
て
指
定
さ

鮖Û

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
も

2セ

っ
と
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
歩
道
の
清
掃
等
に

行

っ
い
て
協
力
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

道

を
幅
広
く
募
集
し
、
木
漏
れ
日
あ
る
快
適
な
道
路
空
間
を
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提
供
し
て
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

す
。
整
備
に
際
し
、
歩
道
空
間
を
広
く
設
け
、
さ
ら
に
四

県
庁
前
の
橘
通
東
に
あ
る
並
木
で
は
樹
齢
約
一
一
〇
年

つ
の
噴
水
を
配
置
し
た
こ
と
で
、
樹
木
と
併
せ
て
通
過
す

写真7 高千穂通地区

　　　　　 　　
　　　　　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　

写真6 橘通東地区

の
ク
ス
ノ
キ
が
緑
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て
人
々
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
産
展
や
夕
べ
の
音

楽
会

(楠
並
木
コ
リ
ド
ー
ル
)
な
ど
が
開
か
れ
る
な
ど
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
道
路
で
す

(写
真
6
)。

宮
崎
駅
前
の
高
千
穂
通
地
区
に
位
置
す
る
宮
崎
停
車
場

線
は
、
平
成
三
年
度
~
平
成
八
年
度
に
か
け
て
道
路
脇
に

ク
ス
ノ
キ
を
そ
な
え
た
整
備
を
行
い
、
木
漏
れ
日
あ
ふ
れ

る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

る
人
に
ゆ
と
り
と
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す

(写
真
7
)。

学
園
木
花
台
地
区
に
位
置
す
る
勢
田
木
崎
線
は
、
宮
崎

大
学
の
移
転
に
伴
い
宮
崎
学
園
都
市
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
両
側
に
ク
ス
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
が
植
え
ら
れ
、
人
々

に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。
付
近
に
は
学

校
や
住
宅
も
多
い
こ
と
か
ら
周
辺
住
民
の
散
歩
道
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、

幅
広
い
年
代
層
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

(写
真
8
)。

五

お
わ
り
に

緑
陰
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機
と
し
て
、
街
路
樹
、

し
か
も
剪
定
し
な
い
緑
豊
か
な
街
路
樹
に
対
す
る
国
民
の

意
識
が
高
ま
り
、
そ
の
町
に
と
っ
て
誇
れ
る
緑
の
道
路
づ

く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

写真 8 学園木花台地区

道行セ 2003.6 4 7

　 〉′“食
　　　　　



道路局有料道路課課長補佐 金井 甲

川
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三
三
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三
三
一三
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一三
三
三
三
一一一三
一一一三
一三
一三一三
一二
三
三
一--一三
三
三
三
一一一三
一一三三
一一三
三
一三
一一三
三一三
川

　

　

　　
　

　

　

　　
　

　

　
　

川
--一三
三
一三
一三
一三
一三
一一三
三
一一三
三
一三
一三
一三一三
一三
一三一ニーニニ三
一一三
三
一三
一三一三
一一三
三
一三
一一一三
一三
一一室
三
一三
一三
川

ン双◎イタリア◎

は
じ
め
に

こ
の
た
び
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
タ
リ
ア
の
有
料
道
路
に

関
す
る
調
査
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
去
る
三
月
二
三
日
か

ら
二
九
日
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
両
国
を
訪

問
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
に
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
か
ら
計
四
名
が
参

加
し
、
両
国
の
高
速
道
路
に
お
け
る
料
金
制
度
及
び
料
金

施
策
の
実
施
状
況
並
び
に
E
T
C
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
を
中
心
に
、
調
査
概
要
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　
　
　　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
①
A
S
F
A

(
フ
ラ
ン
ス
高
速
道
路

事
業
者
協
会
)、
②
s
A
N
E
F

(フ
ラ
ン
ス
北
東
部
高

速
道
路
混
合
経
済
会
社
)
及
び
、
③
s
A
P
N

(パ
リ
~

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
高
速
道
路
混
合
経
済
会
社
)
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行

っ
た
。

一

フ
ラ
ン
ス
の
高
速
道
路
概
要

フ
ラ
ン
ス
の
高
速
道
路
総
延
長
は
七
、
七
四
二
･
九
蝿

で
、
地
域
ご
と
に
一
一
社
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

車
種
区
分
は
、
普
通
車
を
車
高
で
二
区
分
、
大
型
車
を

車
軸
数
で
二
区
分
し
、
そ
れ
に
二
輪
車
を
加
え
た
五
車
種

区
分
と
さ
れ
て
い
る
。

二

料
金
制
度

1

現
行
の
料
金
制
度

一
九
九
五
年
ま
で
は
料
金
は
政
府
が
単
独
で
決
定
し
て

い
た
が
、
一
九
九
五
年
の
制
度
改
革
に
よ
り
高
速
道
路
事

業
が
政
府
と
会
社
と
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
に
基
づ
く

運
営
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
料
金
も
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
契
約
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
に
お
い
て
も
、
料
金
設
定
権
は
原
則
と
し
て
政
府
に

あ
り
、
会
社
は
自
由
裁
量
権
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
契
約

交
渉
の
中
で
幅
を
持
っ
た
料
金
を
政
府
に
対
し
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
期
間
は
、
交
通
量
の
多
い
路
線

で
一
五
~
二
〇
年
、
長
い
も
の
で
七
五
年
で
あ
り
、
原
則

と
し
て
三
〇
年
で
後
に
見
直
さ
れ
る
。

ま
た
、
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
の
変
化

や
イ
ン
フ
レ
率
を
踏
ま
え
、
個
々
の
会
社
の
財
務
状
況
を

勘
案
し
て
毎
年
二
月
に
料
金
が
改
定
さ
れ
る
。
な
お
、
二

〇
〇
三
年
は
平
均
で
二
%
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

2

変
動
料
金
制

変
動
料
金
制
は
、
S
A
N
E
F
の
A
1
や
S
A
P
N
の

A
M
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
必

ず
政
府
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
目
的
は
既
存
施
設
の
有

効
活
用
の
み
で
、
会
社
の
営
業
政
策
の
観
点
か
ら
の
設
定

は
政
府
が
同
意
し
な
い
。



3

料
金
割
引

①
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
料
金
割
引
は
、
原
則
と
し
て
通

勤
の
た
め
の
割
引
の
み

(
一
般
車
対
象
)
で
あ
る
。
こ

の
割
引
は
各
会
社
の
営
業
政
策
的
観
点
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
政
府
は
必
ず
認
め
て
い
る
。

②
地
方
部
の
高
速
道
路
で
無
料
の
代
替
路
が
な
い
場
合

に
利
用
者
か
ら
不
満
が
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
会
社

が
割
引
を
行
い
、
地
方
公
共
団
体
が
減
収
補
填
す
る
場

合
が
あ
る
o

例
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
市
の
Z
A
P
視

開
通
前
に
料
金
徴
収
に
対
す
る
反
対
運
動
が
社
会

問
題
化
し
た
た
め
、
五
0
%
の
通
勤
割
引
を
実
施
し

て
お
り
、
記
名
式
の
カ
ー
ド
方
式
で
、
利
用
記
録
に

基
づ
き
市
が
会
社

(A
S
F
)
に
割
引
適
用
額
を
支

払
う
。

③
例
外
的
に
共
通
施
策
と
し
て
以
下
の
割
引
が
あ
る
。

①
カ
プ
リ
ス

(別
納
割
引
)

全
交
通
量
の
二
0
%
を
占
め
る
ト
ラ
ッ
ク
を
対
象

に
高
速
道
路
へ
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
実
施

さ
れ
て
お
り
、
月
間
の
累
積
通
行
料
金
に
応
じ
て
最

大
三
0
%
の
割
引
を
行
う
。

本
制
度
の
問
題
点
は
、
各
運
送
事
業
者
の
全
て
の

ト
ラ
ッ
ク
の
月
間
累
積
通
行
料
金
に
応
じ
て
割
引
率

が
決
ま
る
た
め
、
大
き
い
割
引
率
を
享
受
で
き
る
の

は
大
手
運
送
事
業
者
に
限
ら
れ
、
中
小
運
送
事
業
者

を
差
別
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
E
U
委
員
会
よ
り
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
カ
ー
ド
毎
の
累
積
通

行
料
金
に
応
じ
て
割
引
率
を
計
算
す
る
方
式
へ
の
変

更
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
制
度
改
革
は
進
展
し
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
E
U
の
大
方
針
と
し
て
、
大
型
車
の

道
路
通
行
に
対
す
る
課
税
の
動
き
が
あ
る
こ
と
も
あ

い
ま
っ
て
政
治
問
題
化
し
て
い
る
。

②
身
体
障
害
者
割
引

身
体
障
害
者
を
含
め
て
特
定
層
を
対
象
に
し
た
割

引
は
な
い
が
、
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
乗
り
や
す

い
車
高
二
m
以
上
三
m
以
下
の
n
挾
めのNに
該
当
す

る
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
身
障
者
の
乗

車
す
る
n
覆
お
N
の
車
両
に
つ
い
て
は
0
封
のお
]に
格

下
げ
し
た
料
金
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

三

時
間
変
動
料
金

1

S
A
N
E
F

(A
1
)
の
時
間
変
動
料
金

S
A
N
E
F
の
A
1
で
は
、
日
曜
日
の
夕
方
に
北
部
か

ら
パ
リ
市
内
へ
戻
る
交
通
で
大
渋
滞
が
発
生
し
、
こ
れ
を

分
散
さ
せ
る
た
め
、
の
①□-窃
(パ
リ
か
ら
真
北
四
〇
蹴
)

の
料
金
所
で
乗
用
車
を
対
象

(大
型
車
は
二
二
時
以
降
し

か
パ
リ
市
内
へ
入
れ
な
い
た
め
)
に
以
下
の
よ
う
な
時
間

変
動
料
金
を
一
九
九
二
年
に
導
入
し
た

(表
1
)。

2

S
A
P
N

(A
1 4
)
の
時
間
変
動
料
金

平
日

(月
曜
~
金
曜
)
の
交
通
平
準
化
の
た
め
、
時
間

帯
料
金
を
設
定
し
て
い
る
。

･
6

…
の
~
m
…
①
及
び
16

…
①
~
"
…
00
=
六

･
三
ユ

ー
ロ

(通
常
時
間
帯
)

･
m

"
①
~
16

"
の
及
び
加
…
節
~
6

…
の
=
四
･
ニ
ュ

ー
ロ

(通
常
時
間
帯
の
三
三
%
割
引
)

た
だ
し
、
全
利
用
者
の
三
分
の
二
は
通
常
時
間
帯
の
利

用
で
あ
る
た
め
、
平
準
化
の
目
立
っ
た
効
果
は
現
れ
て
い

な
い

(勤
務
形
態
が
変
化
し
な
い
た
め
)。

四

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(テ

レ
ベ
ア
ー
ジ
ュ
…
日
本
の
E
T
C
)

1

現
況

現
在
の
普
及
台
数
は
七
五
万
台
、
利
用
率
は
約
三
二
%

と
な
っ
て
お
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
を
含
め
る
と

現
金
に
よ
ら
な
い
支
払
い
が
半
数
を
超
え
る
。

表 I S A N E F (A 1) の時間変動料金

時 間 通常料金との比

~ 14 : 30 〔U

14 : 30 ~ 16 : 30 - 25 % (緑料金)
l6 : 30 ~ 20 : 30 十25 % (赤料金)
20 : 30 ~ 23 : 30 - 25 % (緑料金)

23 : 30 ~ 八
V



車
載
器
は
レ
ン
タ
ル
で
保
証
金
三
〇
ユ
ー
ロ
、
年
間
使

用
料
二
〇
ユ
ー
ロ

(約
二
、
六
〇
〇
円
)
で
、
普
及
促
進

は
し
て
い
る
が
、
収
受
員
の
雇
用
問
題
も
あ
り
、
大
幅
な

普
及
促
進
は
ス
ト
な
ど
社
会
問
題
化
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
徐
々
に
普
及
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
。

2

A
14
に
お
け
る
テ
レ
ベ
ア
ー
ジ
ユ

テ
レ
ベ
ア
ー
ジ
ュ
の
対
象
は
乗
用
車
と
二
輪
車
の
み

写真 1 ET C専用レーンを料金所から望む
(真ん中が退避用レーンで、 車が向かっているレーンがノンストップレーン)

.

･

ダム

用

　　
　

　

　
　　　

　
　　
　　
　　　　

　　
　　

　
　

ノA
M
ハゞ
※
′き
綻
ぶい

(大
型
車
は
対
象
外
)
で
、
A
M
の
料
金
所
に
は
、
誘
導

路
及
び
通
信
エ
ラ
ー
時
等
の
退
避
用
レ
ー
ン
を
備
え
た
専

用
レ
ー
ン
を
三
レ
ー
ン
設
置
し
て
い
る
。
E
T
C
レ
ー
ン

は
五
〇
加
/
h
で
通
行
が
可
能
で
あ
る
。

専
用
レ
ー
ン
は
導
入
路
か
ら
他
の
レ
ー
ン
と
分
離
さ

れ
、
入
口
に
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
誤
進
入
や

通
信
エ
ラ
ー
の
車
両
は
最
初
の
開
閉
バ
ー
設
置
箇
所
で
ノ

襲

,
【

な
増

･
夕
“

慶
ん

　　

　

　　

写真 2 退避用レーンの料金収受部分
(真ん中の白い棒の先端がアンテナ、 左側の箱が自動収受機)

ン
ス
ト
ッ
プ
レ
ー
ン
の
間
に
設
置
さ
れ
た
退
避
用
レ
ー
ン

(両
専
用
レ
ー
ン
共
用

…
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
よ
る

自
動
収
受
機
を
設
置
)
に
信
号
で
誘
導
さ
れ
る

(ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
レ
ー
ン
の
バ
ー
は
開
か
な
い
)
。
退
避
用
レ
ー
ン

の
自
動
収
受
機
付
近
に
も
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ

で
正
常
に
通
信
が
行
わ
れ
れ
ば
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
が
可

能
で
あ
る

(写
真
1
･
2
)。

ま
た
、
二
輪
車
が
通
行
で
き
る
程
度
の
幅
員
の
二
輪
車

専
用
レ
ー
ン

(写
真
3
)
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
輪
車

で
は
、
車
載
器
を
バ
イ
ク
上
や
ポ
ケ
ッ
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

等
に
つ
け
る
こ
と
で
通
行
が
可
能
で
あ
る
。



　　
　
　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
①
A
N
A
S

(イ
タ
リ
ア
道
路
国
営

会
社

(旧
イ
タ
リ
ア
道
路
庁
))
及
び
、
②
>
に3
贅
"Qの

(ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
社
)
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
。

一
イ
タ
リ
ア
の
高
速
道
路
概
要

イ
タ
リ
ア
の
高
速
道
路
総
延
長
は
六
、
四
七
八
･
二
皿

で
、
う
ち
有
料
道
路
が
五
、
五
八
四
･
二
蹴
で
こ
れ
を
二

四
社
で
運
営
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー

デ
社
が
二
、
八
五
五
皿
を
管
理
し
て
お
り
、
A
N
A
S
が

管
理
す
る
無
料
高
速
道
路
が
八
九
四
蹴
あ
る
。

車
種
区
分
は
、
A
、
B
、
3
、
4
、
5
の
五
車
種
区
分

で
あ
り
、
区
分
は
車
軸
の
数
で
設
定
、
A
と
B
は
二
軸
で
、

最
初
の
軸
の
高
さ
で
分
類
さ
れ
る
。

一
一
A
N
A
S
の
株
式
会
社
化

1

株
式
会
社
化
に
よ
る
位
置
付
け

A
N
A
S
は
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
株
式
会
社
化
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
株
式
は
す
べ
て
経
済
財
政
省
が
保
有
し
て

い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
名
称
は

｢と
ム>
の
の
も
浄
｣
で

あ
る
が
、
高
速
道
路
の
特
許
会
社
に
対
す
る
認
可
庁
と
し

て
の
地
位
は
変
化
し
て
い
な
い
。
法
的
な
地
位
に
か
か
わ

ら
ず
、
特
許
会
社
へ
の
特
許
付
与
な
ど
の
監
督
権
限
を
政

府
か
ら
委
任
さ
れ
て
い
る
。

2

株
式
会
社
化
の
目
的
と
今
後
の
方
向

A
N
A
S
が
所
掌
し
て
い
る
の
は
無
料
高
速
道
路
及
び

一
般
道
路
の
建
設
･
管
理
で
あ
り
、
維
持
管
理
費
は
国
庫

か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
費
用
が
莫
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
株
式
会
社
化
す
る
こ
と
で
他
か
ら
収
入
を
得
る

こ
と
を
可
能
と
し
、
政
府
の
予
算
支
出
を
減
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
政
府
の
予
算
以
外
か
ら
収
入
を
得
る
た

め
、
無
料
高
速
道
路
を
有
料
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お

り
、
①
イ
タ
リ
ア
南
部
の
サ
レ
ル
ノ
~
レ
ッ
ジ
ョ
カ
ラ
ブ

リ
ア
間
及
び
、
②
ロ
ー
マ
の
G
R
A

(外
周
環
状
道
路
)

の
二
路
線
の
管
理
費
を
賄
う
た
め
、
料
金
を
課
す
る
方
向

で
あ
る
。

三

料
金
制
度

1

現
行
の
料
金
設
定
の
考
え
方

の

一
九
九
七
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
公
共
料

金
算
定
の
共
通
方
式
で
あ
る
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制
を

導
入
、
当
初
の
料
金
は
A
N
A
S
が
決
定
す
る
。

②
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
は
三
つ
の
指
標
で
決
定
、
変
更

が
な
さ
れ
る
。

①

イ
ン
フ
レ
率

…統
計
局

(I
S
T
A
T
)
の
数
値

を
用
い
る
。

②

会
社
が
見
込
ん
で
い
る
生
産
性

…
A
N
A
S
が
数

値
化
す
る
。

③

高
速
道
路
の
ク
オ
リ
テ
ィ
"
A
N
A
S
が
事
故
率

や
路
面
状
態
等
を
も
と
に
数
値
化
す
る
。

③
料
金
設
定
ス
キ
ー
ム
は
五
年
毎
に
見
直
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
個
々
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
生
産
性

が
毎
年
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
料
金
の
見
直
し
が

あ
り
う
る
。

④
料
金
設
定
に
関
し
て
は
、
A
N
A
S
と
特
許
会
社
が

契
約
当
事
者
で
あ
る
が
、
経
済
財
政
省
が
所
管
す
る
C

I
P
E

(経
済
計
画
省
庁
間
委
員
会

"首
相
主
宰
で
経

済
財
政
･
生
産
活
動
両
大
臣
及
び
関
係
大
臣
が
参
加
)

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
と
し
て
決
定
権
限
を
持
つ
。

2

契
約
見
直
し
に
お
け
る
料
金
設
定
に
係
る
問
題

料
金
設
定
に
係
る
一
九
九
人
~
二
〇
〇
二
年
の
A
N
A

S
と
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
社
間
の
五
年
契
約
が
満
了
し
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
新
し
い
料
金
設
定
ス
キ
ー
ム
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
社
は

プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
新
し
い
契
約

を
提
案
、
A
N
A
S
も
そ
の
契
約
書
に
は
サ
イ
ン
済
み
で

あ
る
。
し
か
し
、
経
済
財
政
省
の
サ
イ
ン
が
な
く
、
実
施

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
o

こ
れ
は
、
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
社
が
、
株
主
の
利
益
を

最
大
化
す
る
た
め
、
収
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
志
向
し

て
い
る
一
方
、
経
済
財
政
省
は
高
速
道
路
料
金
が
経
済
に

極
め
て
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
低
料
金
で
い
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
と
い
う
利
用
者
の
要
望
に
応
え

て
料
金
を
も
っ
と
安
く
せ
よ
と
い
う
考
え
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
。
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3

料
金
割
引

料
金
割
引
に
つ
い
て
は
契
約
上
は
可
能
だ
が
、
実
際
に

は
実
施
し
て
い
な
い
。
料
金
割
引
に
よ
っ
て
利
用
促
進
を

す
る
よ
う
な
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
イ
タ
リ
ア

の
高
速
道
路
の
料
金
は
安
く

(二
五
〇
皿
利
用
で
一
〇
ユ

ー
ロ

(約
一
、
三
〇
〇
円
)、
注

…
日
本
の
高
速
自
動
車

国
道
で
は
六
、
六
〇
〇
円
)、
む
し
ろ
交
通
量
を
減
ら
し

た
い
と
の
意
向
に
よ
る
。

た
だ
し
、
時
間
に
よ
っ
て
料
金
を
変
動
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
に
対
す
る
割
引
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
経
費
で
落
と
せ
る
た
め
、
割
引
に
つ
い
て
の
要
望
も
な

い
。四

テ
レ
パ
ス
(叫
の
布
団
の
の
"
日
本
の
E
T
C
)

1

テ
レ
パ
ス
の
現
況

テ
レ
パ
ス
の
普
及
率
は
現
在
四
五
%
で
、北
部
で
高
く
、

南
部
は
低
い
。

一
九
九
〇
年
の
導
入
後
、
二
〇
〇
三
年
二
月
現
在
で
利

用
率
四
人
･
四
%
に
到
達
、
料
金
支
払
方
法
と
し
て
は
、

テ
レ
パ
ス
と
カ
ー
ド
自
動
払
い
を
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
自

動
収
受
が
六
五
･
七
%
を
占
め
る
。

2

テ
レ
パ
ス
の
普
及
促
進

ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
社
で
は
、
テ
レ
パ
ス
普
及
促
進
の

た
め
、
当
初
六
ヵ
月
間
に
つ
い
て
料
金
を
割
引

(
一
〇
回

通
行
で
一
回
無
料
)
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
普
及
促
進

目
的
以
外
の
テ
レ
パ
ス
に
関
す
る
割
り
に
つ
い
て
は
、
イ

タ
リ
ア
の
料
金
が
そ
も
そ
も
安
く
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
方
が

高
く
て
話
題
に
な
る
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
要
望
は
な

い
。な

お
、
身
体
障
害
者
に
対
し
て
は
、
要
望
を
受
け
て
車

載
器
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

3

二
輪
車
へ
の
対
応

二
輪
車
利
用
者
か
ら
は
テ
レ
パ
ス
利
用
に
対
す
る
強
い

要
望
が
あ
っ
た
が
、利
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、

正
規
料
金
の
二
0
%
し
か
料
金
を
払
わ
ず
に
通
行
す
る
者

が
出
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
二
年
前
か
ら
準
備
を
行
い
、

今
夏
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

車
載
器
に
つ
い
て
は
、
六
年
前
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
方
式

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
ハ
ン
ド
ル

や
タ
ン
ク
に
つ
け
た
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
な
ど
が
可

能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
二
輪
車
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
二

輪
車
と
普
通
車
は
料
金
が
同
額
で
あ
り
、
二
輪
車
の
シ
ェ

ア
と
設
置
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
上
で
車
と
同
じ
レ
ー
ン
と

し
た
。

二
輪
車
の
不
正
通
行
に
関
し
て
は
、
自
動
車
と
並
走
し

て
通
過
す
る
場
合
や
二
台
が
並
走
し
て
通
過
す
る
場
合
、

自
動
車
の
直
後
で
車
間
を
あ
げ
ず
に
通
過
す
る
場
合
等
に

つ
い
て
背
後
か
ら
写
真
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
り
ナ
ン
バ
ー

を
特
定
し
所
有
者
に
請
求
す
る
予
定
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
は
、
フ
ラ
ン
ス
･
イ
タ
リ
ア
両
国
の
高
速

道
路
の
料
金
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
収
集
で
き
た

と
と
も
に
、
E
T
C
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
が
で

き
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
非
常
に
真
摯
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
両
国
の
関
係

機
関
の
皆
様
と
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。



へ
道
路
局
路
政
課
の
先
輩
係
員
ダ
イ
ス
ケ
、
後
輩
係
員
や

す
お
の
お
昼
休
み
の
一
コ
マ
〉

や
す
お

先
輩
、
お
昼
は
ま
た
下
の
売
店
の
お
弁
当
で
す

か
?

せ
っ
か
く
道
路
局
が
関
係
す
る
四
本
の
法
律
が

国
会
で
可
決
さ
れ
た
ん
だ
か
ら
、
た
ま
に
は
外
に
お
昼

に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
よ
ぉ
~
。
こ
こ
半
年
く
ら

い
、
法
案
の
作
業
で
お
昼
は
お
弁
当
ば
っ
か
り
、
飽
き

ち
ゃ
い
ま
し
た
。
う
う
、
お
日
様
の
下
に
、
出
た

い

･
･
･
。

ダ
イ
ス
ケ

法
改
正
作
業
は
ご
苦
労
だ
っ
た
ね
。
わ
か
っ

た
わ
か
っ
た
、
今
度
ナ
オ
コ
係
長
の
目
を
盗
ん
で
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
に
行
こ
う
。そ
う
言
え
ば
や
す
お
君
、

最
近
バ
イ
ク
を
買
っ
た
ん
だ
っ
て
?

休
み
の
日
は
お

日
様
の
下
で
か
っ
飛
ば
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
?

や
す
お

い
や
、
雨
が
降
っ
た
り
で
、
そ
れ
も
ま
ま
な
ら

な
い
ん
で
す
よ
。
あ
、
で
も
、
今
度
神
戸
ま
で
バ
イ
ク

で
帰
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
名
~
名
神
に

乗
っ
て
。
そ
う
だ
、
第
二
束
名
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
で
き

る
の
か
な
あ
?

新
聞
紙
上
で
は
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て

ま
す
が
。

ダ
イ
ス
ケ

お
い
お
い
、
そ
こ
ら
へ
ん
、
ま
さ
に
今
国
会

で
成
立
し
た

｢高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
｣
で
審
議
さ
れ
た

じ
ゃ
な
い
か
。
法
改
正
の
内
容
、
ち
ゃ
ん
と
憶
え
て

る
?

や
す
お

も
ち
ろ
ん
憶
え
て
ま
す
よ
!

今
回
の
法
改
正

は
、
特
殊
法
人
改
革
の
一
環
で
、
日
本
道
路
公
団
の
民

営
化
を
に
ら
ん
だ
改
正
で
す
よ
ね
。
え
え
っ
と
、
確
か
、

日
本
道
路
公
団
に
代
わ
る
新
た
な
会
社
に
よ
る
高
速
自

動
車
国
道
の
整
備
を
補
完
す
る
た
め
に
、
国
と
地
方
の

費
用
負
担
に
よ
る
新
た
な
直
轄
事
業
方
式
を
導
入
し
た

ん
で
す
よ
ね
。
具
体
的
な
負
担
割
合
は
、
高
速
自
動
車

国
道
の
新
設
、
改
築
に
つ
い
て
、
国
が
四
分
の
三
、
都

道
府
県
又
は
指
定
市
が
四
分
の
ち

で
も
、
北
海
道
は

国
が
一
〇
分
の
八
･
五
、
沖
縄
は
一
〇
分
の
九
･
五
っ

て
、
政
令
で
決
め
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
、
で
も
、
今
ま

で
は
高
速
自
動
車
国
道
は
日
本
道
路
公
団
が
料
金
収
入

で
作
っ
て
い
た
か
ら
、
都
道
府
県
の
負
担
は
な
か
っ
た

ん
で
す
よ
ね
え
。
都
道
府
県
は
急
に
負
担
が
増
え
ち
ゃ

っ
て
、
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
う
か
?

ダ
イ
ス
ケ

こ
ら
こ
ら
、
こ
れ
も
国
会
で
よ
く
質
問
さ
れ

た
で
し
ょ
う
?

ま
ず
、
今
回
は
、
新
た
な
地
方
負

担
の
導
入
を
踏
ま
え
て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備

計
画
策
定
段
階
で
都
道
府
県
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
規
定
を
設
け
た
ん
だ
。
さ
ら
に
、

今
回
の
法
改
正
の
中
に
は
直
接
出
て
こ
な
い
ん
だ
け

ど
、
別
途
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
譲
与
割
合
を
四
分
の

一
か
ら
三
分
の
一
に
引
き
上
げ
て
、
市
町
村
の
自
動
車

重
量
譲
与
税
を
約
九
三
〇
億
円
増
加
さ
せ
る
。
併
せ
て

地
方
道
路
譲
与
税
の
都
道
府
県
と
市
町
村
の
配
分
割
合

を
見
直
し
て
、最
終
的
に
都
道
府
県
が
約
四
五
〇
億
円
、

市
町
村
が
約
四
人
0
億
円
の
財
源
増
に
な
っ
て
い
る
ん

だ
。
こ
う
や
っ
て
地
方
財
政
に
も
配
慮
し
て
い
る
ん
だ

r
●0

や
す
お

そ
う
か
、
確
か
、
新
直
轄
方
式
は
総
額
三
兆
円
、

平
年
度
ベ
ー
ス
で
毎
年
二
、
0
0
0
億
円
を
目
途
っ
て

言
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
毎
年
度
の
事
業
費
二
、
0
0
0

億
円
の
う
ち
、
都
道
府
県
の
負
担
は
そ
の
四
分
の
-だ

か
ら
、
約
五
〇
〇
億
円
。
後
進
地
特
例
等
も
考
慮
す
る

と
、
ト
ー
タ
ル
で
そ
の
負
担
に
見
合
う
財
源
移
譲
が
な

さ
れ
て
い
る
、
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
そ
う
。法
改
正
の
中
身
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

関
連
す
る
制
度
改
正
全
体
の
枠
組
み
を
理
解
す
る
よ
う

遭
難
濃
令
関
係
黛
纖
ゑ

高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課



に
し
な
く
ち
ゃ
ね
。

や
す
お

で
も
、
実
際
、
ど
こ
の
高
速
自
動
車
国
道
を
整

備
す
る
ん
で
す
か
?

第
二
束
名
、
で
き
る
ん
で
す
か

ね
え
。

ダ
イ
ス
ケ

新
直
轄
方
式
で
ど
こ
を
整
備
す
る
か
は
、
実

際
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
、
夏
以
降

に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会

議
の
場
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

具
体
的
な
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。

や
す
お

で
も
、
今
回
の
新
直
轄
方
式
は
、
日
本
道
路
公

団
の
民
営
化
を
視
野
に
入
れ
て
導
入
さ
れ
た
ん
で
し
ょ

う
?

っ
て
こ
と
は
や
は
り
、
整
備
の
必
要
性
は
高
い

け
れ
ど
、
採
算
性
等
を
考
え
る
と
新
た
な
会
社
が
で
き

そ
う
も
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
、
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で

し
ょ
う
か
ね
え
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
だ
ね
。
法
案
審
議
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
け
ど
、
高
速
自
動
車
国
道
整
備

に
つ
い
て
の
関
心
は
、
と
っ
て
も
高
い
。
参
議
院
国
土

交
通
委
員
会
で
も
、
民
主
党
等
の
提
案
で
、
高
速
自
動

車
国
道
の
早
期
整
備
の
必
要
性
な
ど
を
内
容
と
す
る
附

帯
決
議
が
議
決
さ
れ
た
ん
だ

(別
添
)。
ま
あ
、
で
も
、

民
営
化
に
関
し
て
言
え
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
制
度
設

計
を
煮
詰
め
て
い
く
と
こ
ろ
。
具
体
的
な
法
案
化
も
含

め
て
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
が
と
っ
て
も
重
要
な
ん
だ
よ
。

や
す
お
君
に
も
、
期
待
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
。

や
す
お

そ
う
か
、
う
~
ん
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
ま
た

制
度
設
計
や
法
案
の
検
討
で
、た
い
へ
ん
な
ん
だ
な
あ
。

そ
う
だ
、
や
っ
ぱ
り
今
の
う
ち
に
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
て
、
精
力
を
つ
け
な
く
っ
ち
ゃ
!

先
輩
、
外
メ
シ

に
行

っ
て
パ
ワ
ー
つ
け
ま
し
ょ
う
よ
ぉ
o

ダ
イ
ス
ケ

わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
。
た
ま
に
は
気
分
転
換

に
、
日
比
谷
公
園
に
で
も
行
っ
て
み
よ
う
か
。

や
す
お

日
比
谷
公
園
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
に
、
僕
行

く
の
初
め
て
で
す
よ
~
。
都
会
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な

っ
た
っ
て
気
が
し
ま
す
ね
え
!

別
添高

速
自
動
車
国
道
法
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
五
年
四
月
二
十
四
日

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

一

高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
、
真
に
必
要
な
も
の
は

有
料
道
路
方
式
及
び
新
直
轄
方
式
の
二
つ
の
整
備
ス
キ

ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
整
備
を
進
め

る
こ
と
。

二

有
料
道
路
方
式
を
活
用
し
た
建
設
ス
キ
ー
ム
に
つ
い

て
制
度
設
計
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
債
務
の
確
実
な

返
済
を
確
保
し
た
上
で
、
道
路
料
金
収
入
を
適
切
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
必
要
な
高
速
道
路
が
よ
り

少
な
い
財
政
負
担
で
早
期
か
つ
確
実
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
o

三

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
、
他
の
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る

も
の
で
あ
り
、適
切
に
計
画
･
整
備
･
管
理
す
る
こ
と
。



道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

大
野
係
員

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
課
長
に
説
明
し
て

い
た
だ
く
と
よ
く
理
解
で
き
ま
す
ね
。

渡
邊
課
長

た
ま
に
は
私
の
出
番
も
な
い
と
ね
。

坂
上
係
員

ふ
ん
っ
!

ど
う
せ
私
は
説
明
が
、
へ
･
夕
･
で
･

す

･
よ
。

大
野
係
員

そ
ん
な
ぁ
、
ふ
て
く
さ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。
坂

上
さ
ん
の
指
導
が
あ
っ
て
、
今
の
僕
が
あ
る
ん
で
す
か

ら
。
感
謝
し
て
ま
す
。

坂
上
係
員

そ
う
そ
う
、
そ
う
よ
ね
。
感
謝
し
て
も
ら
わ
な
く
っ

ち
ゃ
。
そ
も
そ
も
、
就
職
し
た
頃
の
大
野
君
は

!
。

大
野
係
員

(や
ば
い
、
始
ま
っ
て
し
ま
う
。
話
を
そ
ら
さ
な
き

ゃ
。)
坂
上
さ
ん
、
実
は
も
う

一
つ
案
件
が
あ
る
ん
で

す
が
。

渡
邊
課
長

こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
交
差
点
や
接
続
点
が
特
に
交

通
事
故
を
招
き
や
す
い
場
所
で
あ
る
か
ら
、
運
転
手
に

無
用
な
心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
、
運
転
手
の
視
線
を
誘

導
す
る
可
能
性
が
あ
る
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
ん
だ
よ
。
ま
た
、
信

号
機
や
道
路
標
識
の
視
認
性
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ

り
、
交
通
安
全
上
も
問
題
が
あ
る
ね
。

そ
も
そ
も
、
道
路
の
占
用
は
、
道
路
の
敷
地
外
に
余

地
が
な
く
や
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
道
路
の
構

造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
物
件
で
あ

る
限
り
に
お
い
て
、許
可
さ
れ
る
性
質
の
も
の
だ
か
ら
、

今
回
の
広
告
塔
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
も
の
と
考
え
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

坂
上
係
員

(ま
た
、
課
長
に
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
。)
課
長
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
分
か
り
ま
し
た
か
な
、
大
野
君
。

(前
回
の
続
き
か
ら
)

坂
上
係
員

こ
れ
か
ら
お
も
し
ろ
い
話
を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

に
。
つ
ま
ら
な
い
わ
ね
、
も
う
。
そ
れ
で
も
う
一
つ
の

案
件
と
い
う
の
は
何
?

大
野
係
員

ち
ょ
っ
と
細
か
く
な
り
ま
す
け
ど
。
こ
の
間
、
あ
る

上
空
通
路
に
関
係
す
る
相
談
を
受
け
た
と
こ
ろ
な
ん
で

す
。相

談
者
は
デ
パ
ー
ト
の
経
営
者
で
し
て
、
ち
ょ
う
ど

道
路

(注

指
定
区
間
内
国
道
で
あ
る
。)
を
挟
ん
で

デ
パ
ー
ト
の
本
館
と
新
館
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
上
空

通
路
で
連
結
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
上
空
通
路
が

で
き
れ
ば
、
デ
パ
ー
ト
利
用
者
に
よ
る
道
路
の
横
断
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
通
路
下
の
道
路
交
通
の
円
滑
化

に
寄
与
で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

坂
上
係
員

こ
の
通
路
の
概
要
は
?

大
野
係
員

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
え
ー
、
こ
の
通
路
の

最
下
部
か
ら
歩
道
路
面
か
ら
ま
で
の
距
離
は
六
m
あ
り

ま
す
。
設
置
を
希
望
し
て
い
る
場
所
は
、
交
差
点
の
す

ぐ
そ
ば
で
、
高
さ
四
･
五
m
の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。

通
路
に
は
、
消
防
法
や
建
築
基
準
法
等
道
路
占
用
以

外
の
観
点
か
ら
の
基
準
は
満
た
し
て
い
て
、
通
常
備
え

ら
れ
る
安
全
性
及
び
耐
久
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で



す
。
そ
う
そ
う
、
外
壁
の
色
は
白
で
す
。

路
上
に
設
置
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま

坂
上
係
員

す
。

概
要
は
分
か
っ
た
わ
。
そ
れ
で
は
、
占
用
許
可
基
準

と
の
適
合
性
に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
大
野
君
の
考
え
を
聞
か
せ
て
。

大
野
係
員

上
空
通
路
の
占
用
許
可
基
準
と
し
て
は
、
道
路
法
第

三
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
基
準
の
ほ
か
に
具

体
的
な
基
準
を
定
め
た
通
達
が
あ
り
ま
す

(｢道
路
の

上
空
に
設
け
る
通
路
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
｣
(昭
和

三
二
年
七
月
一
五
日
付
け
建
設
省
発
住
第
三
七
号
、
国

消
発
第
八
六
0
号
、
警
察
庁
乙
備
発
第
一
四
号
建
設
事

務
次
官
、
国
家
消
防
本
部
長
、
警
察
庁
次
長
通
達
)

か
ら
、
道
路
の
占
用
を
許
可
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
基
準
と
の
適
合
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
上
係
員

そ
の
と
お
り
ね
。
続
け
て
。

,

大
野
係
員

道
路
法
第
三
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
基
準

と
の
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
す
と
、
物
件
該

当
性
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
三
二
条
第
一
項
第
五
号

に
規
定
す
る

｢通
路
｣
に
該
当
し
ま
す
ね
。

無
余
地
性
に
つ
い
て
は
、
本
通
路
が
、
道
路
の
両
側

に
あ
る
同
一
目
的
の
施
設
を
上
空
通
路
で
連
結
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
目
的
を
達
成
す
る
施
設
で
あ
る
か
ら
、
遣

す
。

坂
上
係
員

そ
の
調
子
、
そ
の
調
子
。

大
野
係
員

(調
子
が
出
て
き
た
ぞ
。)
次
に
道
路
法
施
行
令
や
上

空
通
路
の
通
達
に
よ
る
許
可
基
準
と
の
適
合
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
ま
す
。

占
用
物
件
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施
行
令
第

一
四
条
第

一
項
第
百
万
の
適
用
が
あ
り
、
｢倒
壊
、
落

下
、
は
く
離
、
汚
損
、
火
災
、
荷
重
、
漏
水
等
に
よ
り

道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い

よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
｣
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
の
通
路
は
、
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
及
び
耐
久
性

が
認
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
問
題
は
無
い
で

す
ね
。

坂
上
係
員

構
造
に
問
題
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
通
路

を
設
置
し
た
後
で
も
、
こ
の
通
路
の
維
持
管
理
が
い
つ

も
適
切
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
許
可
条
件
に

そ
の
よ
う
な
内
容
を
明
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ね
。

大
野
係
員

あ
っ
、
そ
う
か
。
分
か
り
ま
し
た
、
坂
上
さ
ん
。
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す

(メ
モ
し
な
き
や
)
。

次
、
続
け
て
い
い
で
す
か
?

坂
上
係
員

ど
ん
ど
ん
行
き
ま
し
ょ
う
o

(こ
の
頃
つ
づ
く
)



神
奈
川
国
道
一
三
八
号
土
石
流
自
動
車
転
落
事
故

い
る
。

損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
五
年
四
月
一
七
日

横
浜
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
中
、
国
道

一
三
八
号
を
走
行
し
て
い
た
普
通
乗
用
車
が
、
橋
梁
上
で

土
石
流
の
直
撃
を
受
け
、
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
下
の
川
に
転

落
し
、
運
転
者
が
死
亡
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
被
害
者
の

遺
族
が
、
事
故
の
原
因
は
、
転
落
防
護
設
備
の
不
備
及
び

通
行
規
制
の
遅
滞
に
あ
り
国
道
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
と
し
て
、
国

(実
際
の
管
理
者
は
神
奈
川
県
、
以

下

｢被
告
｣
は
、
神
奈
川
県
を
指
す
。)
に
対
し
国
家
賠

償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
も
の

で
あ
る

(請
求
額
…
一
億
円
)。

本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
の
状
況
は
、
北
側
か

ら
は
急
峻
な
崖
が
迫
り
、
下
に
は
南
北
に
通
じ
る
沢
が
あ

り
、
こ
れ
を
東
西
に
跨
ぐ
形
で
本
件
橋
梁
が
設
置
さ
れ
て

2

原
告
の
主
張

被
告
は
、
本
件
土
石
流
発
生
に
つ
い
て
予
見
可
能
性
が

な
か
っ
た
旨
主
張
す
る
が
、
本
件
に
お
い
て
、
被
告
の
責

任
を
根
拠
づ
け
る
予
見
可
能
性
と
は
、
い
つ
、
ど
の
箇
所

で
土
石
流
が
発
生
す
る
か
と
い
う
定
量
的
な
予
見
可
能
性

で
は
な
く
、
本
件
沢
付
近
に
お
い
て
台
風
等
に
よ
る
大
雨

が
降
っ
た
場
合
に
、
土
石
流
等
が
発
生
し
、
道
路
を
襲
う

可
能
性
が
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
定
性
的
な
予
見
可
能
性
で

足
り
る
。
し
か
る
に
、
本
件
沢
付
近
は
、
急
峻
に
落
ち
込

ん
で
い
る
斜
面
で
あ
り
、
被
告
が
実
施
し
た
調
査
に
お
い

て

｢土
石
流
危
険
渓
流
｣
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
過
去
に

も
地
震
等
に
よ
る
崩
壊
の
前
歴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
等
か

ら
土
石
流
発
生
に
つ
き
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
り
、
被
告
に
お
い
て
は
、
本
件
土
石
流
に
よ
っ
て

本
件
道
路
の
通
行
車
両
が
崖
下
に
転
落
し
な
い
よ
う
防
護

施
設
を
設
置
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
告
は
、

降
雨
時
に
お
け
る
通
行
規
制
に
つ
い
て
、
実
施
基
準
を
時

間
雨
量
五
0
ミ
リ
又
は
連
続
雨
量
二
8

ミ
リ
に
達
し
た

時
と
定
め
て
い
る
が
、
本
件
事
故
は
当
該
基
準
を
わ
ず
か

に
超
え
た
雨
量
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
該
基
準
の

設
定
に
は
瑕
疵
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
本
件
事
故

当
時
、
正
時

(0
0
分
)
に
お
け
る
雨
量
で
通
行
規
制
実

施
の
判
断
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
被
告
の
土
木
事

務
所
に
お
い
て
は
一
時
間
雨
量
の
ほ
か
一
〇
分
間
雨
量
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
正
時
に
お
け

る
雨
量
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
一
〇
分
毎
に
計
測
時

点
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
時
間
雨
量
を
計
算
し
て
基
準
雨
量

に
達
す
る
時
間
を
予
測
し
、
予
測
が
で
き
た
時
点
で
速
や

か
に
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
基
準
の
運
用
に

も
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

3

被
告
の
主
張

原
告
は
、
土
石
流
発
生
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
は
定

性
的
な
も
の
で
足
り
る
と
し
、
被
告
に
は
本
件
土
石
流
発

生
に
つ
き
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
旨
主
張
す
る
が
、
本
件

沢
付
近
の
地
質
が
崩
壊
し
や
す
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は

本
件
事
故
後
の
調
査
に
よ
っ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
こ

と
、
過
去
に
本
件
沢
付
近
で
土
砂
が
道
路
に
流
出
し
た
と

の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、
本
件
土
石
流
は
観
測
史

上
例
を
見
な
い
異
常
な
降
雨
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
等
か
ら
被
告
に
は
本
件
土
石
流
発
生
に
つ
い
て

予
見
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

本
件
土
石
流
が
通
常
の
流
下
経
路
を
外
れ
て
本
件
道
路
を

直
撃
す
る
こ
と
は
、
土
石
流
に
関
す
る
当
時
の
研
究
や
防

は

神
奈
川
国
道
一
三
人
号
土
石
流
自
動
車
転
落
事
故

　

　

　
　

　　
　

損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



災
点
検
の
レ
ベ
ル
か
ら
し
て
予
測
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か

そ
の
分

(九
割
)
に
つ
い
て
は
被
告
に
責
任
を
負
わ
せ
る

防
護
施
設
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
道
路
管
理

ら
、
本
件
事
故
当
時
、
土
石
流
防
護
施
設
を
設
置
し
て
い

の
は
相
当
で
は
な
い
か
ら
、
賠
償
額
か
ら
減
額
す
る
。

の
瑕
疵
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
被
告
に
道
路
の
設
置
又
は
管

理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
通
行
規
制

5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

②

通
行
規
制
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

実
施
基
準
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
当
該
基
準
を
見
直
す
べ

き
事
象
は
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
基
準
設
定
に
瑕
疵

は
な
く
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
も
、
本
件
事
故
当
時
は
、

本
件
事
故
発
生
一
時
間
前
ま
で
の
連
続
雨
量
及
び
時
間
雨

量
の
推
移
か
ら
正
時
に
お
け
る
時
間
雨
量
に
よ
り
規
制
実

施
の
判
断
を
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
〇
分
間

雨
量
を
も
と
に
時
間
雨
量
を
計
算
す
る
こ
と
は
全
く
不
可

能
で
は
な
い
も
の
の
、
期
待
し
が
た
く
、
実
際
行
っ
た
と

し
て
も
現
地
で
の
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置
等
の
時
間
を
考
慮
す

る
と
本
件
事
故
発
生
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
運
用
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
も
い
え
な
い
。

4

判
決
の
要
旨

被
告
に
お
い
て
、
本
件
沢
付
近
で
土
石
流
が
発
生
し
、

本
件
橋
梁
上
を
通
過
す
る
こ
と
を
予
見
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
防
護
施
設
を
設
置
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、
通
行
規
制
の
実
施
に
つ
い

て
、
一
〇
分
間
雨
量
を
も
と
に
時
間
雨
量
を
計
算
し
、
通

行
規
制
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
道
路
管
理
上
の
瑕

疵
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
件
事
故
は
観
測
史

上
例
を
見
な
い
異
常
な
降
雨
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、

5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

防
護
施
設
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

本
件
沢
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
本
件
事
故
発

生
以
前
に
降
雨
に
よ
っ
て
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
が
発
生

し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
や
本
件
沢
付
近
の
地
質
は
多
量

の
降
雨
が
あ
っ
た
場
合
に
は
土
砂
の
崩
壊
が
あ
り
、
土

石
流
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
こ
と
等
か
ら
本
件

沢
に
お
い
て
多
量
の
降
雨
が
あ
っ
た
場
合
、
土
石
流
発

生
の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
被
告
の
調
査
に

お
い
て
本
件
沢
同
様

｢土
石
流
危
険
渓
流
｣
に
指
定
さ

れ
た
箇
所
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件

事
故
が
発
生
し
た
平
成
三
年
よ
り
前
に
被
告
に
お
い
て

本
件
沢
が
管
内
の
他
の
沢
に
比
較
し
て
土
石
流
発
生
の

可
能
性
が
高
く
、
本
件
橋
梁
に
土
石
流
防
護
施
設
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
で
き
た
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
本
件
土
石
流
は
ボ
ブ
ス
レ
ー
現
象
と
い
わ

れ
る
現
象
に
よ
り
、
通
常
の
流
下
経
路
を
は
ず
れ
、
沢

を
蛇
行
し
な
が
ら
流
下
し
、
本
件
橋
梁
の
直
近
で
直
進

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
専
門
家
に
限
ら
れ
た
知

識
で
あ
り
、
一
般
に
設
計
基
準
に
ま
で
明
記
さ
れ
る
に

至
っ
て
は
い
な
い
た
め
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
こ
の

現
象
を
予
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本

件
事
故
当
時
、
被
告
が
本
件
橋
梁
に
現
在
あ
る
よ
う
な

②

通
行
規
制
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

原
告
は
被
告
の
通
行
規
制
の
実
施
基
準
の
設
定
が
不

合
理
で
あ
る
旨
主
張
す
る
が
、
過
去
に
当
該
基
準
雨
量

の
僅
差
で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
た
こ
と
は
な
い

こ
と
や
当
該
基
準
は
全
国
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
数
値

で
あ
る
こ
と
等
か
ら
基
準
の
設
定
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
本
件
事
故
当
時
、
被

告
が
一
〇
分
間
雨
量
を
も
と
に
通
行
規
制
実
施
の
判
断

を
行
い
、
こ
れ
を
通
行
規
制
業
者
に
直
ち
に
連
絡
し
て

い
れ
ば
、
被
害
者
が
本
件
規
制
区
間
に
進
入
す
る
前
に

通
行
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
は
否
定

し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
告
に
お
い
て
、
直
近
ま

で
の
時
間
雨
量
及
び
連
続
雨
量
の
推
移
か
ら
一
時
間
以

内
に
二
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
降
雨
が
あ
る
と
は
考
え

ず
、
一
〇
分
間
雨
量
を
も
と
に
通
行
規
制
を
行
う
体
制

を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
で

あ
る
。
た
だ
し
、
本
件
事
故
は
観
測
史
上
例
を
見
な
い

異
常
な
降
雨
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
そ
の
割
合
は

九
割
を
下
ら
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
分
は
被
告
が
賠
償
す

べ
き
額
か
ら
減
額
す
る
。



新
潟
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
｢朱
鷺
メ
ッ
セ
｣

輯薹

こ
ん
に
ち
は
、
新
潟
県
東
京
事
務

所
の

｢と
ん
び
｣
畑
山
で
す
。

上
越
新
幹
線

｢と
き
｣
で
東
京
か

ら
新
幹
線
利
用
で
約
一
〇
〇
分
の
位

置
に
あ
る

｢新
潟
｣。
｢新
潟
｣
か
ら

皆
様
は
ど
ん
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
旨
さ
抜
群
の
新

潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
の
!
!
が
代
表

す
る
淡
麗
辛
口
の
お
酒
、
日
本
海
に

沈
む
夕
日
、
ま
ち
を
白
一
色
に
飾
る

雪
、
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

(新
潟
ス
タ
ジ

ア
ム
)
に
観
客
四
万
人
以
上
を
集
め
、

J
2
で
活
躍
す
る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟

l

o

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
、
五

月

一
日
オ
ー
プ
ン
し
た
ニ
ュ
ー
フ
ェ

イ
ス
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は

｢信
濃
川
に
浮
か
ぶ
船
｣
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

新
潟
県
東
京
事
務
所

畑
山

武
志

ン
タ
ー

｢朱
鷺
メ
ッ
セ
｣
で
す
。

◇
は
じ
め
に

県
庁
所
在
市
で
あ
る
新
潟
市
は
、

江
戸
時
代
に
は
日
本
海
海
運
の
拠
点

と
し
て
賑
わ
い
、
一
八
六
八
年
、
開

港
五
港
の
一
つ
と
し
て
開
港
し
、
今

年
で
一
三
五
年
を
迎
え
る
新
潟
港

(西
港
)
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た

｢み
な
と
ま
ち
｣
で
す
。
北
陸
、
関

越
、
磐
越
自
動
車
道
や
上
越
新
幹

線
、
ま
た
空
路
も
国
際
線
八
路
線
、

国
内
線
は
札
幌

･
大
阪

･
福
岡
な

ど
定
期

･
季
節
便
併
せ
て
九
路
線

が
就
航
し
、
広
域
高
速
交
通
網
が

整
備
さ
れ
た
交
通
拠
点
と
し
て
発

展
を
続
け
る
人
口
約
五
三
万
人
の

日
本
海
側
最
大
の
都
市
で
す
。

鬮讓露露鬮鬘褻も
湖新潟駅から車で約5分
鷲新潟空港から車で約20分
希北陸自動車道新潟亀田l.Cから車で約10分

◇
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
位
置

新
潟
駅
か
ら
徒
歩
二
〇
分
の
と
こ

ろ
に
あ
る

｢朱
鷺
メ
ッ
セ
｣
は
、
新

潟
市
万
代
島
地
区
の
信
濃
川
と
日
本

海
が
出
会
う
位
置
に
あ
り
、
三
方
を

水
に
囲
ま
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

朱
鷺
メ
ッ
セ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

　　
　

⑭　れ

新
潟
駅
か
ら
バ
ス
で
一
〇
分
、
車
で

五
分
で
す
。
ま
た
、
新
潟
空
港
か
ら

車
で
二
〇
分
。
高
速
道
路
で
は
新
潟

中
央
イ
ン
タ
ー
か
ら
二
〇
分
で
す
。

◇
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
特
徴

朱
鷺
メ
ッ
セ
は
、
国
際
展
示
場
な

ど
が
配
置
さ
れ
た
低
層
部
の

｢新
潟

コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ

ン
タ
ー
｣
、
ホ

テ
ル
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
高
層
部
の

｢万
代
島
ビ
ル
｣
か
ら
な
り
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
ホ
テ
ル
、

オ
フ
ィ
ス
を
一
体
化
さ
せ
た
の
が
最

大
の
特
徴
で
す
。

一
体
化
に
よ
り
移
動
に
費
や
さ
れ

西から東から



て
い
た
時
間
が
、
交
流
、
滞
在
の
時

間
に
変
わ
り
、
更
な
る
新
た
な
出
会

い
に
つ
な
が
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
は
、
二
一
世
紀

の
日
本
海
大
交
流
時
代
に
お
け
る
新

潟
の
地
位
を
高
め
、
さ
ら
に
世
界
へ

新
潟
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
官
民
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
万
代
島
再

開
発
事
業
の
中
核
施
設
で
あ
り
、
新

幹
線
、
高
速
道
路
、
空
港
に
近
接
し

た
国
内
外
へ
の
高
速
交
通
網
の
結
節

点
と
い
う
立
地
特
性
を
活
か
し
て
、

県
が
国
際
展
示
場
、
会
議
場
を
、
民

間
事
業
者
が
ホ
テ
ル
、
業
務
ビ
ル
を

そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
た
全
国
的
に
も
例

の
な
い
複
合
施
設
と
し
て
、
関
係
者

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

◇
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
施
設

そ
れ
で
は
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
自
慢
の

施
設
を
低
層
部
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ

、リ
ノoま

ず
は
主
要
施
設
の

｢国
際
展
示

場
｣
で
す
。
展
示
面
積
は
、
日
本
海

側
最
大
の
七
、
八
〇
〇
話
で
す
。
柱

が
な
い
天
井
高
平
均
二
二
m
の
ゆ
と

り
の
大
空
間
は
、
二
分
割
、
三
分
割

も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
一
万
人
規
模

の
大
会
、
見
本
市
、
展
示
会
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
国
際
会
議

場
で
す
。
国
際
会
議
場
に
は
五
〇
〇

人
収
容
の

｢国
際
会
議
室
｣
、

｢

0
0
0
人
収
容
の

｢
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
｣
、
中
小
会
議
室
が
あ
り
、
国
際

会
議
室
と
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
は
六
ヵ

国
語
に
対
応
可
能
な
同
時
通
訳
ブ
ー

ス
を
常
設
し
、
国
際
会
議
室
に
は
三

〇
〇
イ
ン
チ
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
は

二
〇
〇
イ
ン
チ
の
昇
降
式
ス
ク
リ
ー

ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

次
に
高
層
部
の
万
代
島
ビ
ル
は
、

三
、
四
階
及
び
二
二
階
か
ら
三
〇
階

が
ホ
テ
ル
、
二
階
及
び
六
階
か
ら
二

〇
階
ま
で
が
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
、
そ

の
高
さ
が
約
一
四
0
m
で
日
本
海
側

随
一
で
す
o

五
階
の
県
立
万
代
島
美

鵤

術
館
は
、
国
際
的
な
文
化
交
流
の
拠

2

点
と
し
て
七
月
三
百
]に
オ
ー
プ
ン

律

し
ま
す
。
ホ
テ
ル
で
は
宿
泊
や
小
規

道

模
な
バ
ン
ケ
ッ
ト
も
行
え
る
都
市
型

の



ホ
テ
ル
で
す
し
、
オ
フ
ィ
ス
に
は
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
を
目

的
と
す
る

｢新
潟
産
業
創
造
機
構
｣

や
新
潟
市
内
に
あ
っ
た
国
際
化
に
関

連
し
た
機
関
や
団
体
が
移
転
し
て
入

居
し
て
い
ま
す
の
で
、
相
乗
効
果
や

利
便
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
上
階
の
三
一
階
に
あ
る
展

望
室

(料
金
無
料
で
す
。)
か
ら
の

三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
と
美
し
い

日
本
海
の
夕
日
や
佐
渡
ま
で
一
望
で

き
る
眺
望
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設

を
結
び
一
体
化
さ
せ
る
幅
一
0
m
、

高
さ
六
m
、
全
長
三
五
0
m
ガ
ラ
ス

張
り
の
屋
内
連
絡
通
路

｢
エ
ス
ブ
ラ

ナ
ー
ド
｣
で
は
、
信
濃
川
の
景
観
を

楽
し
め
る
憩
い
の
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◇
新
潟
の
シ
ン
ボ
ル
万
代
橋

新
潟
市
の
真
ん
中
を
流
れ
る
信
濃

川
に
は
多
く
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
六
運
の
ア
ー

チ
を
も
つ
｢万
代
橋
｣
を
紹
介
し
ま

,し
ま
う
0

ぱ
ん
だ
い

明
治
一
九
年
三

月
に
初
代
萬
代

ぱ
し橋

は
個
人
所
有
の
有
料
橋
と
し
て
架

け
ら
れ
、
そ
の
後
、
明
治
三
四
年
に

県
が
買
い
取
り
無
料
橋
と
な
り
、
い

ま
架
か
っ
て
い
る
橋
は
、
昭
和
四
年

八
月
に
架
け
替
え
ら
れ
た
三
代
目
の

万
代
橋
で
す
。
橋
長
三
〇
七
m
、
幅

員
三
一
･
九
m
、
総
工
費
二
四
〇
万

円
。
当
時
の
県
予
算
は
一
三
九
万
円

で
す
か
ら
、
大
変
重
要
な
架
け
替
え

工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま

す
。
ま
た
、
文
化
的
価
値
の
高
い
近

代
土
木
遺
産
と
し
て
平
成
一
四
年
一

一
月
二
三
日
に
、
日
本
人
技
術
者
に

よ
る
初
の
空
気
潜
函
工
法
の
採
用
な

ど
に
よ
り

｢選
奨
土
木
遺
産
｣
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
万
代
橋
の
強
さ
と
美
し
さ

新
潟
の
東
西
を
繋
ぐ
大
動
脈
と
し

て
地
域
の
交
通
を
支
え
る
万
代
橋

は
、
今
年
で
架
け
替
え
後
七
四
年
を

迎
え
ま
す
が
、
六
連
の
ア
ー
チ
は
、

昭
和
三
九
年

(
一
九
六
四
年
)
六
月

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7

･
5
の

｢新

潟
地
震
｣
の
際
も
ほ
と
ん
ど
被
害
が

無
か
っ
た
と
い
う
強
さ
を
持
っ
て
い

人
口
一
〇
万
人
当
た
り
病
院
数
は

ま
す
。
ま
た
、
橋
全
体
の
滑
ら
か
な

五
･
六
施
設
で
全
国
三
七
位
で
す
。

曲
線
と
、
中
央
か
ら
両
岸
に
向
か
っ

こ
の
広
い
県
土
を
結
ぶ
の
は
も
ち
ろ

て
小
さ
く
造
ら
れ
安
定
感
と
リ
ズ
ム

ん
、
病
院
ま
で
の
時
間
的
距
離
も
短

感
を
与
え
て
い
る
六
運
の
ア
ー
チ
は

縮
す
る
安
全
で
安
心
な
道
路
が
早
期

信
濃
川
の
水
面
と
相
ま
っ
て
美
し
い

に
使
え
る
よ
う
な
道
路
づ
く
り
を
頑

景
観
を
描
き
だ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
新
潟

(総
面
積
は
平
成
一
三
年
一
〇
月
一

の
夜
景
を
彩
り
、
特
に
そ
の
照
明
の

日
、
実
延
長
、
舗
装
率
は
平
成
一
二

色
は
夏
が
青
白
色
の
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ

年
四
月
一
日
、
病
院
は
平
成
三
一年

ド
ラ
ン
プ
で
、
冬
が
オ
レ
ン
ジ
色
の

一
〇
月
一
日
の
数
値
で
あ
る
)。

高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
で
強
さ
と

美
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
万
代
橋
を
照

ら
し
だ
し
て
い
ま
す
。

鐡
“
~
~
i
i
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◇
お
わ
り
に

総
面
積
が
全
国

第
五
位
の
新
潟
県

県
内
の
国
道
、
県

道
、
市
町
村
道
の

実
延
長
は
約
三

五
、
八
○
○
師
、

全
国
八
位
で
、
そ

の
舗
装
率
は
七

三
･
六
%
全
国
三

七
位
で
す
。ま
た
、



踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
、

同
じ
阿
呆
な
ら
踊
ら
に
や
そ
ん
そ
ん

｢出
身
は
?
｣
と
聞
か
れ
て

｢徳

島
で
す
。｣
と
答
え
る
と
、
｢あ
~
、

金
比
羅
さ
ん
、
坊
ち
ゃ
ん
の
温
泉
、

よ
さ
こ
い
祭
り
な
ん
か
が
あ
る
い
い

と
こ
ろ
よ
ね
。
｣
と
返
さ
れ
て
、

△さ
せ
椛
な

迄黛勢い嫌
も
ぎ笈

~

徳
島
県
東
京
事
務
所

徳
永

雅
彦

｢
!

(そ
れ
ら
は
｢四
国
｣
に
は

あ
る
が

｢徳
島
県
｣
に
は
な
い
。)

と
い
う
会
話
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。徳

島
県
人
は
、
鳴
門
の
渦
湖
、
祖鳴門の渦潮

谷
の
か
ず
ら
橋
、
す
だ
ち
に
鳴
門
わ

か
め
等
々
、
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思

っ
て
い
る
の
で
す
が
、

案
外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
説
明
す

る
と

｢
ヘ
ー
、
徳
島
県
な
ん
だ
。

と
か
返
さ
れ
た
り
し
て
、
や
っ
ぱ
り

｢
マ
イ
ナ
ー
｣
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
そ
こ
で
自
覚
し
た
り

し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
、
｢
と

ん
び
の
広
場
｣
に
投
稿
で
き
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
気
を
取

り
直
し
て
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

｢阿
波
踊
り
｣
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
必
見
-
･
本
場
の

｢阿
波
踊
り
｣

｢阿
波
踊
り
｣
と
い
え
ば
、
東
京

だ
と
高
円
寺
や
大
塚
が
有
名
で
す
。

そ
れ
以
外
に
も
各
地
で
催
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
阿
波
踊
り
の
｢阿
波
｣

が
示
す
と
お
り
、
元
々
は
徳
島
県

(阿
波
)
の
お
祭
な
の
で
す
。
約
四

〇
〇
年
前
に
は
じ
ま
っ
た
阿
波
踊
り

は
、
徳
島
県
内
で
も
も
ち
ろ
ん
各
市

町
村
で
、
夏
中
、
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
最

大
規
模
な
の
は
、
八
月
一
二
月
か
ら

一
五
日
ま
で
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
る

も
の
で
す
。
は
っ
き
り
い
っ
て
、
都

内
の
阿
波
踊
り
と
は
、
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
の
踊
り
子
達
と
お
客

さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。
(都
内
の
踊
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西から東から



り
が
、阿
波
踊
り
と
思
っ
て
い
る
方
、

一
度
、
御
覧
く
だ
さ
い
。
あ
ま
り
の

違
い
に
驚
き
ま
す
よ
。)

徳
島
県
民
は
、こ
の
日
の
た
め
に
、

さ
っ
さ
と
仕
事
を
切
り
上
げ
、
踊
り

を
練
習
し
、
し
っ
か
り
休
み
を
も
ぎ

取
る
な
ど
、
万
全
の
態
勢
で
挑
み
ま

す
。当

日
は
、
朝
か
ら
県
内
全
域
お
祭

モ
ー
ド
に
突
入
。
す
べ
て
は
、
阿
波

踊
り
の
た
め
に
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

例
え
、
踊
り
子
達
が
ま
ち
に
あ
ふ
れ

て
邪
魔
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
汽
車

が
踊
り
を
見
に
行
く
人
で
満
席
に
な

っ
て
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
光
景

な
ら
ば
苦
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ま
ち
に
ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま
っ
て

き
て
、
ど
こ
を
見
て
も
踊
り
子
達
が

今
か
今
か
と
出
番
を
待
つ
。
ち
ょ
っ

と
せ
わ
し
な
く
て
、
で
も
わ
く
わ
く

す
る
あ
の
感
じ
。
こ
れ
は
、
毎
年
の

阿
波
踊
り
の
時
期
に
し
か
感
じ
ら
れ

な
い
独
特
の
空
気
で
す
。

阿波踊り会館

◆
毎
日
踊
る
｢阿
波
踊
り
｣

県
内
客
も
県
外
客
も
い
っ
し
ょ
く

た
に
な
っ
て
見
た
り
、
踊
っ
た
り
、

か
け
声
を
だ
し
た
り
。
誰
で
も
が
、

覊
暗
な
く
入
れ
る
雰
囲
気
が
す
ご
く

い
い
の
で
す
。

徳
島
県
民
は
、
参
加
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
の
あ
る
人
は
、
拒
ん
だ
り

し
ま
せ
ん
。
動
き
が
変
で
も
リ
ズ
ム

悪
く
て
も
初
め
て
で
も
問
題
な
し
。

街
中
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
に
わ
か

達
が
勃
発
す
る
の
で
、
勇
気
を
出
し

平
成

=
年
夏
に
は
、
｢阿
波
踊
り

会
館
｣
と
い
う
施
設
が
完
成
し
て
い

て
、
毎
日
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
徳
島
県
人
に
よ
る
阿
波
踊
り
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
徳
島
県
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

て
飛
び
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
一

“

回
、
踊
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
気
持
ち

6

よ
さ
の
虜
に
な
り
ま
す
。

0

ま
た
、
期
間
中
に
徳
島
に
来
ら
れ

セー一丁

な
く
て
も
問
題
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

"道

阿波踊り (女踊り)



犬
鞠
繭
の
東
大
臟
市
パ
ッ
ケ
融
ジ
デ
テ
瞳
醐
券
に
ま
る

鑑
業
参
加
型
広
域
節
D
M
櫨
鎖
実
験

大
阪
府
土
木
部
交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

一

は
じ
め
に

大
阪
府
で
は
、
慢
性
的
な
渋
滞
対
策
と
し
て
、
地
域
の

課
題
や
特
性
に
応
じ
て
、
様
々
な
T
D
M
施
策
の
取
組
み

を
行

っ
て
い
ま
す
。
主
な
取
組
み
は
、
パ
ー
ク

･
ア
ン

ド
･
ラ
イ
ド
や
バ
ス
優
先
対
策
、
小
学
生
に
車
の
使
い
方

を
考
え
て
も
ら
う
T
D
M
の
総
合
学
習
な
ど
の
ほ
か
、
主

要
鉄
道
駅
に
お
い
て
、
歩
行
者
･
自
転
車
空
間
の
確
保
や

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
、
バ
ス
利
便
性
の
向
上
な
ど
の

取
組
み
を
一
体
的
に
実
施
す
る
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
四
年
よ
り
三

月
を
T
D
M
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
と
し
、
こ
の
期
間
中
に
T
D
M
施
策
を
集

中
的
に
実
施
し
、
施
策
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
る
取
組
み

も
は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
T
D
M
施
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成

一
四

年
一
月
に
実
施
し
た
大
阪
市
と
東
大
阪
市
と
の
間
を
移
動

す
る
業
務
交
通
を
対
象
と
し
て
、
｢車
を
利
用
し
な
い
業

務
活
動
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た
T
D
M
社
会
実
験
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

二

実
験
概
要

1

実
験
の
目
的

主
と
し
て
荷
物
な
し
の
業
務
の
車
利
用
か
ら
公
共
交
通

機
関
利
用
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、
施
策
の
パ
ッ
ケ

J
ジ
化
の
効
果
及
び
新
た
に
提
案
す
る
施
策
に
対
し
て
、

企
業
活
動
に
係
る
業
務
及
び
通
勤
の
車
利
用
の
削
減
、
平

準
化
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
と
そ
れ
に
伴
う
環
境
改
善
に
つ

い
て
の
実
現
可
能
性
を
把
握
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
に

協
力
を
促
す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
働
き
か
け
方
法
に
つ
い

て
把
握
し
ま
す
。

2

実
施
体
制

の

実
験
実
施
機
関

○
大
阪
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議

【構
成
メ
ン
バ
ー
】

学
識
経
験
者
、
近
畿
地
方
整
備
局
、
近
畿
運
輸
局
、
大

阪
府
、
大
阪
府
警
察
本
部
、
大
阪
市
、
阪
神
高
速
道
路
公

団
、
囮
関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪
商
工
会
議
所

㈱

実
験
協
力
機
関

東
大
阪
市
、
東
大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪
市
交
通
局
、

近
畿
日
本
鉄
道
㈱
、
近
鉄
バ
ス
㈱
、
財
自
転
車
駐
車
場
整

備
セ
ン
タ
ー
、
東
大
阪
市
駐
車
場
整
備
㈱
、
ふ
せ
の
ス
タ

ン
プ
会
、
J
S
S
日
本
シ
ル
バ
ー
援
護
会
布
施
店
、
㈲
ミ

ツ
ワ
サ
イ
ク
ル
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　 実施施策 施策内容･実施場所･数量

乗り継ぎ利便性の
向上 T D Mフリーチケット発行 臟州"

し鰯衞饑
P
チ鮴鞠

欝
班

“
内

チ
の

の
間

敢
麺

□
□

筋獄鰓

バ -ク&ライド駐車場確保 □布施(2箇所)
、
新石切の既存公営･民営･駐車場内に確保

レンタサイクル □布施(2箇所)
、
新石切

、
荒本

、
若江岩田の既存公営･民営駐輪場内に確保

駐輪場 □布施
、
新石切

、
荒本

、
若江岩田の既存公営･民営駐輪場内に確保

バス運行情報提供 口 W ebによるバス時刻表の情報提供

車利用からの転換
促進策

T D Mキャンペーン ･ 口ポスター･チラシなどによる意識啓発活動展開

駐車対策の強化 口大阪都心部で実験中
、
駐車対策の重点実施

表

3

実
験
地
域
及
び
対
象
交
通

◎

実
験
地
域

大
阪
市
及
び
東
大
阪
市

※

大
阪
市
内
は
、
東
大
阪
市
と
業
務
交
通
で
つ
な
が

り
が
強
く
、
転
換
で
き
る
鉄
道
路
線
が
あ
る

(中
央

区
、
北
区
、
西
区
、
東
成
区
、
生
野
区
)
を
重
点
対

象
地
域
と
し
た

(図
1
)。

②

対
象
交
通

大
阪
市
~
東
大
阪
市
間
の
企
業
に
係
る
主
と
し
て
荷
物

な
し
の
業
務
交
通

4

実
験
規
模

･
モ
ニ
タ
ー
約
三
〇
〇
名

(T
D
M
フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト

の
活
用
)

※

大
阪
市
及
び
東
大
阪
市
で
、
普
段
業
務
活
動
に

お
い
て
車
を
利
用
し
て
い
る
企
業

･
前
記
の
モ
ニ
タ
ー
以
外
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
一
般

開
放

5

実
験
期
間

平
成
一
四
年
一
月
一
七
日

(木
)
か
ら
平
成
一
四
年
一

月
三
〇
日

(水
)
の
二
週
間

6

実
験
施
策
メ
ニ
ュ
ー

(表
1
)

車
利
用
か
ら
転
換
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
、
一
連
の

交
通
機
関
が
ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
る
鉄
道
乗
り
継
ぎ
チ
ケ



ツ
ト

(T
D
M
フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
)
(図
2
)
の
発
行
を

中
心
と
し
て
、
東
大
阪
市
域
の
鉄
道
駅
に
お
け
る
端
末
交

通
手
段
の
充
実
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
T
D
M
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
車
利
用
か
ら
の
転
換
促
進
策
を
併
せ
て

実
施
し
ま
し
た
。
実
験
イ
メ
ー
ジ
図
及
び
利
用
イ
メ
ー
ジ

図
を
そ
れ
ぞ
れ
図
3
･
4
に
示
し
ま
し
た
。
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会社

三

実
験
の
結
果
の
概
要

1

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
施
策
効
果
の

把
握

モ
ニ
タ
ー
応
募
目
標
三
〇
〇
名
に
対
し
、
三
四
〇
名

(
一
六
八
社
)
(大
阪
市
二
〇
六
人

(
一
〇
一
社
)、
東
大

阪
市
一
三
四
人

(六
七
社
こ

の
応
募
が
あ
り
、
特
に
、

鉄
道
の
単
独
利
用
が
多
く
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
利
用
で
は
鉄
道

と
バ
ス
の
組
み
合
わ
せ
が
多
か
っ
た

(図
5
)。

チ
ケ
ッ
ト
利
用
に
よ
り
車
か
ら
公
共
交
通
へ
転
換
し
た

こ
と
へ
の
満
足
度
は
高
く
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
対
す
る
利
用

者
の
評
価
は
高
か
っ
た

(図
6
)。
理
由
と
し
て
は
、
｢車

に
比
べ
、
時
間
通
り
に
着
い
た
｣
、
｢
一
枚
で
鉄
道
や
バ
ス

が
何
度
も
利
用
で
き
て
便
利
｣、
｢切
符
等
を
買
う
手
間
が

省
け
て
便
利
｣
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
交
通

を
車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換
エ
リ
ア
が
拡
大
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た

(図
7
･
8
)。

l 大晒市 l

図 4 利用イメージ図

2

施
策
の
実
現
可
能
性
の
把
握

チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
意
向
は
強
く
、
特
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
体

験
者
の
利
用
意
向
が
強
く
、
ニ
ー
ズ
の
中
心
は
鉄
道
を
中

心
と
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
チ
ケ
ッ
ト
が
望
ま
れ
て
い

ま
す

(図
9
.
巾
)。

ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
者
の
満
足
度
は
高
く
、

今
後
は
全
て
の
方
が
利
用
意
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し

　　　　 　　　　　　　　　　 　　

図 2 T D M フリーチケット

図 3 実験イメージ図
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た

(図
=

･
1 2
)
。

平
成
一
四
年
度
の
｢T
D
M
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
｣

パッケージ有

図10 チケットの利用意向 (パッケージ別)

に
合
わ
せ
、
一
日
限
定
で
府
内
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
無

3

企
業
に
協
力
を
促
す
た
め
の
働
き
か
け
方
法
の
把
握

料
開
放
の
実
施
。

現
在
で
も
、
事
業
所
で
は
多
く
の
車
利
用
削
減
に
関
す

②

｢す
る
っ
と
交
差
点
対
策

(案
)｣
の
策
定

(平
成
一

る
取
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
社
会
実
験
の
参
加

五
年
三
月
)

を
通
じ
て
、
さ
ら
に
自
主
的
な
取
組
み
の
意
識
が
向
上
し

渋
滞
交
差
点
に
お
い
て
、
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
や
延
伸

ま
し
た

(図
協
)。

四

実
験
結
果
か
ら
の
課
題

嬬

①

地
域
特
性
に
応
じ
た
、
鉄
道
十
バ
ス
、
鉄
道
十
目

単独 (n = 124)

圏利用したいとは思わなし

転
車

(レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
)
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

聯

を
行
う
た
め
、
バ
ス
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た

8

端
末
手
段
の
充
実

②

バ
ス
の
定
時
性
確
保
の
た
め
の
バ
ス
走
行
環
境
の

鯛
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n
Y
〔U
n
)
n
v
Û
n
v
n
v
n
v

R
〕
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にU
4
マ
ハベU
リ
ム
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改
善

③

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
充
実
を
図
る
た
め
の
乗
り
捨

%

て
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
駅
近
接
で
の
レ
ン
タ
サ
イ

40

従業員(n=171)

圏利用したい

55%
、

3 4%
“

l
^
圓 慨

･

躍わからない

ク
ル
ポ
ー
ト
設
置

　　　ク

)

%

郊

外

　

　

計

し

　た

概

L
)

0

　
　

　　

④

事
業
者
へ
の
継
続
的
な
施
策
の
支
援
を
行
う
こ
と

概　　

が
で
き
る
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り

五

具
体
的
な
取
組
み
方
向

(課
題
に
対
応
)

眺

今
回
の
実
験
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
府
内
各
地
に
お
い
て

｢車
を
利
用
し
な
い
業
務
活
動
｣
が
実
現
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
順
次
、
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

㈲

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
デ
ー
の
実
施

0% 2096 40% 60% 80% 100%

　　　　 　
　

　
　 　

　
　

　

18% ネ ーメ24% ＼

鬮事業所で積極的に利用 □従業員に利用を勤める 霊わからない 口利用したいとは思わない

図 9 チケットの利用意向 (従業員 ･事業所別)

m　者事

図



阿り詞語意 □やや盤 -亘盪室温 --薹盤不満
-単 機 :

図12 レンタサイクルの満足度

若江岩田(n=22)

を
は
じ
め
と
す
る
短
期
的
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
大
阪
府

警
に
よ
る
信
号
表
示
時
間
の
調
整
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
整

備
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
く
、即
効
性
の
あ
る
渋
滞
対
策
。

③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
検
討

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
展
開
を
図

る
。

㈱

事
業
者
モ
ニ
タ
ー
制
度

よ
り
多
く
の
民
間
事
業
者
に
T
D
M
施
策
に
参
画
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
｢事
業
者
モ
ニ
タ
ー
制
度
｣
を
実
施

す
る
。

六

最
後
に

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
T
D
M
施
策
は
も
と
よ
り
、

様
々
な
社
会
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
府

民
の
皆
様
に
T
D
M
施
策
の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、
今
後
も
地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
T
D
M
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図13 通勤の車利用削減のための取組み状況と取組み意向
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